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は じめに

近年、デジタル技術の発達に伴い、各種映像メデ ィアのチ ャンネル数は飛躍的に増大 した。

例 えば、地上波テ レビはデ ジタル伝送化 によ り、標準画質の場合にはチャンネル数が3倍 にな

った。従来、テキス ト・データ伝送用 と考え られていたインターネ ヅ トもブロー ドバ ン ド化に

伴 い、映像データの伝送 が一般的にな り、DVDの 実用化な どもあって、映像データの伝送チ

ャンネルは大幅に増加 している。

これに対 し、そのソフ トウェア とな る映像情報の制作量は、ほ とん ど増 えてお らず、む しろ

減 少 ぎみであ る。そこで映像 ソフ トの不足が心配になる。

DVDは 、録画可能なものも存在するが、原則 は映画な どが録画 されたソフ トが流通する前

提 で、販売されている。テ レビのチ ャンネル数が3倍 にな って も放映するソフ トがなければ役

にたたない。増加 したチャ ンネルをすべてニュースとスポーツで埋めて しまうとい うのでは、

あま りにもあ じけない。

次世代DVDは 、現在、規格の異なる2陣 営に分かれているが、 この陣営間で、 ソフ トの主

要供給先にな ると考え られる映画会社の争奪戦が行われている。すなわち、映像 ソフ トは極 め

て重要な商品であ る。このソフ トの充実度が映像機器の売 り上げに大 きな影響 を及ぼす。映像

機器は現在のわが国の重要な産業の一つであ り、前提 とな る映像ソフ トの動向は大いに気にな

るところである。

この状況を鑑み、映像 ソフ ト(特 に動画)制 作産業の制作行程、業態 そ して課題等を調査 し

た。映像 ソフ トには様 々な種類があ るので、制作費 ・制作量 ともに多い番組(テ レビ番組)制

作 とCM(コ マーシャル映像)制 作分野に絞 って調査を行 った。

調査の結果、現状で大 きな問題が発生 しているわけではな く、比較的堅調 という結論を得た

が、同時に、全体 としてハイビジョンな どのニューメディアへの対応 が遅れ ぎみであ り、長期

的 には様々な課題 があることも判明 した。本報告書で、一般的な製造業の製 品製造行程 とはか

な り異なる映像制作行程や業界の構成、そ して、問題の一端 を、映像機器 関係者 をは じめ とす

る一般産業 の多 くが知 ることにな り、 また、映像 コンテンツの充実に向けた環境 づ くりの きっ

かけ となれば、幸いであ る。

最後 に、本調査 にご協力 いただいた関係各位 に対 し、感謝の意 を表す。

平成17年3月

財団法人 日本情報処理開発協会
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第1章 背景及び目的





第1章 背 景 及 び 目的

1.1ハ ー ドウェアの量 的拡大

近年、デジタル技術の発達 に伴 い、各種映像メデ ィアのチ ャンネルは飛躍的に増大 して い

る。地上波テ レビはデ ジタル伝送化 によ り、標準画質の場合には、アナログ時代の1チ ャン

ネル分の電波帯で、3チ ャンネル送信 することがで きる。CATVで は、アナログ方式では

あるが、既 に100チ ャンネルのサー ビスが行われている。原理的には、 これもデジタル化

で3倍 にすることが可能であ る。衛星放送(BS及 びCS)で もデ ジタル化で多チャンネル

化 している。従来、テキス ト・データか静止画の伝送用 と考え られていたインターネ ヅ トも、

ブロー ドバ ン ド化に伴い、テ レビ放送 に匹敵する品質の動画データの伝送が可能 とな り、 さ

らにアナ ログ方式の レーザーディス クで始 まったパ ッケー ジ型動画媒体 も、DVDの 実用化

で 日常的な流通媒体になった。 このように、映像データの伝送チ ャンネルは飛躍的に増加 し

ている。

平成17年1月 に総務省か ら発表 された 「「メデ ィアソフ トの制作及び流通の実態」調査結

果 」によれば、メディア ・ソフ ト市場(全 体)は2000年 か ら2002年 にかけて約10

00億 円の縮 小となって いるが、映像系だけで見れば約2000億 円の増加 となってい る。

しか し、映像系の制作額、制作量は縮小となってお り、ハー ドウェアのチャンネル数の飛躍

的増加 とは、あま りマ ッチ ングがよ くないように見える。2002年 の値 とい うことで少々

古 いのであるが、 この事実は どのように解釈すべ きなのであ ろうか。

昨今では、携帯電話 も映像メディア機器 の仲間入 りを してお り、現状では静止画中心であ

るが、 これもブロー ドバ ン ド化によ り動画伝送媒体 になるのは、時間の問題である。すなわ

ち、ハー ドウェア ・キャパ シテ ィはさ らに増加す ることが予想 され るが、そこに写 し出す映

像 ソフ トの確保は大丈夫なのだろうか。例 えば、伝送チャンネルだけが増加 して、映像 ソフ

トの供給量がほとん ど変化 しないとすると、同 じ映像ソフ トを流すチャンネルが増加するこ

とになる。チャンネル数 が増加 し選択の幅が増えることは明 らかに技術の進歩の成果である

が、どのチャンネル を選択 しても同 じ映像が流れていると した ら、結局チャンネル数 の少な

い以前の状態 と、同じというこ とになる。こんな状態が消費者 にとって好ましい筈がない。

100チ ャンネルもあるCATVで は、実際は同 じ映像を、時間をずらして流 しているチ

ャンネルがかな りあ り、実質30チ ャンネル分の映像 しか流 していないケースが多い。同 じ

映像を、時間をず らして複数 のチ ャンネルか ら提供するのは、視聴者が視聴可能なチャンス

を増大させ るという効果 を狙 ったものだが、最近は安価になったハー ドデ ィスク ・ビデオコ

ーダーを駆使 して、これ と同様なことができるようになった。これを、通称、タイムシフ ト・

ビデオ と言 う。つまり、同 じ映像 を、時間をず らして複数 のチ ャンネルか ら提供する必要性

は、すでに消滅 している。100チ ャンネルを埋める映像が足 りないので行われている処置

だと、言えないであろうか。CATV局 のなかには、50チ ャンネル(残 りは空きチャンネ

ル)し か映像 を流 していないケースもある。
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1.2本 調査研究の 目的

前説で述べたように、メデ ィア ・チャンネルの容量 と映像 ソフ トの供給量には、一見ア ン

マ ヅチがあるように見える。実際にそうなのであろうか。少な くとも現段階で、致命的に映

像ソフ トが不足 してお り、番組編成 が困難にな っているテ レビ局があ るわけではない。映画

フィルムの配給不足が原 因で閉館 した映画館 もない し、町のメデ ィアソフ ト売 り場では大量

のDVD(録 画済みのもの)が 販売 されている。当面の必要量は確保されていると考えてよ

いだろう。今後は どうであろうか。将来 とも不足する心配はな いという情報はないが、長期

的に安定供給が持続 するのであろうか。

最近のわが国の電子機器産業は、携帯電話を除けば、デ ジタル化 したテ レビ受信機、DV

Dな どの映像録画装置 ・再生装置、そ してこれ らの映像装置か ら出る映像 を写 し出すディス

プ レイなどの生産が主力であ り、わが国経済の牽引車の一つになっている。ここで映像 ソフ

トが不足すると、 これ らの機器を購入 した消費者は、期待 した程の満足を得 られないことに・

なる。このことは機器の売れ行 きに影響 し、電子機器産業全体 に悪い影響 を及ぼす(具 体的

には生産量の低下)と 予想され る。DVDソ フ トなどを生産するパ ッケージメデ ィア ・メー

カーはもっと深刻である。映像 ソフ トの不足は生産停止を意味 する。もっとも、これ らは新

作 ソフ トに関する理屈で、過去に制作された名作 ソフ トは再生産 ・流通が可能であるか ら、

新作 ソフ トの枯渇が、即電子機器産業の生産量の低下やパ ッケージメデ ィアの生産停止につ

ながるわけではない。さらに、映像 ソフ トは海外でも制作 されているので、本来は全世界 レ

ベルで制作量を考えなければならない。映像関連機器 も同様で、国際 レベルでの需要が重要

ではある。

わが国の新作映像 ソフ トの制作量 の伸び悩みが、即映像 ソフ トの不足に直結するというよ

うな単純な関係ではないことが推測 できる。 とはい うものの映像関連機器やパ ッケージメデ

ィアの生産者にとっては、我が国の新作映像 ソフ トの制作量が、少ないよ りは多いほうが好

感できることは、間違いない筈である。

加 えて、我が国の映像 ソフ トはわが国の文化の具現化の一つであ り、これが発展 すること

は民族の誇 りにつなが るとい う性格 を持 っている。極端 に言えば、新作映像 ソフ ト制作量の

低迷は、過去に多量の名作 ソフ トがあったとしても、文化 の衰退 を意味する。 この面からも

新作 ソフ トが持続的に制作 されることが求め られる。

しか し、映像ソフ トとは一種 の芸術 であ り、 ク リ土 イティブな産業である。製造装置と人

さえ投入 すれば生産で きるとい う程単純なものではない。制作量 だけ多ければ良いというこ

とでもな く、制作 され る映像 ソフ トの質 も問われ る。今後、質の高い新作映像 ソフ トの制作

量が多 くなるか どうかは、大いに興味が湧 くところである。

そこで、本調査分析では、わが国の映像ソフ トの代表的制作過程 を追跡することで、わが

国の映像産業の業界構造 を調査 し、 わが国の現状での課題や今後の動向を探 ることとする。
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1.3調 査対象

1.3.1調 査対象 とする映像 ソフ トの種類

映像ソフ トには様 々な種類があ り、分類方法もい くつかある。

(1)静 止画と動画

もっとも基本的な分類 と して、静止画 ソフ トと動画ソフ トがある。静止画 ソフ トとは、

一般的には写真である
。この写真を組み合わせた動画 ソフ トというのもあ り、か っては定

期のテ レビ番組 として使 われていたこともある。写真構成 とい う。

本調査では、動画 ソフ トを対象にする。

(2)用 途別分類

何の用途用に制作 されたかによる分類である。下記のように分類 される。

・ 映画館用 映画

・ テ レビ番組 用 番組

・ コマーシャル用(主 にテ レビ向け)-CM

・ パ ヅケー ジ ・メデ ィア用

パ ヅケージ ・メデ ィア用は、最初 からパ ヅケージ ・メデ ィア用の原版 と して制作 され る映

像である。代表例は、音楽ソフ ト(主 に流行歌)で ある。元来、音楽 ソフ トは レコー ドか

CD(映 像無)で 流通 して きたが、最近は映像を付け加えたものも流通 している。一般的

には、パ ヅケージ型動画 ソフ トは、映画あるいはテ レビ番組 を原版 と して生産 され るケー

スが多い(二 次 ソフ ト)。

本調査では、制作 量、制作費 ともに多いテレビ番組(以 下、番組 と略す)及 びコマーシ

ャル用(以 下、CM)を 調査対象 とした。

(3)内 容による分類

内容による分類 とは、文字 どお り、映像内容による分類であるが、 これは分類方法か ら

して様 々であ り、普遍的な分類は存在 しないようである。 よ く使われ る分類は、 ドラマ、

ドキュメンタ リー、バラ エティ、 ワイ ドショウ、報道、アニメ等の分類である。 ドラマに

はさらに、恋愛、ア クシ ョンとか、時代劇、現代劇 などの細分 もある。

本調査では、これ らの分野分割は とくにせず、全ジャンルを対象とする。

結果 として、映像 ソフ トの中の番組 とCMを 調査対象とすることになる。制作量、流通

量(一 次流通量)か ら見ると、この二つで50パ ーセ ン トを越えてい るからである。静止

画の制作量、流通量 も少な くないが、今回の調査 では対象外 とした。

番組 と言 っても内容 は様々である。細か くみれば、 ドラマ と報道では制作動機 も制作過

程もかな り異なる。しか し同 じ報道でも、プロジェク トチームを組んだ海外取材になれば、

今度は ドラマの制作過程に似て くる。 こういうことを考慮 して、本調査では番組 と して一

括 している。番組 とCMの 制作過程 も似 たところが多 くある。たとえば、 ミニ ドラマ風C

Mと い うのが実際にあ る。決定的な違いは、番組が1時 間程度の長さがあるのに対 し、C

Mは1分 以下 という部分 と、CMに は広告主がいるとい う部分である。 この違いが、制作
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過程や流通形態に大き く影響 してい る。たとえば、長さの違いが制作行程 に微妙な影響を

与えている。 また、番組はほ とん どの場合、その制作 する番組 を放映するテ レビ局が制作

会社への発注者になっている－hS、CMで は広告主が、広告代理店 を仲介者 として、制作会

社への発注者にな っている。そ して、制作 され たCMの 放映は、主にテ レビ局 ということ

になる。本調査ではこのことを考慮 し、番組 とCMを 別々に調査 した。

13.2一 次流通 と二次流通

一次流通 とは、あ る発注者か ら発注を受けた制作会社が、制作 された映像 を発注者に納 品

するまでをい う。番組であれば、通 常発注者はテレビ局なので、 そのテ レビ局で納品された

映像 を放映 まで ということになる。一度放映 された映像がパ ッケー ジメデ ィア制作会社に渡

され、DVDな どが生産されて流通すると、 これが二次流通 になる。CMで は少々違った形

になる。広告主が発注 したCMは 制作完 了後、一定期間い くつかのTV局 で放映される。こ

れは一次流通である。放映完了後暫 くしてからまた放映されれば、今度は二次流通 になる。

テ レビにおける再放送でも、最初の制作の ときに再放送の権利を確保 しておかないと、二次

流通になる。番組の著作権者は通常テ レビ局そのものであ るが、番組の場合、出演者の権利

とい うものが別途存在 していることがあ り、再放送の権利 を留保 していない場合は、簡単に

再放送で きない場合が多い。出演者の権利は、CMで も存在することがあ り、簡単 には二次

流通で きない場合がある。一次流通 と二次流通では、著作権 が区別 されるので、権利関係上

は単なる繰 り返 し放映ではないのであ る。

二次流通 を調査する場合 には、映画 を含める必要がある。二次流通では、映画が主流だか

らである。最近の映画業界では、二次流通による収入が利益の大 きな部分 を占めてお り、重

要な流通ルー トになっているか らであ る。ただ し今回の調査分析 では、流通も含めた分析を

行な っているが、流通を直接の調査対象に していないため、映画の制作過程は調査対象から

外 した。尚、映画の制作過程は、番組の制作過程 とよく似ている。
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14映 像 ソフ ト枯渇の可能性d

本調査は、当初、映像 ソフ トが枯渇するのではないか という単純な動機か ら始まってい る。

映像 ソフ ト枯渇の可能性 について極端な積み上げを してみよう。映像 ソフ トの最終消費者は

個人である。そこで一人の個人を考えてみる。その個人は人生の大半を映像を見て過 ごす と

仮定 し、その延べ時間は、10時 間 ×365日 ×50年 ≒20万 時間 となる。すなわ ち、一

本平均1時 間の映像 ソフ トが20万 本必要である。今後新作 ソフ トが一切供給されない とす

ると、すべての ソフ トを過去の蓄積に頼ることになるので、映画だけに絞れば20万 タイ ト

ル必要になる。 これはかな り微妙な数字であ り、おそ らく不足 ということになる。 しか し、

これに番組(テ レビ番組)を 加えれば、満たせる筈であ る。つ まり、今新作ソフ トの制作 が

永久停止 して も、映像ソフ トの枯渇は起 きないことにな る。実際 には、現在でも新作 ソフ ト

は制作 されて いるので、 さらに余裕があ りそうであ る。

もっとも、 これはすべての個人が同 じ映像 を見 るとい う仮定である。個々の個人はそれぞ

れ趣味趣向が異なるので、全員が同 じ映像を見るということでは納得 しないかもしれない。

もう一つ重要な前提 がある。 ソフ トというのは通常の製品と異な り、 ソラ トそのものが劣化

することはない として、過去の蓄積映像 が、すべて制作 当時の鮮明さのまま保存されている

とい う前提 にたっている。実際には、そのようなことが可能になったのは、デジタル技術が

進歩 し、デ ジタル記録 による保存が一般化 したつい最近の ことである。古い時代 に制作 され

た映像はアナ ログ記録のため、例外な く制作当時の鮮明さを失っている。番組の中には、そ

もそも保存 されなかった名作 ドラマも多数あるのである。

ここで枯渇させないための重要な対策 として、保存 という行為が大 きく浮かび上がって

くる。最新の技術 で今あ る映像や新作映像をことごとく保存すれば、100%、 映像 ソフ ト

の枯渇は起 きない と言え る。ただ し、このためには膨大な費用が必要にな る。現段階では、

映画会社、テ レビ局な どが、それぞれ個別に保存に取 り組んでいる。 とはいうものの、現在

でも放映後廃棄 されている映像 も少な くない。書籍は、国会図書館が新刊本すべてを保存 と

い う例もあ るので、国家 レベルで新作映像をことごとく保存 というのも、夢物語ではないと

思 う。この場合、CMま で保存する必要があ るのかという問題があるかも しれない。ただ し、

国会図書館は書籍 を保存 しているだけで著作権 を保持 しているわけではない。例えば、古書

籍 の復刻のためには、その書籍の著作権者の了解が必要になる。さらに原本が必要であるが、

国会図書館 の保存本以外が失われている場合、国会図書館の保存本 を原本 として使 えるのか

どうかは、はっきりしていない。そのため、復刻は以外 に手間がかかるものである。保存映

像の再流通 の場合でも同様なことが言える。映像 には様々な権利 が付いていることがあ り、

書籍 よ りも複雑である。各種権利の処理方法を整備 してお く必要があるだろう。資料映像 と

して しか使 えないのでは、価値が半減す る。

いつれに しても適切 な対応 をすれば映像 ソフ トの枯渇は起 きない うえに、その対応は十分

可能な範囲にあるので、本調査分析 では、以後、枯渇の問題は取 り上げないことにす る。
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15映 像制作業界の歴史

ここでは、映像制作業界のルー ツを簡単に紹介 する。番組制作業界 とCM制 作業界の現在

の姿は、第2章 及び第3章 を参照 してほ しい。

(1)最 初の映像制作業界

最初の映像制作業界 とは、映画業界である。か っては、動画 とは映画を意味 していた。

かっての映画会社は、丁度、一環生産メーカーの ような形態であった。収録 セ ヅ ト、大道

具 ・小道具、カメラなどの機材、制作スタ ッフ、俳優そ して監督 まで抱えていた。その後、

俳優や監督は専属か らフリーが一般化 し、フ リーの制作ス タヅフや機材の レンタル調達な

どが増加 し、かな り様変わ りしたが、映画会社の基本的な形態は、現在で もそれ程 変化 し

ていない。

(2)番 組制作業界

テ レビ放送が開始 された頃は、テ レビ局が自ら番組 を制作 していた。 したがって、 当時

は番組制作業界 とい うのはなか ったことになる。 当時のテレビ放送は、生放 送が原則で、

一部の番組だけが録画放送にな って いた。当時の録画媒体は、 フィルムであ る。 ビデオは

まだ開発途上であった。

この録画放送の中に、映画会社が制作 したテ レビ用映画が含 まれていた。 これは、最初

か ら劇場用ではな くテレビ用 として制作 されたもので、テレビ局の外注であ った。その後、

テ レビ局は番組制作の外注 を増加させ る。各テ レビ局は、自局の外注を受け入れる番組制

作会社 を設立 し今日に至 っている。番組制作会社 が特定のテ レビ局 と親子関係になってい

るケースが多いのは、この理由による。また、外注が増加 した背景には、VTRの 実用化

によ り生放送が減少 し、録画放送が増加 した状況があると考え られ る。生放送 よ り、録画

放送の方が、外注 しやすいか らである。

この段階で、番組制作業界が成立 したと考えられる。丁度 この頃、1950年 代 に最盛

期を迎えた映画産業が急速な衰退 を始めた。これを契機 に、多 くの映画人が映画産業 を離

れて番組制作業界やCM制 作業界へ移 ったとされ る。番組制作過程が映画に似ているのは、

どち らも映像 とい う共通要素以外 に、このような事情があると考えられる。

(3)CM制 作業界

映像によるコマーシャルは、テ レビ放送開始 とともに始 まった。初期のCMの 媒体は フ

ィルムで、これをテレビ局に持ち込んで放映 した。 このCMフ ィルムの多 くは、映画会社

以外の映像制作会社で制作された。生放送が原則の初期のテ レビ局では、僅かにあった映

画会社への外注による映画の放映 と同等の処理だったことになる。 しか しこれは一部のC

Mの みで、広告代理店経由で持 ち込 まれた広告原稿 をテレビ局のアナウンサーが読み上げ

る形式のCMも 多数あった。現在でも、生放送のワイ ドショウなどで、テ レビ局のアナウ

ンサーが広告主の商品を紹介する形 式として、残 っている。

初期 のCMを 制作 した映像制作会社は、恐 らく別の種類の映像(例 えば、科学映画)を

制作 していた会社 だと思われ る。CM制 作の需要の増加に伴 って、CM制 作専門 になった
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映像制作会社 も多か ったと考え られ る。広告原稿 を作成するのは作家であるが、テ レビの

CM以 前か らラジオのCM原 稿 を制作する作家がすでに存在 してお り、 こういう人たちが

兼業 したと考えていいだ ろう。広告代理店が主導 して新規に設立 したCM制 作会社 も多い。

このように、別の分野か ら多 くの ジャンルの人 々が参集 して、CM制 作業界が始 まった と

考え られ る。

現在では、CM制 作業界で制作されたCM映 像 が、テ レビ局へ持 ち込 まれて放映される

のが一般的である。広告主とCM制 作業界及びテ レビ局を仲介 するのが、広告代理店であ

る。

番組制作業界 はテ レビ局の影響を強 く受けて成長 し、CM制 作業界は広告代理店の影響

を強 く受けて成長 したと結論するこ とが可能であろう。番組制作業界 とCM制 作業界 とで

は、 その始 ま りが少々異なる。 このことが、今 日、両業界が似てはいるものの異なる部分

がある原因であろう。
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1.6音 声 ソフ トと映像 ソフ トの違い

(1)制 作工程の違 い

少々極論にな るが、新作の音声 ソフ トは、作曲 ・編曲の後、そ して演奏家 と録音スタッ

フを集めて演奏(収 録)し 編集すれば、制作することが可能である。歌曲の場合 には、 こ

の他に歌手も必要ではある。 これに対 し、映像 ソフ トは、原作の確保、監督の確保、 シナ

リオ作成、絵 コンテの作成、大道具の作成、小道具の調達、カメラを初めとする撮影機材

の確保、カメラスタヅフや撮影 スタッフそ して俳優 を確保 して、ようや く撮影にこぎ着け

る。同時に音楽 ソフ ト作成と同 じ要領で、音楽(例 えばテーマ音楽など)の 収録 も必要で

ある。撮影終 了後は、映像のみの編集、さらに音声の編集 と両者 の合体が必要であ る。音

声ソフ トに比べて、遥かに制作工程 が長 く手間を食 う。

したが って、当然ではあるが、映像 ソフ トの方が音声ソフ トよ りも高価 になる。実際に

一般消費者向けに販売されているソフ トでも、映像DVDの 方が音楽CDよ りも価格が高

い。 しか し、工程の違い程には、価格差がないようにも感 じる。これは、映像DVDが 二

次流通のためである。音楽CDは 、一次 と二次の区別がな く、流通段階 にすべての制作費

が乗 っかっている。映像DVDは 、一次の流通で制作費のかな りの部分が回収されている

ため、二次流通である映像DVDを 安価に提供で きるわけである。

(2)映 像DVDの 画質の レベル と音楽CDの 音質の レベル

標準画質の映像DVDの 画質の レベルは、よ く古のSPレ コー ドの音質の レベル と言わ

れる。Hiビ ジョンが劇場用の シネマスコープの映画と同等 とされるが、70mm映 画に

匹敵する電子映像規格は現在 ない。Hiビ ジョンが音楽CDに 匹敵するかどうか難 しい と

ころだが、音楽CDに はスーパーオーデ ィオとかDVDオ ーデ ィオなどの超ハイスペ ヅク

規格 も存在 し、すでにソフ トが販売 されている。

すなわち、映像 ソフ トの画質 を決めるフォーマ ッ トは、音声ソフ トに比較 して極めて貧

弱な規格になっているのが現状である。

(3)次 世代DVDとHiビ ジョン規格

音声ソフ トに比べて貧弱な標準画質を向上 させるものとして期待されているのがブルー

レィデ ィスクと高密度DVDで あ り、近 々販売開始 とされている。 この媒体 を使 えば、H

iビ ジョシ規格の映像ソフ トの二次流通が可能になる。映画は この映像 ソフ トの原盤 とし

て十分使 えるが、番組 ソフ トは、その多 くが標準画質のため、使 うことがで きない。これ

は一つの問題かも しれない。すでにテ レビの地上波デ ジタル放送がサー ビス開始 してお り、

これはHiビ ジョン規格 にも対応 してい るので、 もっとHiビ ジョン規格の番組 が制作 さ

れてもよさそ うであるが、テレビ局も番組制作業界も、今の ところ、反応が鈍いようであ

る。

Hiビ ジョン規格の映像が標準画質の映像に比べて割高になるのは当然であるが、 どの

程度高価にな るかは、それ程具体化 して いない。 じつは、高画質化に対する消費者(視 聴

者)の ニーズがどれ程あ るのかも、それ程はっき りしていない。大画面テ レビの普及が、
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Hiビ ジョン規格 の普及 を促 す という見方 もあ る。以下には、映像の世界ではな く、音声

の世界で起 きた事実 を紹介 してお く。

音楽CDは 、規格 開発当時の最高度の技術 をベースに してまとめ られてい る。今 日でも、

オーバースペ ックという評価 があ るほどの高度な規格である。この規格 を携帯型音楽 プレ

ーヤーに適用 した場合の問題点は小型化が難 しいことである。そこで、圧縮技術 を駆使 し

てデータ量 を減 らし、 ミニデ ィスクが使 えるようにした規格がMD規 格である。 この規格

が開発された当時、音楽CDに 匹敵する音質という評価 と、音楽CDよ りかな り音質が落

ちるとい う評価に割れて しまった。実際にこの規格に基づ く携帯型音楽 プレーヤーが発売

され ると、小型で使い勝手がよか ったためか、あっとい う間に、 カセ ヅ トテープ式の携帯

型音楽 プレーヤー を駆つい して しまった。音質に対する不満が騒がれることもなかった。

その後、さらに圧縮率の高いMP3と い う規格 が開発された。圧縮原理は、MDと は全 く

別のもので、デー タ量 を非常 に少な くで きる利点がある。今度は、ほとんどの評論家が、

音楽CDと の音質の違 いは素人でも分かるとい う評価を下 した。音質が悪 いため、会議録

音用かおもちゃ用 と考 えられた時期 もあった。2年 ほ ど前、アメ リカか らこの規格 を使用

した携帯型音楽プレーヤーが発売された。このプレーヤーは空前の ヒッ ト商品とな り、あ

っという間に全世界 に普及 した。メーカーの生産が追いつかず、 プレミア価格がついたほ

どであ る。現在の ところ音質 に対 する不満も特 に起 きていない。 この普及の理 由について

はよ く分かっていない。MP3の 音質が予想よ りよかったか らとい う説があ る。そもそも

ユーザーは携帯型音楽 プレーヤーに音質など要求 していなかったのだという説 もある。使

い勝手が極めてよかったか らだ という説 もある。機械 のデザ イン説やネ ッ トワークか らの

音楽 ソフ トのダウンロー ドが現代 にマ ッチ していたなど、諸説紛々の状態 にある。
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17最 終消費者 と品質

番組の最終消費者は、一般視聴者である。CMも 同様 であ る。制作会社が粗悪な ソフ トを

制作 しても、 この最終消費者によって排除されるだけである。この結果、制作会社はあ る一

定水準以上の作 品 しか制作で きないようになっている。これは他の生産物(例 えば、乗用車)

とは異なる特徴 を持 っているからである。

乗用車では、粗悪品でも外観上は まともな完成車のように見えるようにすることが、簡単

にで きる。例えば、数カ月 しか持たない粗悪なバ ヅテ リー を搭載 していて も、外観上は他 の

車と見分けはつかない。例え試験走行 しても、全 く問題 な く走 る筈である。そこで、問題 な

しとして、この車 を購入すると、半年後 くらいに突然エ ンジンがかか らな くな り、初めて粗

悪品の搭載に気がつ くことになる。そこで、半年保証、1年 保証が重要になって くる。

一方、映像ソフ トでは、粗悪品は1回 試写すれば、たちどころ判明 して しまう。偽装工作

は先ず不可能である。ある特殊な眼鏡 をかけて映像を見ると、女優の服装が消えて裸体が浮

かび上が るような仕掛けが絶対不可能 だとは言わないが、その可能性は限 り,なくゼ ロに近 い。

少な くとも受け入れがたいような下品な作品が、正規のルー トで流通す る心配は しな くて も

よいわけである。

内容的粗悪品(い わゆ る駄作)は 、正規ルー トでの流通 を阻止す ることは難 しいかも しれ

ない。個人の趣味趣 向が反映するので、何が駄作で何が駄作でないかの判断は、極めて難 し

いからである。ある人にとっては駄作でも、別の人にとっては駄作でないことも十分あ りう

る。多数決で決める問題でもない。話題になった作 品だか ら名作 だということは、必ず しも

言えない。逆に多 くの評論家が名作 と折 り紙をつけたのに、全 く売れなかったという作品 も

実際にあ る。

勿論、企画会社 も制作会社 も駄作 を目標 に制作 しているわけではない。多 くの場合、売れ

る作品が目標であるが、売れ る売れないは二の次に して、名作 を目標 に制作 しているケース

さえある。

問題があるとすれば、必死 に成果 を出 している制作関係者 がそれ に見合 う報酬 を得ている

かどうかである。この業界は、芸能界 ともオーバー ラップ して いる。この業界に高額所得者

がいることは周知の事実である。 しか しそれ らはご く一部のことであ り、大部分は決 して所

得が高いとは言えない状況にあ る。今回、所得 に関す る調査は実施 していないので具体的に

は言えないが、企業 レベルで見れば、取引一件 当 りの売 り上げは減少 しているという。この

ことは一次制作費の伸 び悩み とい う総務省の調査結果 とも一致 している。 これは企業利益 の

減少につながる危険性 があ り、組織 に属 している制作関係者の所得は伸 び悩みの筈である。

それでも、不満の声が大 きくなった り、この産業にみ き りをつけた他産業への転 身者が増加

することがないのは、 この産業独特 の魅力、芸術性 の追求、にあるのではないか と思 う。

ただこれだけによりかかっていると、ある日突然、産業全体が崩壊す る可能性 は否定で き

ないと考えられる。
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第2章 番組制作の現状





第2章 番 組 制 作 の現 状

2.1調 査の前提

2.1.1番 組制作の定義

番組 とは、放送局が免許制度によって獲得 し、認可された電波送出によって流通させ るも

のである。地上波放送、有線放送(CATv)、 衛星放送(BS/CS)の3つ の流通網がある。地上

波民間放送の場合、番組 そのものを商品 として販売するのではない。番組 と番組 あるいは一

つの番組の間に発生する時間をコマーシャル枠 として販売することによって収益を得ている。

よって、番組制作 とは、 コマー シャル枠の価値 を向上させ る為の優良なコンテ ンツ(情 報の

内容)を 制作 することを意味 することがある。ただ し、日本放送協会(NHK)は 広告による収

入 を目的 としてお らず、広 く国民の利益に供する内容に重点 をおいた番組 を放送 している。

また、番組は、多 くの人間に対 する影響度 を持つ為、公共性の観点 において映像産業全体

の中でも厳格な倫理、規準を併せ持つ。本調査では、最 も普及度が高 く、 ビジネスモデル と

しての歴史が長い地上波放送のモデルに沿 って番組制作の調査 ・分析 を行 う。

2.1.2番 組制作の範囲

番組制作 とは、番組の企画か ら制作、編集、納品までの行程 を取 り扱 う範囲 とする。ただ

し、編成上の都合で長期間連続 して放送するため、 この工程 を繰 り返 す場合や期首期末の番

組改編期に1回 のみ放送するために制作 する場合がある。

2.1.3番 組制作会社

日本国内の番組制作会社 は、財 団法人全 日本テレビ番組製作社連盟(ATP)加 入ベースで

は、正会員 一71社 、準会 員一13社 、賛助会員一民放18社 を含む39社 あ るが、加入、非加入

を問わず製作社 として営む事業社は、 日本民間放送年鑑2004巻 末の一覧によれば、約1300

社存在する。

2.1.4番 組 制作 マ ーケ ッ ト規模

地 上波 放送127局 合 計 の2003年 度 営業 収 入 に 占め る放 送 事業 収 入は2兆1,308億 円

(92.84%)と 、 その他事 業 収入7.16%に よ る構成 とな ってお り、放 送 事業 収入 の内訳 は タ イ

ム+制 作収 入46.13%、 ス ポ ヅ ト収 入4269%、 番組 販 売収入2.3%で あ る。

資料 く民放連 「経営分析調査」 日本民間放送年鑑2004編 〉による。

2.1.5番 組 制作 関係 者

(1)放 送局

公共財 と しての 電 波 を利用 した放送事 業 者は 電 波法の 下、 免許 制度 によ って管 理 され て

お り、民 間放 送127局 、衛 星放送(BS/CS)265局 、ラジオ放 送143局 、デー タ放 送33局 、
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全132社441局 と公共放送 として 日本放送協会がある。 また、放送を行う際には放送法に

よってそのあ り方が規定 されてお り、番組基準 を設けて公序良俗 に反 しないこと、政治的

に公平であること、報道は事実 を曲げないこと、意見が対立 して いる問題については多角

的に論点を明 らかにすることな どが、条件 とな っている。

(2)広 告会社

広告主のメッセージを消費者へ到達させる為、新聞、雑誌、ラジオ、テ レビ、イ ンター

ネ ット、セールスプロモーシ ョンな どの多岐に亘 る広告媒体や手法から、最 も効率よ く伝

達することのできる媒体の選定を行 う。放送局 との関係 としては、広告主の要求やコ ミュ

ニケーションプランに基づいて、放送局が取 り扱 う時間枠 とい う商品を購入 し、その枠に

最適なコマー シャル ・メ ッセー ジ(CM)を 供給する。

(3)関 係団体

放送に関連する諸団体を巻末に示す。
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2.2放 送番組の種別

2.2.1制 作 内容分類

放送局は時間帯あるいは地域 ごとに、 どのような番組がよ く見 られ るかによって編成上の

戦略を立て、内容を変化させている。その内容を分類する。

(1)報 道

電波の持 つ一斉同報性 と、映像 という他の媒体では成 し得ない情報量の多 さを活か し、

中継技術を用いて リアルタイムに事件や出来事 を伝える。また、天気予報、交通情報も含

まれ、地域別に構 成 を変えた りする。各放送局の主要な株主は新聞社であることが多 く、

放送局に とっては顔 ともいえ る最も主要な番組である。

(2)教 育 ・教養 ・実用

報道の即時性 と対照的に、取材や調査を行 った上で生活の知恵や知識を重点的に伝える。

ドキュメンタ リー、紀行、料理などがあ る。

(3)音 楽

歌手、音楽家などがスタジオやコンサー ト会場で歌を歌 った り、楽器を演奏する様子を

伝 える。国内外の流行の音楽 に順列をつけて紹介するもの もあ る。

(4)ド ラマ ・映画

テ レビ放送開始 当初 は演劇や舞台を中継するな ど出来事を記録 する形式で番組 と してい

たが、視聴者の嗜好の多様化 と共に、劇場用映画を制作 していた映画会社な どが放送向け

に映画 を制作 し始めたものが、現在の ドラマや映画である。時代劇や、2時 間で完結する

ドラマや、毎 日同 じ時間帯 に短 い時間放送する ドラマ、週に1度 ずつ放送 するなど、編成

パター ンも様 々であ る。

(5)ア ニメ

1963年 に開始 された 「鉄腕ア トム」が最初の連続テ レビアニメ番組 といわれている。1

秒間に30フ レームを最大 として連続的な描画によって動 きをつけた映像に、音声 を同期 さ

せ る。多 くが漫画を原作 と しているが、子供向け教育番組 だけでな く、一種 の表現方法 と

してアニメーション技法を用い、幅広い年齢層 向けに制作 されている。

(6)ス ポー ツ

相撲、野球、サ ヅカーな ど各種 目の中継や録画による映像 を用いて試合の模様 やダイジ

ェス トを伝 える。また、オ リンピックな ども、放映権の獲得 によって世界規模で同時 に放

送 される。

(7)そ の他(バ ラエテ ィ)

企画内容が多種多様であるため、バラエテ ィ番組 と称 されることがある。 クイズやお笑

い、 トー クな ど、いずれも人気タレン トや俳優が何かに挑んだ り、その様子 を映像 にまと

めたものであ ることが多い。幅広い視聴者にとって分か りやす く作 られ る為、放送局の営

業上の指標 とされ る視聴率上位 に位置 しやすい。
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2.2.2番 組種別と視聴率

実際によ く見 られた番組 を番組種別ごとに 2003年 度 の実 績 を表2-1に 示 す。

表2-1番 組種 目別高世帯視聴率の番組地区別比較
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2.3番 組の制作工程

2.3.1基 本的行程

制作 を企画立案、制作 準備、制作、編集の4段 階 に分類 し、その内容 を説明する。

(1)企 画立案段階

放送局の編成部署による時間帯の区分け作業から、制作部署 にて内容の策定 を行 う段階

であ る。時間帯とい くつかの大まかな番組内容の方向性 が出来上がった ところで、番組制

作会社のプロデューサーと番組の狙い、予算などを計画 し、高めてい く。

(2)制 作準備段階

番組のねらいが定 まった ところか らその、実現性 を図るための要素を創 り上げてい く。

① 取材 ・調査

番組の内容が放送 された時点でどれだけ多 くの視聴者 を獲得 できるかが、放送局の営

業利益を確定 する 「視聴率」 として数字化され る。予め、番組内容が市場的にどれだけ

の反響を呼ぶか、 また、内容をどれだけ深いものに出来 るかを取材や調査 を行 う。

② 構成(《 ナレー ション》台本作成)

取材結果に基 づいて裏付けされた情報を放送時間の中で どのように映像化 し、 メッセ

ー ジとするか文字要素 として作成 し
、検討する。このとき、構成作 家、脚本家の協 力を

得て魅力的な内容 に練 り上げる。

③ スタヅフ ィング

放送局 と番組制作会社のプロデューサーによって、内容 と予算か ら、制作推進や管理、

演出の個性、技術陣 を選定 してい く。映像表現 にこだわるデ ィレクターであ った場合、

カ メラマ ンな どの直接かかわ りのあ る技術者はデ ィレクターによって指 名された りす

ることもあ り、成功 させる為 にチームワークを編成 してい く作業 となる。

④ キャスティング(候 補か らの選定、契約)

内容の決定後、メ ヅセージを伝達する代弁者 として、表現者 としてタ レン トや役者 を

使 うので、い くつかの候補からスケジュール調整やギャランテ ィの交渉を行い、番組出

演にかかわる契約 を取 り交わす。

⑤ 楽曲制作依頼 またはタイアップ交渉

出演者も決ま り、ほぼ全容がイメージできてきたところで、 さらに番組全体のイメー

ジを創 り上げる音の要素についての検討がなされ る。オ リジナル楽曲 を用いる場合、音

楽 プロダクションが作詞家や作 曲家をまとめあげ、楽曲を制作 する。 または、音楽 出版

社 とタイア ヅプ し、有名歌手の新曲発売に合わせて話題性 を作 ってい く。 この場合、音

楽出版社 から制作協力費が支払われることもあるが、プライムタイムの全国ネッ ト番組

の場合は、放送の影 響力の方が多大な為、放送局 、音楽出版社は互 いに無償で協 力 し、

宣伝活動な どを行 うこともあ る。

⑥ 再構成

音の要素まで出揃 った ところで、放送スケジュールや直近の視聴率データな どをもと
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に、内容を吟味 してい く。撮影直前 まで行われ ることが多い。

⑦ ロケーションハンティング ・美術打 ち合わせ(舞 台 ・美術 ・衣裳)

最終原稿が出来上がると、屋外撮影の場合は候補地の選定、許可申請など手続 きを行

い、屋内撮影の場合は、美術チーム と舞台セ ットの設計や美術要素 のデザインを策定 し、

撮影 日までに制作、設置を行 う。衣裳やメイク担 当は美術決定事項 に合わせて、衣裳の

調達やメイクア ップのプランを確定する。

(3)制 作段階

カメラに写 る要素の準備 がすべて整 ったところで、撮影チームが一斉に加わ り、映像化

の作業が始まる。

① 撮 影

番組に必要な映像を台本に沿 って撮影 する。後 に行う編集 によって異なる時間軸がつ

なぎ合わされるため、撮影の順番は放送の最後の部分や、出演者が最 も多い部分か ら行

った りする。カメラマンの他 に、映像信号や音声 を記録するなど、様 々な映像要素を各

担 当者が管理する。

② イメージ制作(CG)

撮影時点では存在 しない環境 を作 り出 した り、番組のイメー ジを決め るタイ トル映像

などを作成する。撮影後 に作成 し始めると、表現上の不適合 や、 コンピュータの処理上

予想外 に時間がかかることがあ り、CGの 存在が番組の進行 を妨 げることもあ り得 るため、

予め撮影時点で計画されてい ることが多い。

③ 素材試写

映像 を収録 したテー プを再生 して撮影内容を確認する。台本に従 っているため、不足

はないはずだが、この時点で再撮影の有無や編集プランを立て始め る。

(4)編 集段階

撮影作業がすべて終了 して後、放送時間に合わせて調整を行 う。また、実際の放送用テ

ー プに記録 し、そのまま放送で きる状態 まで仕上げる。

① 編集構成

素材試写を経てつなぎ合わせ る映像の順番や映像加工を想定 し、予定時間内に収 まる

か計算も同時に行 う。

② オフライン編集(仮 編集)

収録 したテー プから仮編集用に同一の内容である別テープを作成 する。複数のテープ

か ら必要なカ ッ トを選び出 し、順番 につなげてい く。 この時点でポス トプロダクシ ョン

に場所を移 しての作業 とな り、機材の操作人員(オ フラインエデ ィター)と ディレクタ

ーおよび、アシスタン トデ ィレクターによって進め られる。

③ オンライン編集(本 編集)

オフライン編集 によって時間配分の確定 した映像素材を収録 テー プから直接放送用テ

ープへ記録 してい く作業 とな る。この際 に、映像の信号や色管理、文字情報 を挿入 し、
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並行 してカ ッ トによってはCGと の合成作業 を行う。オ ンライ ンエデ ィターとデ ィ レク

ターお よび、アシスタン トディレクターによって進行 し、作業終盤でタイムキーパーが

CMの 挿入時間の確認や全体の長さが放送時間と適合 しているか最終チェックを行 う。

④ ナ レー ション台本作成

映像部分が放送用テープに記録 された後、出演者の音声とは別 に語 りを挿入すること

があ り、全体の流れに合わせて時間配分 された原稿 を作成 する。デ ィレクターや構成作

家によって推進 される。

⑤MA(MultiAudio)

事前 に作成 した楽曲や追加挿入する語 り、環境音の調整やテロ ヅプに合わせて効果音

を加 えるなど、様 々な要素 を積み重ねて録音する。番組の意図 と視聴者 に聞こえやすい

ように音量やバラ ンスを整 える作業 を行い、放送用テープの音声 トラ ックに記録する。

⑥ 完成試写

映像化 と編集 という最終工程 を終 えて、放送局のプロデューサー立会いのもと、内容

を確認する作業で、放送倫理上、表現に問題はないか、企画通 りの内容に仕上が ってい

るか、映像は見やすいか、音声は聞 き取 りやすいかな ど、放送局 と視聴者両方の観点か

ら試写する。この時点で問題 が発生 すると、放送直前 まで、 オンライン編集の工程 から

再度や り直すこととなる。

(5)完 成品搬入

最終確認の終了 した放送用テープは放送局の送出部へ搬入する。送 出部では、記録 され

た信号 レベルに問題はないか、放送技術規準を確認 し受け付 ける。この時点で番組制作は

完了となる。(参 考:番 組の制作基本工程を図2-1に 示す。)

企画立案段階 制作準備段階 制f乍段B皆 編集段階

企画 取材 ・調査 翻

構成(ナ レーション)台 本 作成 イメージ制作(CG等)

編集構成一
スタッフインク 素材試写 オンライン編集

キャスティノグ ナレーション台本作成

楽曲の制作 タイアンプ MA(鋤tiAUIie)一
ロケハン・美術打ち合わせ

一
完成テープ搬入

図2-1番 組の制作基本工程
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2.3.2工 程のバ リエ ーシ ョン

基本行程に対 し、番組制作への関与の仕方や制作 内容、制作条件、また技術 的要素 によ っ

てい くつかの変化 が発生 する。以下 に、それ らの要因を挙げる。

(1)制 作への関与形態に起因する要因

番組を送出する機能である放送局は外部の番組制作会社へ発注 して制作することが多 く、

民放のプライムタイム(*注 釈)の うち約7割 以上に関与 している(ATP調 査 による)。 関

与する形態は、番組制作会社の立場から見て、大 きく3つ に分類 することができる。

※プライムタイムとは19時 ～23時 の時間帯の俗称。1日 のうちの特に視聴者の多い時間である。

① 制作著作

外部の制作会社が単独で、あ るいは広告会社 と共同で番組を制作 し完全パ ヅケージ(完

パケ)納 品を行 うもの。単独の場合、制作会社 が制作責任 と制作費を負担 し、購入 した

放送局がスポーンサー をつけて放送する。また、広告会社 と共同で推進する場合、広告

会社は放送局か ら番組放送枠 を購入 し、予め決 まった広告主な どが制作費を負担 する場

合がある。制作著作 をすべて制作会社 が保有す る場合 と広告会社 と共同で保有すること

がある。 これは、番組制作会社 が放送のみな らず、 ビデオやDVDな どのパ ッケージメデ

ィア流通 による二次的利益の獲得を前提 に して制作 が行われることが多いか らである。

i広 告会社il 放送局 制作部門1
1
1放 送局 技術部門1

A

番組納品 一 放送局 美術部門1
・… ・… ・・ 制 作 費 ●

委託
::
▼` ↑

番組制作会社 技術 プロダクション芸能プロダクション) 喝

:

タレント1

:俳優

委 託

:

↓

ら
L

プ ロデ ュー サ ー

デ ィレクター

ア シ ス タン ト・

デ ィレクター

カメラマン

照明

音声

'

制作プロダクション(人材派遣)
一 美術プロダクション

フリーランス

ディレクター

アシスタント・ディレクター

衣裳

スタイリスト

ヘアメイク

図2-2番 組制 作 における取 引関係

大道具

小道具

一18一



② 共同制作

放送局か らの制作委託 によるもので、制作著作 を放送局 と共同で、 または一部保有す

る。他の放送局への番組販売や ビデオやDVDな どの販売による二次的利益については、

放送局 と50:50の 比率で分配 し、出演者などへ も番組制作会社から分配され ることがあ

る。

…

…

…

…

i

委iモ

i
L

放送局 制作部門 放送局 技術部門

委託l

l
▼ 、

1「

番組制作

■

一 放送局 美術部門

4

▲

》 芸 能プロダクション レ 番組制作会社 技術 プロダ クション

i
タレント

…俳優

委託
:

↓

」L

プロデ ューサー

ディレクター

アシスタント・

ディレクター

カメラマン

照明

音声

制作プロダクション(人材派遣)
一 美術プロダクション

フリーランス 大道具

小道具

ディレクター

アシスタント・デ ィレクター

衣裳

スタイリスト

ヘアメイク

図2-3共 同制作時の取引関係
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③ 制作協力

放送局 がすべて制作著作 を保有するものの、実際の制作業務のほ とん どは制作会社か

ら派遣されたスタッフが行 っている。

放送局 制作部門 放送局 技術部門 …

;`
:

一◆

一●

:

:

:

:

:

委 託

十

番組制作

・一

放送局 美術部 門'一

(

4

'

ら

)芸 能プロダクション) 番組制作会社 技術プロダクション

:
タレント;

俳優:
再委託

…
▼

▲

プロデ ュー サ ー

デ ィレクター

ア シス タント・

デ ィレクター

◎

カメラマン

照明

音声

司制 作プロダクション(人材派遣)
一 美術プロダクション

フリーランス

デ ィレクター

ア シス タント・デ ィレクター

衣 裳

ス タイリス ト

ヘ アメイク

図2-4制 作協力時の取引関係

大道具

小道具
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(2)制 作 内容 に起因する要因

制作内容によって著作権の帰属や番組制作会社のポジショニ ングは変化 して くることが

ある。以下にその要 因を示す。

① 報 道

ニュースは放送局が最も大切 にする番組の内容であ り、番組制作部署 とは区別 して報

道部 門を置 くところが多い。制作会社が制作著作 を保有することはまず無いと言ってよ

い。制作協力 という形態で、ディレクターやアシスタン トデ ィレクターなどの制作職能

群を派遣 し、番組制作に携わる。また、技術系ではカメラマン自身が取材 を行い、ジャ

ーナ リス トとして全世界 から映像素材 の撮影 と情報の収集を行 うことがある
。こうした

ジ ャー ナ リス トがニュー ス映像 を共 同通信社や時事通信社な どのニュース配信専門に

映像素材の著作 を販売 し、放送局は共 同配信 として放送に使用することがある。

② 教育 ・教養 ・実用

放送局が著作 を保持 した上で、制作協力の形態で フリーランス を含 めた制作 および演

出、技術 に至 るまですべて外部機能 を用いるな ど、様 々である。 また、情報番組では内

容に専門性が求め られることが多 く、信頼性の高い情報提供を行 う為 に、専門家やコメ

ンテー ター 自身が会社 を設立 して、制作 に係わるケースが見 られ る。この種別 の場合、

時事性 を重視 する傾 向が強 く、二次利用 を目的 とした著作 の獲得を行 う制作会社は少な

い。ただ し、広告 会社が広告主のメッセージを分か りやす く伝 える為、時間枠 を購入 し

て番組 の制作 を行 うことがある。

③ 音楽

音楽出版社が自社の歌手、アーテ ィス トを出演させ、 自社の制作機能や子会社 を使 っ

て コンサー トイベ ン トを催 すなど して番組化 する。放送時間枠 は広告会社が購入 し、音

楽出版社 自ら広告主 として制作費を支払 うケースもある。放送 時間枠 とその時間の内容

について複数の出版社が共 同で制作著作 を保持するなど、デ レビによるプロモーション

活動 と、コンサー ト映像 のパ ッケー ジ流通を兼ねているケースであ る。

放送局は再放送権や他局での放送 に際 して、交渉の窓口権 を保有 するな どしてい る。

④ ドラマ・映画

映画会社 に関連 する制作会社、あ るいは原作 が存在する場合、書籍の出版社 が制作著

作 を保持 し、制作 費を自ら負担 した上で、完パケを納品す ることがある。実際の制作は

フ リーランサーを含む専門協力会社か らのスタ ヅフによ り行われ、短期間で長時間の映

像収録 に慣れた熟練スタッフ編成 となる。 ビデオやDVD化 してパ ヅケージ流通 を行 う事

例もある。

⑤ アニメ

ほ とんどの場合、広告会社や原作の出版社が 自ら制作 費を負担 し、アニメ制作 プロダ

クションで番組制作 する。さらに放送時間枠 を購入する。購入 した枠 に、アニメキャラ

クターのライセ ンスを獲得 して事業 を行 う玩具メーカー、ゲー ムメー カー、テー マ楽曲
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などを提供するレコー ドメーカーが、広告主 として"タ イム"広 告費を負担す る構造 と

なっている。このアニメ制作 と広告会社 の枠購入機能 を一社で行 う会社 もある。ビデオ

やDVD化 してパ ヅケージ流通 を行う事例 もある。

⑥ スポー ツ

国内外 を問わずスポーツの興行主催者か ら番組放映権 を事前 に獲得 し、その放送枠 に

広告主を集める。広告主は 日本語化するための制作 費と広告枠の代金 を支払 う為、放送

局単独よ りも、広告会社 と共 同で行 うことが多い。実際の制作は、スポー ツ分野を得意

とする放送局 自社のディレクター と技術スタ ッフによって、行われることが多 い。中継

に用いる機材が相 当数必要な時は、専門会社か ら調達する。

⑦ その他(バ ラエティ)

放送局が著作 を保持 した上で、制作協力の形態で フ リーランスを含めた制作 および演

出、技術に至 るまですべて外部機能を用いるなど、様々である。また、番組ではメッセ

ージを送 る代弁者 として タレン トや役者をキャスティングすることがあるが、出演する

タレン トが所属 する芸能 プロダクションの制作部門が、制作著作を保有、再編集による

二次使 用(こ の場合、映像素材の著作のみ保有する)を 前提 として、関与することがあ

る。また、広告会社 と共同で制作 し、 ビデオやDVD化 してパ ッケージ流通 を行 う事例も

ある。

参考 として、表2-2に 内容 による関係者の位置付けの傾向 を示す。
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表2-2内 容による関係者の位置付け(傾 向)

制 作 著 作 関 係 者 実 際 の 制 作 関 係 者 制 作 人 材 の 所 属

報 道
放 送 局 放 送 局 放 送 局

制作会社(放 送局子会社) フ リ ー ラ ン ス

放 送 局 放 送 局 放 送 局
教育 ・教養

番 組 制 作 会 社 制 作 プ ロ ダ ク シ ョ ン
・実 用

人材派遣会社

放 送 局 放 送 局 放 送 局
..

音 楽
番 組 制 作 会 社 番 組 制 作 会 社 制 作 プ ロ ダ ク シ ョ ン

音 楽 出 版 社 音楽出版社系制作会社 人材派遣会社

音楽事業者協会(肖 像権)

放 送 局 放 送 局 放 送 局

番 組 制 作 会 社 制作会社(放 送局子会社) 制 作 プ ロ ダ ク シ ョ ン
ドラマ ・映 画

原作者 人材派遣会社

原作出版社 フ リー ラ ンス

原 作 者 番 組 制 作 会 社 制 作 プ ロ ダ ク シ ョ ン

原作出版社

広告会社
ア ニ メ

玩 具 ・文具 等 メー カー

レ コ ー ドメ ー カ ー

ゲ ー ムメ ー カー

放 送 局 放 送 局 放 送 局
,・

ス ポ ー ツ 興 行 主 制作会社(放 送局子会社) 制 作 プ ロ ダ ク シ ョ ン

広告会社 人材派遣会社

放 送 局 放 送 局 放 送 局

そ の 他 芸 能 プ ロ ダ ク シ ョ ン 番 組 制 作 会 社 制 作 プ ロ ダ ク シ ョ ン

人材派遣会社

一23一



(3)制 作条件 に起因する要因

実際の撮影が リアル タイムに進行す る場合や既 に撮影済みである場合には、主に制作段

階以降に変化が現れ る。

① 生放送

中継技術を用いて撮影 しなが らその映像を全国へ送出する場合な どでは、予め編集済

みの映像やCGな どのイメージ制作 を行い、適時利用する。カメラを切 り替 えること(ス

イ ッチングと呼ばれる)で 、編集 と同等の意味を持たせなが ら、番組 に必要な情報 を随

時放送 してい く。 よってポス トプロダクション作業は放送時には行わない。

② 放映権の獲得 による二次制作(ロ ー カライズ)

予め撮影された映画、 ドラマ、 ドキュメ ンタ リー、スポーツ、ニュースなどを、海外

か ら生放送や録画テープで調達 し番組 にする場合、言語の ローカライズ(こ の場合 日本

語化)を 主に行う。制作段階のうち撮影は行われず、オ ンライ ン編集 による文字 スーパ

ーやタイ トルの挿入と、MAに よる吹 き替えナレーションを録音する。放送 に特化 した

翻訳、通訳を行う人員 と合わせて、 これ らの作業を提供する会社 もある。

(4)制 作技術 に起因する要因

放送電波のデジタル化に伴い、、制作段階で技術適合を行 う必要が出て きた。放送 と同時

に通信網の利用を捉 えた、デー タ放送技術な どがある。

① ハイ ビジョン番組

現在の標準画質(SD)放 送か ら高再現性画質(HD)放 送への変化は、"写 り方"が よ り

高精細に変わって くるため、撮影技法や美術、照明の設計に関 して同時に影響を受ける。

職能の高 いスキルが求められ ると共に、映像素材の記録テープ、編集機材な どの調達す

る技術機器が全 く異なる為、それ らを扱 う技術チームのスタヅフ編成が鍵 となる。制作

段階 に入 る前 に綿密な調整を行わなければ、技術的な効果が得 られないことがある。

② インタラクテ ィブ番組

映像 と同時に放送波のデータ放送領域使 って、二次元の画像や文字情報 をテ レビ画面

に映 し出す。これ らはBMLと 呼ばれる記述言語を用いて組成 され、視聴者 との双方向コ

ミュニケー ションを図ることがで きる。放送する内容 と連携 しなが ら、画像や文字情報

が変化する場合、撮影する映像 とどの ような相関性 を持つのか、すべてのスタッフが理

解す る必要があ るため、企画段階か らデー タ放送送出技術ス タヅフと技術的な問題点、

制作上の注意を協議 しなければな らない。また、データ放送素材の制作が並行 して行な

われるため、制作職能が取 りまとめる領域 が拡大 して くることとなる。

一24一



2.3.3工 程管理

番組制作業界の構造 には工程管理機能 が働いている。三つの重要な管理機能 が存在する。

複数の協力会社やスタ ッフによ り進行するため、全体 を統括 する総合管理機能、演出、技術、

美術各分野を制御する制作管理機能、そ して規準に基づいた放送技術 と内容倫理 とい う、品

質の管理機能であ る。

(1)総 合行程管理

放送番組はその送出機能(納 品先)が 放送局 に限 られているため、番組制作の起点も放

送局であることがほ とんどである。よって放送局のプロデューサー をは じめ とする制作部

門が、 自社内の編成部 門、営業部門 と連携 し、 中長期的な放送プログラムの計画に基づい

て、番組の安定的な制作および、それ らの調達 を管理する。複数の番組制作会社、協力会

社 を束ね、戦略的 にコン トロール している。

(2)制 作工程管理

総合的な管理のも と、複数の番組制作会社は一本の企画 ごとに、あるいは番組の一部 を

制作 しているが、番組制作会社は安定的な演出力、技術力、美術力を得 る為、制作 プロダ

クシ ョン、技術 プロダクション、美術 プロダクションという各部門を複数束ねている。総

合管理工程 とほぼ同 じ構造が成 り立 って いるが、各プロダクション部門に属す る職能人員

は、 フ リー ランサーやアルバイ ト、派遣社員である場合が多い。

(3)ク オ リティ管理

放送技術 と倫理 という品質の管理は、番組制作会社の関与形態や番組の種別 に係 わらず

機能す るようになっている。

まず、放送技術の提供者は放送規準 を満 たす撮影機材 を利用 し、放送用テープへの記録

は、放送技術に準拠 した録画機材 と操作職能人員の手によって仕上 げられ る。よって技術

要素は表現 とは一線 を画 した領域で存在 してお り、過程で関門が設 けられているの と同 じ

状態である。

また、企画準備段 階、完成試写で放送までに、少な くとも二段階の プロデューサーによ

る確認が行われ、問題 がある場合には各放送局の審議委員による検討や考査 が行われ るよ

うになっている。

参考 と して、週1回 連続12回(3ヶ 月)放 送の番組を例に工程管理の関係性 を図2-5

に示す。
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」 放送 クオリテ・管理エリア(内容)
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図2-5工 程管理の関係性

(週1回 連続12回(3ヶ 月)放 送の番組を例にしたもの)
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2.4番 組の制作に関する職能

2.4.1制 作能力系

番組 内容の狙いを企画 し、予算を組み、 それを執行 してやスタ ヅフ、出演者 を管理する職

能群である。

(1)プ ロデューサー

番組の最高責任者であ るが、放送局のプロデューサーと番組制作会社のプロデューサー

があ り、多少役割が異なる。編成上の戦略に基 づいて番組内容 を企画提案 し、実施条件 を

整えた後、実際の制作 を担 当する番組制作会社の プロデューサーが加わ り、制作準備 か ら

編集、納品 を行 うことがある。例えば帯番組の場合、曜日で担当する番組制作会社を交代

した り、放送時間内でそれぞれのパー トを担当 した りするなど、放送局のプロデ ューサー

は、限 られた時間の中でよ り質の高い番組を目指 して制作 チームを編成する。よって一つ

の番組の中に、総合 プロデューサー と複数のプロデューサーが見 られるのは こうした背景

による。

(2)ア シスタン トプロデューサー

実際の制作段階になって加わることが多 く、主に制作能力系 と演出能力系の職群 をつな

ぎ合わせ る役割を持つ。番組 に割 り当て られた予算 を如何 に割 り当て、管理を行 うところ

か ら始ま り、撮影のスケジュールや人員の配置など具体的な指示、交渉、連絡 を行 う。番

組制作会社が束ね る協力会社 を統制する必要があ り、制作、技術、美術、芸能 プロダクシ

ョン、出演者、マスコ ミ関係に幅広 い人脈 を持ち、経験 の豊富なデ ィレクターが行うこと

もあ る。 また、ラインプロデューサー と呼ばれ ることもある。

(3)タ イムキーパー

放送予定時間と放送内容の一致を図る役割である。放送局の編成、制作 プロデューサー

の決定 に基づいて、オ ンライン編集時にCM挿 入部分の具体的作成指示 と、放送局の搬入

先(送 出部)と の確認 をする、生放送の場合、ディレクターの隣に座 り、放送時間の進行

を管理 し、指示を出す。制作、技術スタヅフはこの合図に基づいて行動の きっかけを得 る。

(4)制 作デスク

番組制作の事務担当である。経費の精算業務 から番組 に関わ る伝票処理に始 まり、放送

局のプロデューサー と番組制作会社のディレクターの連絡窓口や、収録 日の弁当手配やタ

レン トケアなども含 まれる。

(5)制 作進行担 当(プ ロダクション ・マネージャー とも呼ばれることがある)

番組制作会社や制作 プロダクションに属 して、制作進行上すべてのスタッフの連携 を図

り、撮影現場 を管理する。特 に ドラマ番組などで、制作、技術、美術以外で起 こる事 象は

すべて担当する。稀 に、 ロケー ションサー ビス会社が行 うこともあ る。

2.4.2演 出能力系

文字要素か らイメージする表現や内容を、具体的に映像化 するまでの指揮 をとる。
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(1)デ ィレクター

プロデューサーが指示する番組の方向性 や企画意図に合わせて、映像表現 を行 う。番組

制作そのもの を取 り仕切 る現場責任者 といえる。脚本に基づいて出演者に演技指導を行い、

撮影 してい く。番組内容によっては、デ ィレクターが複数お り、放送 回ごとに交代 した り、

番組の時間内で担当するコーナーを演出 した りする。 また、放送局のデ ィレクターはこう

したチーム編成のなかで、総合演出という立場 をとる場合が多 く、番組の狙 いや雰囲気が

変わ らないように調整を果たす。撮影 して映像素材の作成 を専門的に行 った りすることも

あ り、番組単位でチーム編成は様 々である。

(2)ア シスタン トデ ィレクター ・助監督

演出助手である。担当する範囲は多岐 に渡 る。すべてのスタ ッフと連絡を取 り、撮影現

場の都合などを調整 し、撮影のスケジュール作成を行 う。それに合わせて出演者やメイク、

衣装、エキス トラ出演者の管理 を行 う。 また、人物以外の要素で、 小道具や、出演者の時

計や眼鏡など、画面に写 るもの をすべて美術 と連携 し演出に合わせて作成、用意 する。

(3)脚 本家

プロデューサーか ら指示され る番組の狙い、コンセプ トに沿 って、ス トー リーを作 り出

す。 また、出演者 をは じめとする制作に係わるすべてのスタッフは、 ここで製本される台

本を拠 り所と して準備や行動を起 こす。映像化するための文字要素であるため、実際に撮

影が実現で きる場合を除 き、現場の責任者であ るデ ィレクターによって変更され ることも

あ る。主に、 ドラマなどの録画構成番組 で活躍する。

(4)構 成作家 一

情報系番組、お笑い、 クイズなどで、企画段階から参画 し、司会者や出演者の台詞やナ

レーションを作成する。放送開始 当初はほとん どが生放送 であ ったため、番組内でのや り

取 りや展開を予め計画 してお く必要があったため、作家 として文字に書 き起 こしていた。

現在では録画構成番組の比率が増 えたため、プロデューサーと番組の企画段階から係わ る

ことが多い。

(5)リ サーチ ャー

情報番組や過去の事件、歴史的背景を基 に した番組を制作 する際に、その情報放送に問

題のないことを裏付ける。専門の会社によって、 クイズの出題方法や問題を作成 すること

もあ り、新人の構成作家が行 うこともある。

2.4.3技 術能力系

番組 を制作する上で映像化 を行 う際には映像、音声、照明、編集 といった要素が技術領域

となる。

(1)技 術プロデ ューサー

プロデューサーやディレクター、テクニカルデ ィレクターと番組の狙いに沿って制作 上

必要な技術のハー ド、人員配置 を協議 し、技術スタ ッフと連携 して統括、管理、運用を行
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う。

(2)テ クニカルデ ィレクター

技術スタ ヅフの現場監督である。撮影、収録現場の責任者 として、ハー ドの技術的な障

害や トラブルへも対応する。

(3)カ メラマ ン

カメラを用いて番組 の構成素材を撮影する。ENG(ElectronicNewsGathering)の 導入

が進む まで、スタジオ以外での撮影はすべてフィルム ・カメラによって行われてお り、ニ

ュースな どの取材 を中心 として、技術以外の部門が行 っていた。 ビデオ技術 の発達 と、録

画による構成の番組が増えて くることで、撮影は技術部門に属 するこ ととなった。

(4)カ メラアシスタン ト

カメラマンの補助作業を行 う。被写体 とのピン ト調整や レンズ、テー プの管理、三脚等

の周辺機材 とカメラの設置な どを行 う。撮影の内容によっては、簡易な機材 を使用 して照

明を兼ねることがある。

(5)ビ デオエンジニア

録画装置 を用いて収録を行 う際に、映像 ・音声の信号を管理す る。映像 はカメラの レン

ズによって取 り込まれて始めて記録可能な映像 とな り得 る。よってメカニズム、上映像品

質に影響 を与える因果関係を理解 し解決する為に、照明や光学に関す る知識 を必要 とする。

(6)照 明

被写体 となる、人物、舞台な どに、自然光や人工光を用いて、映像 として撮影で きる状

態 を作 り上げる。光源 を調整 し画面構成に意味を持たせ、照明による演出を行 う場合もあ

る。

(7)音 声

撮影現場でマイクな ど専用の機材 を用いて、出演者の発する音声や環境音の収録 を担 当

する。

(8)中 継技術

全 国の放送局を結ぶマイクロ波回線や衛星回線を用いて送出する際のエンジニアである。

ニュースやスポー ヅ、コンサー ト会場な どか ら中継技術車で映像を送信 し、番組の構成要

素 とするな ど、一度局へ送信 して収録映像そのものを全国へ放送 する場合 があ る。無線電

波を取 り扱 う為、専門性が高 く、業務によっては第一級、第二級 の陸上無線技術士免許 を

保有 している必要がある。

(9)オ ンライ ン ・エデ ィター

番組制作の最終工程 に近 い編集作業であ り、'文字スーパーや色調整 などの映像処理 を行

う。CGの 合成作業などを行 う場合 には、撮影段階からオ ンライン ・エデ ィターが立ち会 う

こともあ る。 また、技術革新の影響 を受けやす く、最終的な映像表現 を作 り出すため、機

器操作 以外のイメージを理解 し創造 する、高度な能力が求め られ るといえる。
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(10)オ フライン ・エデ ィター

撮影 した映像素材 を並び替えた り、入れ替えた りしてぐ放送時間にあった長 さに調整 す

る。デ ィレクターの指示に基づいて機器を操作 し作業を行 う。

(11)ミ キサー

音声要素を調整 し、番組の中に取 り込む。ナ レー ションや、・イ ンタビュー、楽曲や音響

効果の提供す る様 々な音源を、番組の制作意図に合わせて放送用の本編集後 テー プに録音

する。

(12)音 響効果

効果音、環境音など、ナ レーシ ョンやインタビュー、台詞以外の番組で用いられるすべ

ての音 を作成、録音 し、音源 として提供する。

2.4.4舞 台造作能力系

出演する人物が身に着けるものか らその舞台 まで、映像に写 るモ ノすべてを造作する職能

である。

(1)美 術 プロデ ューサー

放送局の美術担当部署から番組に係わる大道具や小道具 といった美術要素の一切 と、外

部美術 プロダクシ ョンの統括 を行 う。美術予算の割 り当てや、大道具、小道具、衣装など

の現場責任者 を選定 し、番組の企画に合 った美術デザイナーの作成するイメージに基づい

た制作 を管理 する。

(2)美 術デザイナー

台本に基づいて調査 などを行 い、セヅ トや ロケー ションに撮影用に美術加工す るイメー

ジを作 る。 目に見えるものすべて を設計 する役割がある。

(3)美 術進行

美術制作に係わるスタ ッフを調整 し、ま とめ る役割 を持つ。スタジオ収録や ロケー ショ

ン撮影 にかかわ らず、大道具、小道具、衣装 と分野は多岐に亘 り、協力会社も複数あるた

め、美術デザイナーと各分野の現場責任者か ら、実際の美術制作者 とを結ぶコーデ ィネー

ターである。

(4)大 道具

スタジオな どの場合、収録 に合わせて美術デザイナーのイメージ通 りの空間を作 り上 げ

る。舞台制作会社が実作業 を行 う場合が多 く、木材 や金属 で、簡易的な建築 を行 う。 この

際に、カメラが撮影 しやすいように、本来あ るはずの壁 を取 り払 った構造や、す ぐに取 り

壊せ るように設計 された図面を基 に作業 する。

(5)ア クリル装飾

大道具が組み立てたセ ヅトに装飾 を施 す。ス タジオのカーペ ッ トや フロー リングなどの

床には じま り1木 材で作 られたセ ヅ トの壁 を化粧 する役割 を持 ち、映画では見 られないテ

レビ番組特有の職能である。
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(6)小 道具

映像に写る装飾品や食べ物 など建築物、障子、ふすまな ど建具以外はすべて小道具の範

囲 とな る。美術内容の決定 をもって大道具、衣装、ヘアメイクな どと連携 した物品の調達

を行 う。小道具貸 し出 し専門の会社か保有する小道具の リス トにない場合は、新 たに購入

して加工 し、作成 する。

(7)持 道具

人物の身の回 りの ものを調達 し、配役にあった道具を扱 う。時代劇などでは時代考証な

ども行わな くてはな らず、単なる物品調達 とは異質の作業 を行 う。こうした物品は番組種

別によって多岐に取 り揃 える必要があ り、小道具 と一緒 に扱 う会社な どがある。

2.4.5出 演管理系`

映像に写 る人物に関連する事柄 を担 当する。

(1)キ ャスティング

どんな役者やタレン トを起用するか候補 をピヅクア ヅプ し、芸能 プロダクションとのス

ケジュール調整やギャランテ ィ交渉などをと りまとめる。

(2)衣 裳 ・スタイ リス ト

出演者の衣裳を番組 と出演者の個性 に合わせてコーデ ィネー トする。アパ レルメーカー

か ら借 りる場合や、特注制作 することもあ り、服飾の専門技術 を要す る。

(3)ヘ アメイク

番組の意 図を理解 して、出演者の役柄や個性 を引き立たせるために、髪型 とメイクを創

り上げ る。撮影の環境、例えば、屋外かスタジオによって も写 り方が異な って くるため、

撮影や照明の専門的な知識を要する。また、カツラは 「床山」 と呼ばれ、放送局 の内部に

常駐 させる場合が多い。

(4)特 殊メイク

出演者の顔や身体に加工を施 し、本来 とは異なる姿を作 り上げる。怪我の傷跡や、老化

現象を再現 し、台本に沿 って視覚化 してい くため、表現力 も必要 とされる。

2.4.6機 材 ・補助機 能提供系

番組の規模や構成によ って制作職能だけでは推進できない領域や、演出上特殊な撮影技法

を必要とする際に、特別 な機材調達 を行う場合があ る。また、機材等は技術職能が操作す る

機材のみを専 門に扱 う会社 によって、必要に応 じて供給され ることもあ る。

(1)コ ーデ ィネーター

特定分野の情報や、強力な関係 を持つ専門家が番組に協力する場合がある。

① ロケーションコーディネーター

スタジオ以外での撮影を行 う場合、番組の内容に適 したロケーシ ョン候補 を探 し出 し、

実際に撮影するための交渉や、許可申請 を行 う必要があ る。 こうした撮影の場 を的確に
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調達することを主に担当する。

② 海外 コーディネーター

多 くの場合海外に在住 し、現地情報 に精通 している。撮影場所の写真や映像を撮影 し、

海外からスタッフのもとへ情報 を提供 し、実際の撮影現場では、通訳やロケスタ ヅフ全

員の移動や宿泊を手配する。

③ 国内地方コーデ ィネーター

日本国内で撮影 を行 う場合、撮影地の候補探 しか ら実施までの 「場」を管理する。一

概 に撮影 といっても、デ ィレクターがカメラアングルを決定 し、収録を行 うまで に数多

くの候補を必要とするため、地 方自治体などとつなが りを持つ こともある。有名な観光

地 だけでなく、今 までに使われたことのない土地までも探 し出 して提案 する役割 を担 う。

(2)機 材

撮影する際に採用する技術規格 や技法によって、機材の組み合わせば多様であ る。すべ

ての機材 を一社の技術会社 が保有 することは難 しく、機材専門の会社 によって提供される

ことがある。

① 撮影機材

例えば国内や海外での屋外撮影 を行 う場合、人員のみ移動 して現地で機材 を調達す る

ことも珍 しくない。大型で重量のあ る機材を移動させ ることが物理上、あるいは予算上

問題がある時に大いに活躍す る。機器の故障などによる トラブルの時に、代替機器 を一

部調達す ることもある。多 くの場合、放送局や技術会社が保有す る機材 の数量では、早

朝から深夜 までの放送時間に対応仕切れないため、撮影 にかかわ る機材 のみを専門的に

取 り扱 う事業者は、不可欠であ る。

② 照明機材

屋外撮影のみな らず、スタジオ撮影でも、ほ とんどの場合に撮影機材 とセ ッ トで取 り

扱われ る。照明機材は大型で、「輸送」が付 き物であるため、撮影地 までの移動を含め

て提供される。

③ 特殊機材

晴れている日に突然雨 を降 らせた り、舞台やコンサー トで用いられるステージ演出の

類に必要な機材 を提供 した り、 自然現象を人工的に作 り出す。また、撮影上必要な大型

の クレー ンなども取 り扱 う。

(3)撮 影スタジオ

撮影用に電源や照明設置器具などが予め備え付け られた空間 を提供す る。 また、録画装

置や収録用のコン トロールルームなど、放送局 と同等の一切の設備を有 しているところも

あ り、そういった場合には専門の人員を同時に提供する会社もあ る。

(4)ケ ータ リング

撮影時 に出演者やスタ ッフの飲料や食事 を提供する。屋外の場合には、料理スタッフご

と移動する場合もあ り、大 きな予算の番組で長期に亘る場合な どに活躍す る。
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(5)エ キスパー ト

多様な番組の内容 を常時放送 し続け ることは、同時 に専 門的分野の情報を的確 に映像に

収め、供給 し得る事でもあ る。制作でも演出でも補えない職能 を しば しば必要 とすること

があ る。

① 通 訳

司会者やカメラマ ン、音声の都合を理解 したうえで、視聴者に分か りやす く翻訳する

能力が、放送ならではの通訳 といえる。海外から到着 したニュースを同時通訳する場合

もあ り、世界事情 やジャーナ リズムに用いられ るニュアンスを表現 することと、デ ィレ

クターの指示に応 え られな くてはな らない。

② 車 両

撮影に使用する車両は制作 に係 わる人や機材 を運ぶ ものと、被写体 となるものがある。

・ 輸送用車両

全国の道に関 する専門家であると同時に、スタヅフや機材 を輸送す る ドライバーで

あ る。 マイクロバスや、ワゴン車に乗 り移動することが多 く、取材な どの場合、一刻

も早 く現場に到着 しな くてはな らないため、輸送の専門家が必要になる。

・ 演出用車両

救急車や警察車両、演出 として炎上する車両など本来一般では保有で きない場合や、

一時的に登場す る外国車両などを提供する
。番組制作費には限 りがあるため、一台ず

つ購入するよ りも経済的で制作 上メ リヅ トがある。

一カースタン ト・ドライバー:事 故の再現 や映像表現上ジャンプするな ど
、車両の動

きを自在に操 る専門家である。車両 と ドライバーを両方提供す る場合が多 く、撮影

のために軽量化や改造 して、一般 に走行する目的 とは異なるものを使用する。 ドラ

イバーは要求に対 して的確に応 えなければな らず熟練の技能を要する。

一出演用特別車両:カ ースタン トに用いる車両や緊急車両
、外国車両な どの車両のみ

を提供する。

(6)台 本作 成(印 刷専 門)

撮影に台本は必ず存在するが、文字要素が出来上が ってか ら、数時間後に撮影を行 う場

合もある。こうした短時間での製本 を専門的に扱い、放送局に納入する印刷事業者であ る。

多 くの場合放送局 の周辺に位置 している。

2.4.7プ ロダクシ ョン系

制作工程 の一部を担 当するために、機材 と操作人員、さらには表現 までも担 う機能の集合

体である。

(1)ポ ス トプロダクシ ョン

編集行程で映像処理技術 と操作専門人員 を提供する。オ フライ ン、オンライン編集、MA、

CG合 成作業、完成 までの最終工程を行 う場所であ り、クオ リテ ィに影響 を与える要でもあ
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る。人員は専門的 に操作技術 を習得 してお り、デ ィレクターと共に色彩の管理や文字要素

を挿入するなど、表現分野で も作業 を行 う。

(2)CGプ ロダクション

番組のオープニングタイ トルや、合成用の画像 などを、美術デザイナーやデ ィレクター

の指示で作成 する。多 くの場合完成 した映像素材はポス トプロダクションに持 ち込 まれ、

オンライン編集で合成される。

(3)ア ニメプロダクション

アニメーシ ョン技術の専門人員による表現集 団である。作画などのアニメーション制作

工程をすべて作業する場合や、複数のプロダクシ ョンが工程別に受け持ち連携 して作業 を

進め ることがある。

(4)音 楽 プロダクション

番組で用いるオー プニングや挿入楽曲 を作曲、音源制作する。予算によっては選曲を行

う場合 もあるが、番組の差別化 を図るため専用の楽曲を用いる場合には、作詞家や作 曲家

を取 りまとめて制作推進 する。

(5)映 像音声ライブラ リープロダクション

時間や物理的に困難な素材 を専門的に取 り扱い、数秒～数分単位で販売を行 う。空中撮

影や水中撮影などの、特殊な機材 を用いなければ得 られないイメージや効果音な ど、、撮影

を行 うよ りも効率的であ る場合 に利用され る。

(6)芸 能プロダクション

番組に出演するタレン ト、役者か ら通行人、 または番組 を観覧する人間まで扱 う。

① 出演者

出演者は番組種別 によって必要 とされ る能力は分かれる。

・ タ レン ト ・役者

歌手や俳優、女優など、被写体 として役割が明確で番組の内容 を左右 する存在であ

る。番組の 目的によってオーデ ィションを行 うな ど、候補の中からギャランテ ィや意

向によって交渉が行われ る。

・ ナ レーター

番組の出演 を兼ね る場合 もあるが、演出上、映像 に写 る出演者 とは別に、第三の存

在 として 「語 り」や 「説明」を行うことがある。 ドキュメンタ リーや紀行 などで主 に

登場する。

・ 声 優

アニメ番組や海外制作 によ る映画、 ドラマなどでは、映像内容に合わせて、登場人

物の声を新たに創作 し、 または吹 き替え る必要があ る。声色だけで表情 を変化 させ、

動 きに合わせて発声するなど、高度な技術 を要する。人気 タレントや俳優がキャステ

ィングされることもある。

・ エキス トラ
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画面上写る人物 要素 という捉え方が出来 る。タレン トと共に写 ることもあるが、台

詞はほ とんどな く、芸能プロダクションか ら派遣され る場合 と、番組単位で一般 の方

を募集する場合がある。また、エキス トラを専門的に募集 して、狙いに合 ったエキス

トラ を大量に供給 するエー ジェン トがある(参 考:稲 川素子事務所)。

② 収録観覧者

番組の リア リテ ィを増す効果や、出演者 とのコ ミュニケーションを図る番組 などで、

スタジオに客席 を設けて一般の方に撮影 を公開する場合がある。ハガキなどで観覧を希

望する一般の方と合わせて、大人数 を収容する場合などに、安定的な供給 を得 る専門会

社があ る(参 考:ク ラ ヅプアン ドクロップ)。

図右 に示す通 り、番組制作は専門性 を

持つ職能 ごとの中業種の関連によって

成 り立 っている。

助
系

/

題材能
機
機

＼

(繁{一 系)
)/、_/

図2-6番 組制作と職能の関係
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2.5業 態概要

2.5.1経 営 と しての制作業態分類

(1)番 組制作会社の業態

テ レビ放送が開始された当初は番組 を制作 し、それを電波によって送出することはすべ

て放送局の役割であった。主 にスタジオからの生放送 による番組であったが、テ レビ放送

の成長 と共 に、その即時性 や一斉同報性 を活か したニュース映像の価値 が高 まってきた。

そこで、各放送局はニュース取材専門の制作会社を設立することとな った。テ レビ受像

機の普及に伴い放送時間が延長 されてい くと、よ り多 くの番組 を制作 し、 それを電波に乗

せて送出 しなければな らない。 さらに、特撮 ドラマやアニメー ション、時代劇 など、番組

内容の多様化に対応 する必要性が出て きたことで、事実上放送局 のみで番組制作すること

は難 しくなって くる。そこで、番組制作費の高騰 とテ レビ局の経営合理性 を追求するため

に、制作 を分離する動 きが出て くることとなる。1950年 代後半か らニュー ス等を中心に番

組制作会社が登場する。

番組は種別によって制作 工程や係わる職能が異なる為、番組制作会社 は得意 とする情報

分野、番組種別を持つ ことがあ る。 さらに、放送局の資本系列 に属 するもの もあれば、独

立資本による会社 もあ る。 また、制作に必要な技術や美術での協力を専門 とする会社や、

フリーランサーのディレクターな どを放送局 に派遣する場合もあ り、その多 くは創業の起

源に特徴が見られ、以下のよ うに分類することが出来 る。

① 番組制作専業会社

主に放送番組 を専門的に手掛け、放送局の制作部署にとって制作実務の外部機能であ

る。

・ 放送局の子会社

放送局 出資によ り設立された制作会社である。東京キー局 を初め、地方放送局 にお

いてもほぼ全局で制作会社 を設立 してお り、実質的な制作機能を外部 に保有 している。

代表的企業:ワ イズビジョン(読 売放送+吉 本興業)、MBS企 画な ど

・ 放送局 出身のプロデューサーや演出家(デ ィレクター)に よ り設立された制作会社

・ フリーランサーのプロデューサーや演出家(デ ィレクター)に よ り設立された制作

会社

出演 タレン トや放送局 との実績 に基 づいた強い関係、または演出家の才能で成立 し

ていることが多い。

② 番組制作部門を有する会社 ・グルー プ

放送局 との取引関係 にあ り、番組制作 を直接行 っていなかった分野か ら進 出する動き

がある。

・ 芸能プロダクションの番組製作部門、子会社

出演するタレン トの個性 を活か した番組 を制作 し、DVD化 して販売するなど、二次

使用を視野に入れた取 り組み を行 う場合がある。
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・ 広告会社のTV制 作部門、子会社

広告主が購入 する時間枠で企業のメヅセー ジに基づいた番組 を制作 することが多 い。

・ 映画会社や子会社

1940年 代、年間のべ約11億 人が劇場に訪れていたが、放送開始後のテ レビ受像機

の普及 と共に、その数は減少する。映画会社は制作、技術、スタジオ、美術な どすべ

ての機能を自社で保有 してお り、その資産 を活用 して放送 を目的 とした映画の制作 を

開始 した。

・ 音楽出版社の子会社

音楽イベン トの制作や楽曲、 タレン トのマネー ジメ ン トなどを通 して、音楽番組の

制作 を同時に行 うことを目的 として設立 した。

③ 放送関連事業を本業 とし、それに付随 して番組制作 を行 う会社

制作 を支える協力会社 として人材(出 演者 ・スタ ッフ)や 機材、設備の提供を行 って

いた会社 が自社制作へ進 出す るといった動きがある。

・ 人材派遣(制 作人材)専 門会社の番組制作への進 出

・ 技術系(ス タジオ)企 業の制作部門の設置

・ その他の番組周辺企業の番組制作への参画

④ アニメ制作会社

⑤ 作家 ・タ レン ト自身が中心 となって創業 した制作会社
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(2)番 組制作会社の財務

放送局から配分された制作費か ら、番組種別によって最適なスタッフ、機材 を調達する

ため、番組制作会社は、技術や美術の協力を行 う会社へ業務 を委託す る。制作協 力以外の

関与形態では、番組が最終納品されてから約二 ヵ月後に支払われるケースが多 く、放送局

か ら見て二次的に業務 を請け負 っていることな る協力会社は、放送局か ら番組制作会社へ

の一次段階の支払 い期間を経た後の処理 となることが多い。

① 制作著作保有型による利益の獲得

二 選
唯,

細 口 ラシ・ぷ 脚1

フリーランス

ギ`レ クター

アノスタントギ4し クター
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ヘアメっフ

図2-7制 作著作保有型の制作費
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図2-8制 作著作保有型の二次使用

大道具

小道具

完成品 を 自社の責任 におい

て制作 するため、制作費の負担

は番組制作 会社が行 うか また

は、広告会 社な どか ら完成後

30～50日 程度で支払われ る。

番組制作 会社は一般 的 に撮

影や編集に係わる収録活動後、

協力会社に費用を支払 うため、

番組購 入 まで の期 間 を考慮 し

た資金計画をもった経営 と、財

務基盤が必要である。

一38一



② 共同制作型による利益の獲得
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づいた結果 を得 られる。
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図2-9共 同制作の制作費
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③ 制作協力型による利益の獲得
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図2-11制 作協 力型の制作費
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図2-12参 考:ATP正 会員社(72社)に みる番組制作会社の規模

※ATP(社 団法人全 日本テレビ番組製作社連盟)
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2.5.2技 術革新による影響

(1)放 送局の変化(メ デ ィアの変化)

地上波放送は1953年 にアナログ放送 を開始 しているが、2003年 よ り地上波デジタル放

送が3大 首都圏域 を中心に開始された。放送用テープから送出電波、受像機 までが一貫 し

てデジタル信号によって制御 されている。2011年 には地上波放送はデジタルへ全面移行 し、

アナログ放送の完全終 了が予定されて いる。このため、放送局へ納品する番組は、デジタ

ル放送 を前提 とした技術規準 によって制作 され る必要が順次出て くる。放送局はこれ ら送

出にかかわる設備 を新規導入する必要があ り、現在のアナ ログとデジタル双方の費用を負

担 しなが ら運営 してい くこととなる。

(2)制 作技術の変化

1950年 後半からの制作会社の設立が盛んな時期は、技術的な進歩も盛んであ り、機材の

小型化 と低価格化 によって、番組制作事業への新規参入が容易 になったと言える。

小型化 による機材の活用はENG(ElectronicNewsGathering)と 呼ばれ、導入によって

機動力が向上 し、速報性のある番組内容な どに、放送 までの制作 時間短縮 といった大 きな

躍進 をもたらして きた。

ここ数年の動 きと して、パー ソナルコンピュー タの処理能力の高度化 とソフ トウェアの

多機能化 によって、制作会社はパソコ ンを利用するタイプの編集機能 を導入するようにな

っている。

従来、番組制作 において唯一装置産業の類に属するポス トプロダクション会社だけが、

映像編集技術 を提供 して きた。特 にオフライン編集は、制作会社 がパソコ ンとソフ トウェ

ア といった編集に必要なツールを導入することによって、設備面では技術会社か ら制作会

社の機能へ、そ して機器の操作職能は、エデ ィターという技術職能か ら、ディレクター 自

ら、あるいはアシスタン トデ ィレクターの制作職能領域へ と移管 しつつある。

地上波放送のデ ジタル化推進 と共に、ハイ ビジョン放送 を前提 としたHD(高 再現性 画

質:HighDefinition)機 材による収録、編集が必要となって くる。これ らは、現状のSD

(標準画質:StandardDefinition)と は技術的背景を異にするものである。制作 において、

機材 ・補助機能の提供 を行 う各企業は、こうした新たな設備の導入に係わる投資が必要 と

なって くる。
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2.6番 組制作に関する諸課題

番組制作事業 を経営 または番組制作業務 に従事する方を対象 に直接 の取材、調査を行 った。

以下、回答結果をまとめ る。

26.1事 業内容

調査 した企業の事業内容は、いずれ も業務の70%以 上が、番組制作であった。 したが っ

て、全社番組制作専門会社 と言え る。

2.6.2創 業年数

創業年数は、7年 か ら25年 の間にある。 この業界は成立 してか ら約50年 なので、調査

対象は比較的新 しい企業 ということがで きる。

2.6.3従 業 員数(職 能人 員)

従 業員数(職 能 人員)は 、20名 前後 で あ る。 この業界 で は、 中堅 企業 で あ る。

2.6.4制 作 の へ関与 形態

ほ とん どの企 業 が、制 作協 力 で あ り、共 同制作 と ドラマの 制作 とい うのが、 一件 ずつで あ

る。

26.5事 業社の競合動向

同業が減少 しているとする見解 が多かった。 また、大手企業 と小企業 に二極分化 している

という意見があった。

2.6.6制 作費の変化

変化 していない、も しくは減少傾 向にあるという回答 が大半であった。制作費が大幅に切

り詰められた案件については、撤退 したという回答 もあった。

26.7人 材の確保

大量採用は しないが、少数のスタヅフを確実に採用 しているというのが大部分であ った。

採用方法は、専門学校 からの紹介、関係者からの推薦、経験者の採用 などとなってお り、大

卒の採用が減少ぎみと言われる。

26.8多 チ ャンネル化による影響

番組流通チャンネルの増加 と捕 らえ、権利保有型の番組制作へ移行 しているとい う回答も

あったが、CS放 送などの番組制作 は利益が出に くいので、地上波放送の番組制作中心にな

るとか(す なわち、従来 と変わ らない とい う意味)、 特 に影響な しという回答が多かった。
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26.9技 術革新による影響

CGな どの活用でコス トダウンが可能になった、あるいは編集の合理化に寄与 しているな

どの回答があった。逆 に、新技術の導入 を前提に、制作費が引 き下げ られ る傾向があ り、制

作会社 の利益 には寄与 しないケースが増加 しているという回答もあ った。

2.6.10デ ジタル化に伴 う影響 と対策

深夜番組 など制作費が非常に少ない番組では導入で きないのではないか という意見や、具

体的な投資段階ではないという意見、そ して他社の動向を見なが ら対応す るなど、様子見の

状況のようである。

2.6.11ま とめ

どの企業 も内情は苦 しいものの、現状 では堅実な経営を継続 しているように見えた。技術

革新が、効率的な制作に寄与 していることは間違いないと推察で きるが、逆 に制作費が値切

られる原因にもな ってい るようだ。

多チャンネル化には前向きな姿勢 も見 られるが、多 くは直接の影響はないと考えているよ

うに考え られ る。

同 じ技術革新でも、デジタル化 やHiビ ジョンの導入については、時期尚早 としているの

が現状で、それへの対応は極 めて鈍 いという結論になろう。
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第3章CM制 作 の 現 状

3.1調 査の前提

3,1.1CMの 定義

CMは コマー シャル ・メ ッセージを略称 したもので、広 く世界で一般 的に使用 されている

語句である。CMそ のものを解説す る必要はないほ どに一般的なものであるが、その機能 を

改めて定義すると、「商品やサー ビスの1青報を広 く消費者に伝達 し、セールスプロモー ション

やブランデ ィング活動に役立てるため、民間放送の広告枠 を使用 して放送 され る映像および

音声メ ヅセー ジ」となる。

テ レビCMは 出稿枠 によ り以下のように分類 する。広告主 が番組提供 を行 って いる場合

(提供 タイ トルで広告主名提示)の 番組 内CMと 、番組 内だが番組提供 を行 っていない場合

(協力 ・協賛タイ トルで広告主名提示)の 二つの、番組内CMタ イム枠 と呼ばれる30秒 の

CMで 、番組 と番組 のステー ションブレイク枠(SB:StationBresk)と 番組内スポ ヅ ト枠

(PT:ParticipatingAnnouncement)の 二つの枠が、15秒CMと な っている。よって、

広告計画にタイムCM枠 とスポ ヅトCM枠 がある場合は、一つのCM企 画について30秒 と

15秒 の両方が制作 され ることになる。

また、CMは その表現によってタレン トCM、 海外 ロケCM、 おも しろCMな どと称 され

るが、これはあ くまで視聴者 としての便宜的な分類で、制作工程の違い とは必ず しも一致す

るとは限 らず、CMの 企画に由来する表現 を分類す るにとどまる。

3.1.2CM制 作 の定義

CM制 作はその言葉 どお り、CMを 制作することを意味す るが、広告主や広告会社 にとっ

てのCMM制 作は、マーケテ ィング活動全般 の一部 として捉えられ、スタ ヅフにとってのCM

制作は技術やスキル として捉え られる。ここでは、広告全般への拡大解釈 を避 け、直接的に

CMを 制作 する業務 をCM制 作の範囲 とし、制作 を構成 する個別の技術論やスキル解説には

踏み込 まない。

CMの 企画以前には、商品のネー ミングやCM以 外も含めた総合的なプロモーシ ョン企画、

オンエア媒体の企画 ・予約などがあるが、 この段 階CMは 制作 とは言わない。 また、CMの

直接的な制作 はポス トプロダクション作業後の試写チ ェヅクで終 了するが、オンエア用の素

材の準備 と納品は必 ずあ り、かつ制作会社 が行 うのでCM制 作 の範疇 と考 えられる。しか し、

その後のオ ンエアに関する業務は広告会社、放送 ・配信会社の業務であ り、CM制 作の範疇

外であ る。 また、オンエア後のCM原 版保管、改訂作業は制作会社が行 うのでCM制 作の範

疇 と考えられる。よってCM制 作は企画か ら制作、納品、保管、改訂をCM制 作 の範囲 とす

る。
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31.3CM制 作の事業規模

テ レビ広告費はテ レビ局が許認可事業であ り、同数 に限 りがあるこ とか ら、平成16年 度で

はテ レビ広告費は2兆O.436億 円、前年比1049%と 推定されている(テ レビCM制 作費含む)

(出典:電 通)。 一方、CM制 作は さまざまな事業者が多様な形態で事業 を営んでお り、正確

な事業規模推計は大変難 しい。広告会社経 由のCM制 作 と しては平成16年 度のテ レビCM制

作費推定は2,000億 円、前年比1049%、 マスコ ミ4媒 体広告制作費全体では3,383億 円、前年

比103.0%と 推定 されている。ラジオCMで は、テレビCM以 上に放送局制作やテ レビCM制

作との抱 き合わせ制作 などが多 く、事業全体の規模は不明であ る。平成16年 度のラジオ広告

費は1,795億 円、前年比99,3%と 推定 され るてお り、テ レビCM並 みの制作費率(9.79%)で

あると仮定すると176億 円という推計は出るが定かではない。

表3-1テ レビCM制 作費の推移

年度 制作費(億 円) 前年比(%)

平 成11年 度 1,840 99.9

平成12年 度 2,013 109.4

平成13年 度 21013 100

平成14年 度 1,813 90.1

平成15年 度 1,907 105.2

平成16年 度 2,000 104.9

出典:株 式会社電通 推計 日本の広告費より抜粋

3.1.4CM制 作関連業種

前述 したととお り、CM制 作には多 くの業種が密に関連 しあいなが らその働 きを相互 に果

たしている。CM制 作は直接的な制作業務 だけ とは したが、業態の把握のためには、背景 と

して理解 することが不可欠であ り、以下に簡略に関連業種 を示す。

(1)CM制 作会社(CMプ ロダクション)

日本国内のCMM制 作会社は、JAC(財 団法人 日本テレビコマー シャル制作社連盟)加 盟

ベー スでll3社 、その他CM制 作以外 を本業 とするがCM制 作 を行 う映像関連事業者が存

在する。これ らの制作会社が一般にいわゆ るCM制 作会社 と称され るが、CMを 制作する

ことに資格や許認可が必要なことはないために、CM制 作に関与 したすべての制作会社 を

示す公式な統計は存在 しない。

CM制 作会社は広告主か ら直接CM制 作 を受注することもあるが、 日本では広告会社経

由による制作受注が主流である。基本的な制作手法や工程、職制な どに制作会社ごとの違

いはないが、経営形態や規模 などには違いが見 られ る。このことは第3章2節 に詳述する。
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(2)広 告主

CM制 作 にとって、 その源泉は広告主のマーケティング活動にあ る。そのうち、直接の

広告費は約6兆 円と言われ、 さらにテ レビCMの 比率は35%弱(2兆 円弱)と 圧倒的な

構成比 を占める。Webを 中心 としたニューメデ ィアの著 しい台頭によ りメデ ィア環境は

近年激変 しているが、多 くの広告主にとってテ レビ広告は依然 として広告出稿計画の中心

となっている。

CM制 作は、 まず広告主の意思 を受けてCMの 企画 を行 うことになる。さ らに、企画の

決定、出演者や ロケ場所、台詞、音楽などの具体的表現への承認、 プリプレゼ ンテーショ

ン ミーテ ィング、撮影立会い、仮編集試写、本編集試写、完成試写など、ほとんどすべて

の過程 に関与するこ ととな り、直接の制作者ではないもののCM制 作 に不可分の影響 を持

つ存在 といえる。

大手の広告主には、宣伝部、マーケティング、広告部など言い方はことなるが、CM制

作をは じめ とす る広告全般 を統括する部署がある。多 くは広報部が別 にあ り、一般的な情

報提供 とプロモーシ ョンのための宣伝広告 と区別 している。また、担 当部署 としての宣伝

部などがCM制 作 を統括するが、CMが 扱 う商品を統括 する事業部や流通担当部署、役員

な ど多 くの関係者 が同時にチ ェヅクを行 うのが一般的である。そのため、大企業になると

承認や決済に、大変な労力や時間がかかることになる。

(3)広 告会社

広告主 と制作会社が直接取引を行い、CMの 制作 を行 うこともあるが、多 くは広告会社

が中間に入ってCM制 作 を管理する。これは、CMが 単独で存在 して もブローモーシ ョン

にはな らず、放送 ・配信枠の取得や新聞や雑誌な どの印刷媒体やセールスプロモーシ ョン

と、連携 して実施 され るなどの理 由による。大手の広告会社 にはCM専 門に企画、制作管

理 を行 う部署があ り、制作会社 と連携 してCM制 作 を行 う。よって、おお もとのCM制 作

発注者は広告主であ るが、広告会社がその中間に入 るこ とによ り、実質の発注者は広告会

社 になることが多い。

① 媒体広告会社

実際のCMを 視聴者 に届 けるには、テ レビやラジオのCMオ ンエア枠やインターネ ヅ

トで配信枠を、放送局や配信事業などか ら買わなければな らない。この枠を確保するの

が媒体広告会社であ る。媒体枠の確保 とCM制 作管理 を一つの広告会社が担 当すること

もあるが、媒体枠 のみの確保 しか広告会社 が しないこともあ る。CM制 作 には タヅチせ

ず、制作後納品 されたオ ンエア素材 を放送局 に滞 りな く送 るという、間接的な接点 しか

持たない。

② 制作広告会社

CMの 制作 を請 け負った広告会社であ る。オ ンエア枠確保 やセールスプロモーション

などの他の業務 と合 わせて請 け負 うこともあるが、CM制 作のみを請 負う場合 もあ る。

広告主 と制作会社 の間に入 り、 クリエイテ ィブの管理や、予算、スケジュールの管理を
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広告主に代わって行 う。制作 されたCMの オ ンエア用素材は必 ず制作広告会社に納品さ

れ、確認の上、 自社か ら媒体社へ搬入されるか、媒体広告会社 を通 じて媒体社 に搬入さ

れ る。

広告主 との窓口は営業(ア カ ウン トエグゼクテ ィブ)で あるが、直接 のCM企 画や制

作会社管理はク リエイテ ィブ担 当が行 う。ク リエイテ ィブはい くつかの役割に分かれて

お り、 トータルのク リエイテ ィブ総責任者 としてのデ ィレクター(CD)、CMの 直接の

プランニングを担当するCMプ ランナーが主にその役 目を担 う。 また、CMの キャッチ

コピーなどを担当す るコ ピー ライター、視覚的デザインを担 当す るデザイナー、広告会

社 として予算やスケジュール管理 を行 うクリエーテ ィブ ・プロデューサーな どが参加す

る場合もあ る。

これ らの担 当者は実際の制作 作業は制作会社 に任せ るものの、制作スタ ヅフ会議やロ

ケーションハンティング、撮影、編集な どにも立会 い、広告主への説明や、問題が生 じ

た ときの相談役になるなど、制作 と不可分の役割を担 う。特 に広 告主への事前説明や承

認要請、試写など広告会社ス タヅフが中心となって行い、制作会社は同席 しないことも

あ る。

(4)媒 体社

CMを 一般の視聴者 に送 り届 けるためには何等かのコ ミュニケー ション媒体 を用いる

必要がある。主要なものとしては民間放送局がその最足 るものである。また、最近は衛星

放送、地上波デジタル放送、CATV局 など放送にもバ リエーションが増え始めている。さら

に、 ブロー ドバン ドの普及によるインターネ ッ トでのCM配 信や映画館でのCM上 映も次

第に増加 し始めている。

① 放送局

NHKを 除 く民間放送局はテ レビ、ラジオ ともにCMの 放送枠 の販売 を して経営を して

いる。前述 したが、番組制作費を含めたCM枠 と、それ以外のスポ ッ トと呼ばれ る枠が

あ る。広告枠の販売が行われ ると、そこへは何 らかのコ ンテ ンツを放送する必要が出て

くる。放送局はCMを 放送 する責任 を果 たすことになるが、 ここで二つの責任が生 じて

くる。一つ 目は間違いな く定め られた枠で約束 したCMを 流すことで、 このため放送局

のCM担 当が膨大なCMとCM枠 を関連付けている。もう一つの責任は、民 間放送局 と

いえども許認可事業であ り、世の中への影響の強 さか ら公共的な責任を持 っている。具

体的にはCM制 作 との関連と して、事前のCM企 画の考査、完成後のCM考 査(一 部の

注意CMの み)、 搬入されたCMの 技術適合チェ ヅクを行 って いる。音量が基準 を超え

たCM素 材や ノイズが入 ったCM素 材は、CM制 作会社に変換 され正 しいものを納品 し

なおさなければな らない。

放送局 と広告会社、CM制 作会社 とポス トプロダクシ ョンは、相互に運用や技術基準

を定め、滞 りな くCM搬 入がで きるように日ごろか ら連携 を行 っている。大規模かつ高

品質にCMが 休みな く放送 し続 け られている裏には、 この ような、長年にわた り築 き上
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げてきた安全かつ効率的なシステムの存在が、寄与 しているといえる。

② 配信媒体社

インターネ ッ ト・ポータルが映像 によるCM配 信を開始 し始 めてお り、実際にCM制

作会社が、 ブロー ドバン ド用のCMフ ァイルを制作 し広告会社経 由で納品 し、配信 され

ている。まだテレビと比較 するできるほ どの影響力はないが、イ ンターネ ヅ ト自体の消

費者への影響は高 く、今後光 ファイバやADSLな どの普及もあいま って、映像広告の媒体

としての価値が向上すると考え られる。

広告主の 自社サイ トではかな りのCMが ア ップされてお り、平成16年 末の調査 による

と広告費上位200社 で3500フ ァイルのCMが 確認されている。(出 典:電 通 テ ック調査)

③ 映画館

従来 、テ レビCMを フィルムに変換 して上映 していたが、 ビデオで投射で きるシステ

ムが手軽 に導入で きるようにな り、CM上 映が増加 している。 しか し、正式なルー トで

CMの 素材が渡 らず、使用許諾 がないまま上 映されることが しば しば起 き、問題 となっ

ている。数年の うちに3000ス ク リーンが対応するといわれている。(シ ネア ド広告会社

談)

(5)制 作協 力会社及び フリース タヅフ

CM制 作会社には制作管理 を行 うスタ ヅフや一部の技術スタ ヅフや機材があ る程度で、

すべてのスタッフ、機材 を自社ですべてまかなえるところはない。 よって、CM制 作の工

程 によってその時だけの一時的参加や、機能を提供する協力会社や フ リースタ ッフが多数

存在 している。これ らの協力会社や フリースタ ヅフは、 自由に どの制作会社 とも仕事 をす

ることが可能ではあ るが、どの制作会社が多いかなど、一定の傾 向はあるよ うである。ロ

コ ミやスタ ッフ間のつなが りが強 く、演出が変わるとスタッフがすべて変わ ることが一般

的であ る。

詳 しくは、第3章4節 で詳述する。

3.1.5関 係 団体

(1)CM制 作会社加盟団体

CM制 作会社が直接加盟 している団体 として、最も大きなものは 「財 団法人日本テ レビ

コマー シャル制作社 連盟(JAC)」 である。正会 員121社 、賛助会員70社 の唯一、最大のC

M制 作者 団体 として各方面 との折衝、マスコミ対応、会員同士の親睦、協力 を行っている。

制作単価 や受注方法などに関与することはないが、公正 な制作 受注のために標準的なモデ

ル作業の策定や取引モデルなどの協議を行 っている。

もうひとつの加盟団体は 「社団法人全 日本 シーエム放送連盟(ACC)」 で、 日本広告主協

会 ・日本広告業協会 ・日本テ レビコマーシャル制作社連盟、 日本民間放送連盟の4団 体 を

中心 に して、各社が会 員とな り452社 ・団体(内CM制 作会社96社)が 加盟する、唯一最

大のCM関 連団体である。お よそCMに 関する重要事項はすべてこの団体で取 り上げ られ、
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各団体 ・業界合意の決定 とな る。CMに 関する最 も権威の高 い団体 といえる。

(2)関 連 団体

CM制 作会社が直接加盟することはないが、相互に関連 を持つ団体が多数ある。CMは1

業界のみで成 り立つことがない仕組みのため、常時情報交換 と折衝が行われている。JAC

の委員が他の団体の委員会 にオブザーバーと して参加 することや、講演会を行 うこともよ

くある。詳細は巻末の資料 「CM制 作関連団体」を参照 してほ しい。
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32CM制 作会社の業態

32.1基 本的なCM制 作会社の機能

CM制 作 を受注 し、企画、制作、納 品まで を一貫 して実施 できる会社をCM制 作会社 とい

う。企画や撮影、編集な ど一部の工程 だけを担 うことができる会社は、CM制 作協力会社 と

な る。CM制 作会社 には最低限CM制 作全般 を管理 するプロデューサーが存在 しなければな

らない。また、法人格をもち一定の事務所をかまえ、制作に必要な資金を保有することが条

件 とな る。CM制 作は制作開始時に前渡金がもらえる場合 もあるが、ほ とん どが制作終 了後

の全額請求 となるため、3ヶ 月か ら1年 の資金繰 りが必要 となる。このため、大きな仕事が

あ った としても、資金繰 りか ら受注で きないCM制 作会社 もある。

このように、CM制 作会社は制作を管理す るという機能 と、信用保証 を行 うとい う2つ の

機能 を果た しているといえる。実際の制作 を行 うスタヅフや機材 、スタジオなどは一時的に

雇 い入れ、借用すればよ く、CM制 作は労働集約型の生産形態であるにもかかわ らず、必ず

しも規模の大 きな会社や装置産業である必要はない。

3.2.2業 務構成によるCM制 作会社分類

基本的な機能は同 じで も、実際の制作会社はそれぞれに異な った形態 を持 っている。 まっ

た く同 じCM制 作 を行 っているにもかかわらず、CM制 作会社 自体の性格が異なるこ とによ

って、労働形態や外部 との契約形態、将来への課題や取 り組みなど大 きな違 いが発生 する。

(1)CM制 作専業会社

CMを 専門に制作す る会社である。ラジオCMだ け を専業に制作 する会社もある。必ず

しも、小規模の会社 とは限 らないが、制作管理部門の他 には、企画演出、制作技術部門を

持 つ程度である。一時期、大手の専業会社では制作関連 スタヅフや機材、スタジオな どを

自前で持つ傾向があ ったが、経営効率的に必ず しも良 くはないとい うことで、ほとん どな

くなっている。CM専 業であるために、制作管理能力やク リエイティブカが競争の源 とな

り、 どのような高品質CMを 制作 しているか、話題のCMを 制作 しているかなどを競 うこ

とになる。よって、 どれだけ優秀な人材保持するかが重要な課題 とな り、結果を出す者 に

は厚い待遇 を与える傾 向が強 い。 よって、会社の役員が、有 力プロデューサーや有名ディ

レクターであることが多 い。

(2)CM制 作部門を有する会社

CM制 作以外の事業 も合わせて行 っている会社であ る。多 くは広告関連の事業 を手広 く

や って いるか、映像制作全般 を行っているかの2通 りであ る。会社経営 としての観点か ら、

事業を運営 する志向が強 く、CM制 作専業会社ほどCM制 作 をアー ト的 に捉えることはな

く、 ビジネス的に捉 える傾 向があ る。むろん有力プロデューサーがそれな りに処遇され る

傾向はあるものの、む しろ組織力 としての力量を重視す る。

複数の事業を有するため、財務基盤が安定 している会社が多い。会社の規模 も大 きく、

社員と して長 く定着 する傾向がある。CM制 作以外 の部門への移動もあ りえるため、広い
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視野があ り中長期の事業改革、事業進 出にも積極的である。一方、アー ト的な能力は外部

に依存することが多 くな りがちで、制作管理的な性格が強 くな る。CM専 業会社 と同 じく、

一時期は制作関連スタヅフや機材、スタジオな どを自前で持つ傾向があったが、経営効率

的に必ず しも良 くはないということで、ほ とん どな くなっている。

表3-2業 務構成 によるCM制 作会社分類参考表

従 業員100名 以上のCM制 作会社(単 独ベース、最新発表決算)

従業員(人) 年間売上(億 円) 主要部門

1 株式会社電通テック(単独) 1,328 1β54 SP

2 株式会社東北新社(単独) 684 485 CM制 作

3 株式会社葵プロモーション(単独) 286 114 CM制 作

4 株式会社太陽企画 189 61 CM制 作

5 テレビ朝日映像株式会社 168 96 番組

6 株式会社共同テレビジョン 129 164 番組

7 株 式会 社ADKア ー ツ 125 番組

8 株式会社山陽映画 124 番組

9 株 式 会 社 ティ・ピー ・エス ・ビジ ョン 122 86 番組

10 株式会社東放制作 113 40 番組

(3)CM制 作専業部門を主要組織 として有 しないが付随 してCM制 作 を行 う会社

CMM制 作 を行うが、会社の本業ではないケースであ る。テレビ局やラジオ局 がCM放 送

枠を買 ってもらえれば、サー ビスでCMを 制作するということが、地方局な どでは頻繁に

あ る。 また、 タレン ト事務所な どが、 自社のタレン トを広告で起用する際に、合わせてC

M制 作の受注も条件とするところがあ る。イベ ン トや印刷広告、Web制 作の発注が大 きい

広告主が、それ らの発注の際に抱 き合わせでCM制 作 を依 頼する例もある。

いずれの場合も、他の事業での広告主とつなが りか らCM制 作 を受注 してお り、CM制

作はメインテーマではない。よって、CM制 作担当は少人数か兼任 もしくは一時的に外部

スタヅフ、協力会社の応援 を頼 むこととなる。中長期での課題解決や事業展開な どに取 り

組むことはあま りな く、有名スタ ッフを抱 えることによる競争力強化などもほとんど見 ら

れない。CM制 作力 自体に競争 力をつけ る必要が少ないので、作品志向の制作は まれであ

る。小規模な制作が多 く、大規模制作は得意 と しないことが多い。
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3.2.3規 模 によるCM制 作会社分類

(1)大 手CM制 作会社

通常、年間CM制 作部門売上50億 円以上の企業 とされ る。

(2)中 規模CM制 作会社

通常、年間CM制 作部門売上が10億 円以上50億 円未満の企業 とされ る。

(3)小 規模 ・個人CM制 作会社

通常、年間CM制 作部門売上10億 円未満の企業 とされ る

(4)多 角化CM制 作会社

CM制 作の他に、番組制作な ど様 々な業務 を行なっている企業であ る。
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3.3CMの 制作工程

3.3.1基 本的工程

CMの 本質が広告主 のプロモーション活動を目的 とするものであるために、その制作工程

も単なる映像表現コ ンテンツの制作 ではな く、 目的実現 に向けた機能を実現 することを基に

している。根本的には映画制作などと同様 に企画、制作、納品という流れになるが、広告で

あるが故の特性 を有 している。

特に特徴的な工程は広告主 との内容確認であ る。企画、制作準備、制作、ポス トプロダク

ション、納品工程は、必ず広告主 との確認、合意、決定 をへて進行する。 また、広告会社が

広告主 と制作会社の中間に入 り、広 く広告制作、 プロモー ションプランと制作CM内 容の整

合性を取 ることが一般的であ るために、広告会社 との確認、合意、決定が同時に必要 とな り、

複雑さを増すことにな る。また、映像の時間が15秒 や30秒 が主流であ るために、映画や番組

とは異なる作業量 とな るが、短 い時間のなかに多数の情報 と印象深い表現を詰め込むために、

緻密な作業が求め られ る。

(1)企 画工程

広告主がプロモー ションの一環 として、テ レビやラジオでのCMを 実施 するために、映

像広告コンテ ンヅ制作依頼 を行 うところか ら、CM制 作がスター トする。 しか し、いきな

り制作 を始めるわけではな く、具体的 どのような 内容 のコンテ ンツを制作 するかという企

画(プ ランニ ング作業)が 必要となる。企画作業上、考慮され る要素 として1)商 品やサ

ー ビスの内容 ・特性、販売 ・流通計画、2)プ ロモーシ ョンプラン全体の方向性、3)競

合商品 ・サー ビスの マーケ ヅトポ ジションや プロモーシ ョン動向、4)オ ンエア時期 ・規

模などの媒体計画、5)流 行や時事、話題性、6)映 像表現、コピーライ ト、タ レン ト・

キャラクターなどによる印象付け、7)公 共性、条例 ・業界 ・オンエア規制、8)予 算、

9)実 現性な どがあげられ る。また、複数の広告会社 が広告主 よりオ リエ ンテーションを

受けて、プロモーシ ョン全体の企画やCM企 画の競合 プ レゼ ンを行 うことも多 く、一般的

に企画工程の一部 となっている。

(2)制 作準備工程

企画が決定 した後 に制作 となるが、一般的に絵 コンテと呼ばれる簡単なイラス トと説明

書 きによって承認されているに過 ぎず、高品質で印象的な映像表現そのものにしてい くに

は、まだ多 くの作業 を経なければな らない。

また、制作するCMと 予算、スケ ジュール、撮影条件 などの内容が必ず しも合致するわ

けではな く、なん らかの調整が必要 とな る。この、制作CMの イメー ジ統一、具現化 のた

めの条件調整、制作 その ものの準備が、 この制作 準備 工程 となる。

(3)制 イ乍工程

準備 と承認がすべて整 ったところで実際の制作 となる。実際は準備 とは不可分のもので、

工程 としては連続 してお り、一連 のものとも言える。 しか し、この制作の段階ではすでに

意思統一されたもの としての制作実行であ り、何等かの大 きな変更を行 うには、かな りの
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代償が必要な段階であ り、変更の困難 性や実施責任の高さなどか ら準備段階 とは区別 され

る。ところが、この工程でも変更が起 こることが往 々に してあ り、大 きな労力や予算への

負担 となっている。

(4)ポ ス トプ ロダクション工程

撮影やCG制 作 が終 了 した後 に、編集やダ ビング作業 となる。これ らの作業をポス トプロ

ダクション作業 と呼ぶ。これは、撮影そのものをプロダクション作業 とした場合、そのあ

とに来 る作 業 としてのポス ト(次 の)・ プロダクションとい う考えか ら由来 している。欧

米ではCM撮 影 を行 うまでを制作会社が行 い、撮影後は広告会社が編集 スタジオを雇 って

仕上げ を行 うことが多 く、こういった呼称 となっている。 日本では撮影 を行 った制作会社

が、引 き続 きポス トプロダクション工程を管理す るのが一般であ り、欧米 とは異なる。

ポス トプロダクションエ程では、主に映像 と音声の編集お よびその素材作成 となる。 タ

イ トル要素、ロゴ ・イラス ト、ナ レーター、音楽、サウン ドエ フェク トなどが準備 され る。

この段 階で も変更や追加が起 こることが多 く、やは り大 きな労力や予算への負担 となって

いる。広告主への最終完成CMの 試写での承認 をもって、制作工程の終 了となる。

(5)オ ンエア素材搬入工程

すべてのCM制 作 の工程 が終了 した後 に、オンエア素材搬入工程がある。制作 自体が終

了したが、それだけではオンエアすることはで きず、放送局へのオ ンエア素材 を用意 する

必要がある。どのような素材 を幾つ作成 し、どこへ届け るかの発注に基づいて作業 を行 う。

多 くの場合は広告会社への納品となる。ここで、間違いが起 きるとオ ンエアに支障をきた

した り、 プロモーシ ョン活動全般に不利益が生 じることがあるので、制作会社は慎重な管

理 をもって この作 業を行 っている。

制作 そのもの とは異なる作業工程ではあるが、かな らず付随 して実施 する行為の ため、

一連の工程 として認識 されている。

(6)CM原 版 保管

CMが 完成 した後、制作会社はそのCMを 保管す る業務 を行 う。現状ではD-1方 式の

デジタルVTRテ ー プでの保管が主流である。CM原 版の保管 とは単 に保存する とい うこと

ではな く、いつでも要請があればオンエア用の納品素材 を品質の劣化な く複製で きるよう

に保つことと、間違 いな くオ ンエアを予定 しているCMで あ るとい う保証 を行えるように

してお くという2つ が求め られる。 また、CMの 使用許諾期間が過 ぎているものに関 して

は、期 間の延長交渉 を権利保持者 と交渉することも行 う。保管期間は一般 に2年 とされ、

制作見積書 には必 ず2年 の保管費が計上 されている。保管期間が過 ぎたあとは、広告主、

制作広告会社 と相談の上、保管の延長を行 うか どうかを判断する。

(7)CM改 訂作業

CMの タイ トル に変更が生 じた り、商品パ ヅケー ジが変更にな った りなどの理 由でCM

を再度撮影、ポス トプロ作業を行い、新たなCMと して作 り直す ことがある。改訂前のC

M素 材 を使用することになるため、同 じ制作会社が作業を行 うのが一般的であ る。改訂作
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業後 に完成 したCMは 、新たなCMと してオンエア用搬入素材作成および原版保存が行わ

る。

3.3.2工 程のバ リエーション

典型的なCM制 作は、スタジオ撮影CMと ロケー ション撮影CMで はあるが、実際のCM

はさまざまな要因の影響 を受け、必ず しも基本モデル と同様な形態 をとらないことが多い。

む しろ、1CMご とに工程のバ リエー ションがあるといって良いほどの、一点もの特注生産

が、CMの 本質 ともいえる。

以下 に工程のバ リエー ションを生 じさせる、主な要因を示す。

(1)制 作内容に起因する工程バ リエー ション

基本的なCM制 作工程を説明 したが、 どのようなCM内 容なのかによって工程に違いが

出て くる。また、い くつかの工程 が複数連動するなどの組み合わせ も存在する。

① スタジオ撮影

最も一般的な制作パター ンであ り、撮影専用スタジオに美術セ ットを作 り、 タレン ト

や商品を撮影する。

メ リヅトとしては撮影が天候や日没に左右されず、外部の人目を避 けることがで きる

ので、新発売商品を秘密裏に撮影す ることも可能 となる。また、緻密な照明が必要な宝

飾品や、微妙なテイス トを追求す るシズル(料 理や食材 をおい しそ うに見せる)撮 影は、

環境が変化する屋外は向かないので、スタジオ撮影が選択 される。

② ロケーション撮影

屋外での撮影や実際ある建物を借 りて撮影 するのがロケー ション撮影である。演出的

メ リッ トとしては、セ ッ トでは得 られない開放感やスケール感 が出せる、本物の場所 を

使用するのでセ ットに比べて臨場感が出せ るなどがある。制作管理的にはセ ッ トを使用

しないので美術費が少な くて済むが、天候や季節、日没などに左右され る リス クもある。

自動車の走行シー ンな どはスタジオ内 とはいかないので、ほ とんどが ロケーシ ョン撮影

となるな ど、商品特性によって もロケーションが選択されることがあ る。

③CGICM

撮影を行うCM制 作が主流 だが、演出上の理 由もしくは実際にはあ り得ない、 まれに

しか撮影できない、商品がまだないどのさまざまな理由で、 コンピュータで制作 された

映像イメージで、CMを 制作 することがある。この場合、撮影 とは大 き く異な る工程進

行 となる。実際の撮影 とCGIが 組み合わされたCMも 、一般的にな りつつあ る。

④ アニメーシ ョンCM

すべての映像を人工的に作 る ところはCGIに 似ているが、アニメー シ ョンの場合は演

出的な要請によって選択され る場合や、 アニメー ションの キャラクター をCMに 起用 し

たことで選択 される。やは り撮影 とは異な る工程 となる。平面画 を使用 したセルアニメ

ー ションや
、粘土人形を1コ マつつ動か して撮影 したコマ撮 りアニ メー ション等がある。
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近年はコンピュー タを使用することも多 く、CGIと の垣根がな くなって きている。

⑤ 撮影済み素材CM

古い時代の映像 を使用 した り、スポーツや有名人の名シー ン、珍 しい動物や 自然の出

来事など、撮影やCGIで は得 られない映像イメージを必要 とするCMの 場合に、 すでに

ある映像を持 って きてCMを 制作することがある。 目的の映像 を探 した り、使用許可や

使用料の交渉などがあ り、撮影 しないからといって簡単に安 くで きるとは言えない。 ま

た、CM用 に撮影 したわけではないので、うまく15秒 な りのCM表 現 に効果的かつ違

和感な く組み込むのは、予想以上に技術 を要する。

(2)制 作条件 に起因す る工程バ リエーション

CMの 内容そのものよ りも、根本的なCM制 作の前提条件によって工程が特殊 となる場

合がある。 よって、CM制 作者が選択する余地がないところでは、制作内容に起 因するバ

リエー ションとは異なる。

① 生コマ(生CM)

生放送番組中にCM枠 があ り、そのスタジオ内でコマーシャルメヅセージを実施する

ことを、通称生コマと呼ぶ。これは、親 しみやすさを演出 した り、その場でやって見せ

るといった ドキュメンタ リー性による説得度な どで採用され る。朝の生放送 ワイ ドショ

ーで主婦向けに実証CMを 行 うなどが、典型的な例 であ る。よ って、事前に撮影編集 を

終わ らせてお くCMと は異な り、工程の違いだけではな く制作 も生コマ専用のス タッフ

があたる。

② ポス トプロダクション制作管理

すでに海外でオ ンエアされたCMを 国内用にするな ど、編集か らス ター トするCM制

作があ る。 タイ トルやナ レー ションを変えるだけではな く、企画 し追加撮影や再編集 を

行 うな ど、CM制 作 の全工程に作業が及ぶ場合もある。また、海外での撮影は現地プロ

ダクションが行 い、その素材をもらいポス トプロダクションか ら制作を行 う場合 もある。

この場合、広告会社 の担 当者が海外 と国内の連携をコン トロールすることが多い。

③ シューテ ィングプロダクション

プロダクシ ョン制作管理の反対で、撮影のみ を請け負うCM制 作作 業である。海外で

は一般 的にCM制 作 は シューテ ィングプロダクション とポス トプロダクシ ョンに分離

されてお り、 日本が特殊 ともいえる。国内では地方発のCM制 作 で、東京のプロダクシ

ョンが撮影部分のみ を請 け負 うことが良 くある。

④ 共同制作

複数の プロダクションが共同でCM制 作 を行 うことがある。一箇所で同時に1人 のタ

レン トで2つ のCMを 制作することがある場合、2つ の プロダクションが共 同で撮影を

行 い、ポス トプロダクションか ら作業が分離する。異なった広告主同士ではあ ま りない

が、ひ とつの広告主が一時に複数のCMを 制作することは良 くあ り、その場合に発生す

る制作条件である。協力す る分メ リッ トがあるが、責任や予算の負担 などを按分 するの
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が難 し く、 プロデ ュー サー 同 士の 交渉 が鍵 とな る。

3.3.3工 程管理

CM制 作に関する工程を解説 したが、工程は自動的に進行す るものではな く、管理を伴 っ

ては じめて有効に機能することとなる。具体的 にCM制 作の管理 には2つ の側面がある。1

つは企画に沿 ったより良いCMを 積極的に追求 させ る、いわゆ るアクセルの役 目と、演出や

技術が勝ちすぎ、CM本 来の 目的や約束から逸脱 しないか、予算やスケジュール を守れるの

かな どをチェヅクするブレーキの役 目がある。CM制 作は多 くの関係者の合意 というビジネ

ス的側面、全国視聴者の 目 ・耳 とい う公共性、高い注 目度、アー ト的価値 を求められるとい

う文化的な側面があ り、これを事業 として成 り立たせるには高 い レベル の管理が必要 となる。

(1)制 作工程管理

工程の解説で示 した とお り、CM制 作は細か く細分化 された工程が複数重複 して進行 し

てお り、この工程 を滞 りな く進行 させ るだけで大変な準備 と労力を必要 とする。

(2)ク リエイティブ管理

セールスプロモーションとして使用され るCMに とって、 その表現の クオ リティーを保

つことは、 ビジネス的 にも重大 な関心事である。また、広告主や商 品、サー ビスのブラン

ド価値を高めるためにも、CMの ク リエイテ ィブ管理はおろそかにはで きない。

ク リエイテ ィブ管理は、広告会社のクリエイテ ィブ担当が行 う管理 と、直接 の制作者で

あるプロデューサーやデ ィレクター と協調 しなが ら行なう管理の、二つの違 う観点での管

理が行われる。広告主にもブラ ン ドイメージ管理の担 当者が居 ることがあ るが、もし居な

いとしても、表現の方向性 にずれがないかを常に確認 しあ う必要がある。

(3)総 合工程管理

さまざまなCMに 関するステークスホルダーが、それぞれの立場や レベルで意見を言っ

て くるが、この意見が合わさると総合的に調整 しなければ解決 できないことが生 じる。こ

れを解決するのが総合工程管理 である。
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3.4CM制 作に関す る職能分類

3.4.1制 作管理系

(1)CMプ ロデューサー

CM制 作 における総責任者である。CM制 作 に関わるスタッフ、予算、スケジュール、

もちろん質 を管理 する。 日本のCM制 作 システムは、プロデューサーシステムが一般的と

言われ る。極端な例では、広告会社は直接、 プロデューサー各個人に仕事の話 を入れてい

く。す ごい個人力であ る。CMの この企画は誰にまかせれば うま くい くのか、 という具合

である。CMプ ロデ ューサーはスタッフを編成 し、それぞれの才能 を最大限引き出 してい

く力が問われる。それはそのままCM作 品の質の高さに反映される。企画サイ ドと現場サ

イ ドを調整 しなが ら大多数の人間 を束ねて動か して い く力 と、幅広 い人脈が必要である。

(2)プ ロダクションマネージャー

CM制 作の 「工程進行(制 作進行)」 の担 当であ る。制作進行 をスムースに行 うために

全方向的な神経 と体力 を使 う。スタヅフの連絡に駆 け回 り、実行予算の管理に駆け回 り、

スケジュールの管理に駆け回 り、 ロケ場探 しに駆け回 り、その他、非常 に多忙である。C

M制 作 に関わる大勢のスタヅフが気持 ちよ く仕事がで きるための環境のために、 日夜駆け

回る。経験 と実績 を積み重ねCMプ ロデューサーへ と育 ってい く。

3.4.2演 出管理系

(1)CM監 督(デ ィレクター)

CM制 作の企画立案か ら完成 まで制作 全般の指揮 をとる仕事である。 コピーライター、

カメラマン、デザイナー、ス タイ リス トなど大勢のスタヅフをまとめてCMを 制作 してい

く。大抵は広告代理店やCM制 作会社 に勤務するが、広告代理店 に勤 めた場合は、 クライ

アン トである企業 との交渉やマネジメン トが中心になるのに対 し、CM制 作会社 に勤務す

る場合は、 クライアン トと直接折衝 するケースは少な く、代理店 と担当者で作 ってい く。

一概 には言えないが
、CMデ ィレクターが一人前にな るには、時間がかかるといわれて

いる。また独立 してフ リーで活躍するには、よ り時間が必要なために、広告の世界は一人

前 になるのに非常に時間がかかる。 それは、新 しい若手デ ィレクターよ り、 キャリアを重

ねたディレクターの方が、 クライアン トに信用 を得やすい とい うのが、理 由のひとつであ

る。アシスタン ト時代 に人脈 を広 げ、確実に一人前を目指 すのが賢明の ようである。

個性的でユニー クな発想ができると同時に、 クライア ン トか らのあ らゆる要求 にも柔軟

に対応で きる能力が求め られ るで、難易度は高いと言え る。 また、CMの 世界は、特 に時

代の流れを読む先見性が重要視 され る。さらに、短いCMに も大勢のス タッフが関わるの

で、 リーダーシ ップがないと務 まらないと言え る。

(2)撮 影監督(フ ォ トグラファー)

CMの 具体的な映像イメージをデ ィレクター と相談 して、プランニング、実施 を管理す

る。単純にカメラのオペ レー ションをするだけの ものは撮影技師(カ メラマン)と 呼び、
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区別する。 日本のCMで は撮影監督がいないことが多 く、監督 とカメラマンが相談 して撮

影 を行うことが多い。

(3)美 術監督

美術監督は映画のイメージに合 った空間(風 景 ・場所)を 作 る職業である。 まれに映画

の理想 どお りの場所が見つかる とい うこともあるようだが、ほ とんどの場合、映画にあっ

た空間(風 景 ・場所)は この美術監督(美 術スタッフ)に よって作 られる。例えば、ひと

つ部屋が作 られ るに しても、間取 りやイ ンテ リア(家 具 ・小物 ・装飾の種類配置等)に よ

って、その印象はずいぶん異なって くる。それ らは、すべて適 当に決め られているわけで

はな く、その部屋 に住 む人物の設定やス トー リーな ど、映画のイメー ジに基 き設計 され、

さらには役者が演 じやすいか、撮影が しやすいか、など撮影全体に対する配慮 も考え られ

ている。

また、美術監督の仕事はスタジオのセ ッ ト撮影だけでな く、屋外の ロケ撮影 にも及ぶ。

例えば、撮影シー ンによっては木や花など植物が必要だった り、場合によっては道路や橋、

ビルなど大 きな建造物 が必要になる場合もあ る。そ ういった際に、実際にそこに植物 を植

えた り、道路 ・橋 ・ビルなどを建てるのも美術の仕事である。

(4)音 楽監督(音 楽 プロデューサー、音楽デ ィレクター)

CMに 付加 される音楽によって、そのイメージは大 き く変わることは周知の とお りであ

る。CMは 秒数が短いので映画のように全篇にわた る音楽ではないが、そのイメージがC

Mの 効果に大き くかかわるときには、音楽監督 とい ってよいポ ジションの人をたてる。C

M音 楽制作だけではな く、権利所持者 との交渉、著名なアーテ ィス トや演奏家への協力依

頼な ども行 う。

(5)CGI・ 特撮監督(SFXス ーパーバイザー)

CG映 像制作や高度な合成 を行 う場合、実際 に制作や合成 を行わなければイメー ジが涌か

ないことがある。この ときに完成映像の予測や、意図 したCM表 現に至 るための最適の方

法をア ドバイスする役 目である。単にコンピュータグラフィックや合成 ・編集に詳 しいだ

けではで きず、映像 クリエーティブセ ンスや具体的な制作への指示、他部門 との連携な ど、

幅広いジャ ヅジができることが求められ る。よって映画な どでは、後に特撮監督か ら監督

になったものも多い。

3.4.3技 術管 理 系

(1)撮 影技 師(カ メラマ ン)

カ メラマ ン(撮 影 監 督)は 脚 本 の イメー ジを具体 的 に フ ィル ムに映像 化 す る こ とが仕 事

で あ る。その た め、 その仕 事 内容 は カ メラ、 レ ンズ、 フ ィル ムの 選択 に始 ま り、 ポ ジ シ ョ

ンや ア ングル、構 図、 カ ヅ ト割 、 カメ ラワー クの決定 、光 の 強弱 や 色彩調 整、 美術 ・照 明

そ して他 ス タ ヅフとの打 ち合 わ せ な ど、実 に様 々で あ る。

カ メ ラマ ン(撮 影 監督)は そ うい った選 択 を監 督 と話 し合 って決定 す る。 監督 が脚 本 に
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どのようなイメージを持 っていて、 どのような映像 を求めているのか、 そ してそれを映像

化するにはどうすればいいのか、それを理解 し支えるのがカメラマン(撮 影監督)の 仕事

である。そ ういった信頼関係からか、カメラマンは時に 「監督の片腕」 などと呼ばれ るこ

ともある。

撮影助手(撮 影 アシスタン ト)は 、カメラマンや監督 と相談 してどんな映像 にするかを

決める。映像化 するためいろいろなスタヅフ(照 明 ・美術 ・演出など)と 連携 をとる。

チー フアシスタン トは、露出(明 るさ)計 測や照明 との ライテ ィング調整を担 当 した り

するカメラマ ンに一番近 い助手である。

セカン ドアシスタン トはチー フアシスタン トの次で、フォーカス(被 写体 との距離計測、

ピン トを合わせ る)を 担 当する他、レンズや フィルターなど機材の管理 などが仕事であ る。

サー ドアシスタン トはカメラマンから一番遠い助手で、三脚やカメラ、フ ィルムな どの

機材の運搬や管理、清掃、チェックな どが主な仕事であ る。

(2)照 明技師(ラ イ トマン)

照明技師は光 と影 をコン トロールすることが仕事であ る。 といって も、映像に映 るもの

すべてに光 と影があるので、それがいかに大変で重要な仕事 か分かっても らえると思 う。

た った1人 の俳優、 たったひ とつの物でも、照 明の当て方次第で伝わ るもの(表 情、雰囲

気、印象)が 全 く違 うものである。それをあらゆる対象に、あ らゆるカ ッ ト・シー ンで考

え、調整 してい く仕事なので大変である。 その大変さは、撮影現場でのいわゆる待ち時間

は、この照明セ ヅテ ィングのためにあるとまで言われているほどである。照明は、それほ

どの苦労の伴 う、とても重要な仕事であると言える。

日本の映画製作の現場では、撮影部 とは別に照明部 という独立 した部 があ るが、これは

日本独 自のシステムのようである。ハ リウ ッドを含めたほ とんどの国では、撮影監督(カ

メラマン)が 照明も担 当するため、照明部 自体がない(も ちろん撮影部の中に照明を担当

する職人はい る)。

(3)音 響技師(ミ キサー)

撮影現場でタ レン トのせ りふ を録音することか ら、編集後 の映像に音声 を付加するな ど、

音響に関する技術者である。高いセ ンスと技術 を併せ持 ち、フ リー となる音響技師もいる

が、多 くはポス トプロダクションに席 を置いている。

(4)ビ デオエ ンジニア

ビデオ機材 に関す る調整、オペレー ションを行 う。少人数 による撮影の場合は音声収録

も担 当するなど幅広 い役 目を担 う。一般 には収録VTRを 担当 し、輝度や色信号、 タイムコ

ー ドな どをチェ ヅクし、収録 された映像信号の確認 を行 う。 ビデオ収録の場合に限 り、フ

イルム撮影 の場合は、出番はない。

3.4.4出 演 管理 系

出演 者な どの 用 意、 ケ ア を行 う。CMに 特 化 して いな い場 合 が多 く、 映 像一 般 や、 イ ベ ン
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トなどの方面で も仕事 を行 うことが多い。CM制 作時には、 すべての出演者 をプロデ ューサ

ーやプロダクションマネー ジャーが常時ケアすることは難 しいので、 これ らのスタヅフや会

社に管理 を委託 する場合や、ケア をお願いすることが多い。

(1)キ ャステ ィング

企画や演出意図に合 った出演者 を探 す場合、専門の出演者の調査、交渉、オーデ ィシ ョ

ン開催、出演立会いな どを行 うキャステ ィングに依頼することになる。ディレクターやプ

ロダクションマネージャーなどが 自分で出演者 を探 してもよいが、 日ごろか ら、情報やル

ー トを築いているキャステ ィングにはかなわない。会社 としてキャステ ィング業を営むと

ころや、個人で行 っているもの もいる。

(2)ス タイリス ト

スタイ リス トとは、テ レビ番組 やCM、 雑誌記事などの撮影時に、出演者の洋服や小物

を準備 し、セ ヅティングを行 う仕事である。洋服や小物は、アパレルメーカーなどから借

用するが、その際に、 どの ようなコ ンセプ トでそうしたものを使用するのかを把握 してい

ることが、大切である。通常、 スタイ リス トになるためには、現在活躍 しているスタイ リ

ス トに弟子入 りして、アシスタン トとして経験 を積むが、そこで認め られれば、独立 して

活躍 することもできる、スケールの大 きな仕事である。

(3)ヘ アメイク

テ レビ番組、映画、雑誌、CM、 シ ョーなどで、出演者やモデルのヘア とメイクを担当

する。各場面やテーマに応 じて、求め られ るヘアメイクを行 う。ヘア とメイ クに加え、ネ

イルを担当することもある。結婚式でのニーズも高い。コスメショヅプなどで化粧品の使

い方や、ヘアメイクのア ドバイスをする仕事 もある。

(4)動 物 プロダクション

動物の出演が必要な場合、 自身で多数の動物 を飼育、調教 している動物 プロダクション

に依頼 する。 自社で飼われていない動物の場合は、いろいろなルー トで探 すなどの事もす

る。

3.4.5作 成業務

撮影に必要なセ ヅ トの制作や、 コンピュー タ上でイメージを作 り出すなど、CM制 作のた

めに新たに物やイメージを作 り出す仕事が作成業務であ る。スタジオでの撮影時に、一部を

セッ トで大道 具が制作 し、残 りをCGIで 作 り、編集時に合成するなど、相 互に連携 したCM制

作 も多 くなっている。

(1)美 術制作

① 大道具

映画における 「動かないもの」(家 ・ビル ・橋 ・トンネル といった装置 ・セ ヅ トなど)

を美術監督のデザイ ンに基いて実際につ くる仕事である。カメラに写 る部分だけをつ く

るので、実際に建物を建てるわけではないが、本物の大工、塗装にも通 じるような仕事
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をするスタッフであ る。

② 装飾 ・小道具

映画における装飾、小道具を管理する仕事であ る。基 本的に 「動かせるもの」は小道

具が担当する。逆 に 「動かせないもの」は大道具なので、家具などのイ ンテ リアや車 ・

飛行機などの乗 り物 から犬 ・猫 といった動物 まで も、 この小道具が担当する。

③ 作 り物

存在 しない想像の動物 を作 り出す。中に人間が入って演技する着 ぐるみを特注でつ く

るなど、企画や演出を実現するために様 々なものを制作 することを作 り物 という。また、

実際に存在するが、別の材質で本物 そっくりに偽物を作 り、撮影 に使 うこ とがある。こ

れは、撮影が難 しく、偽物 を使 うほうが便利な場合があ るか らであ る。代表的な例 とし

て、溶けない氷や完壁な形の果物、本物そっ くりに作 った大 きな商品な どがある。

(2)映 像 ・音声イメージ制作

出演者やセ ヅト、作 り物などはスタジオやロケで撮影 する(実 写)こ とによ り、映像 と

して定着され るが、これ以外 に撮影を経ないで映像 を生み出す工程 がある。最近は、実写

と合わせて合成 されて、ひ とつのCMに するなどの、合わせ業が多 くなっている。実写は

その場ですべて撮影で きて しまうという利点はあるが、セ ッ トを用意する費用負担が大 き

い。実写では困難な映像 を企画や演出が求めるな どのニーズによって、盛んにな って きて

い る。

①CGIプ ロダクション

コンピュータ ・ジェネ レイテ ッ ド・イメー ジの略で ある。80年 代か ら登場 した映像制

作技術で、コ ンピュー タ上 で映像を制作する。初期は抽象的なイメージの動きだけであ

ったが、近年は実 写 と区別が付 かないほ ど精巧 な映像を生み出す。CGIプ ロダクション

は分業化 が進んでお り、一つのCM制 作 に複数の担当者が付 くことが一般的である。

② アニメプロダクション

CMの 一手法 として50年 代、60年 代には盛隆を極めたが、近年は表現の一手法と して

使用される。労働集約的作業で大手のアニメプロダクシ ョンが存在 したが、いまでは技

術が発達 し、15秒 や30秒 のアニメーションは、それほど大規模な制作 とは言えな くな っ

てきている。む しろ、セ ンスや緻密な作業への対応力などが求め られている。

③ デザイ ンプロダクシ ョン

企画時のプレゼ ン用イラス ト作成、CM中 のキャラクターデザイン、編集時 に挿入す

るタイ トルや ロゴデザインなどで、デザインプロダクシ ョンを使 うことがあ る。タイ ト

ル制作な どで、CM専 門のデザインプロダクションがある程度で、他は広告一般 ではな

く、グラ フィックの制作が本業であることが多い。

④ 音楽プ ロダクション

CMの 要素 として音楽は重要な位置を占めている。よって、CM音 楽 を扱 うプロダク

ションは多 い。 ここでも、CM音 楽を専門で取 り扱 うプロダクションと、音楽制作一般
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を扱 うプロダクションがあ る。音楽プロダクションの機能は大 きく二つあ り、一つは既

にある楽曲の使用を企画、使用交渉する仕事 と、もう一つはあ らたにオ リジナルのCM

音楽を企画、制作する仕事であ る。

団体 として 日本広告音楽制作者連盟が設立されている。

⑤ サウン ドエフェク ト

CMに はセ リフや音楽以外 に効果音が付いている。歩いている音、 ドアを開ける音な

ど自然なサウン ドか ら、驚いた気持 ちを表すサウン ドな ど実際にはないサウン ド、簡単

なバ ヅクグラウン ド音楽などの制作 を担 当する。映像のタイ ミングや演出意図に合わせ

たサ ウン ドを作 ることは大変難 しく、長年の経験を持 った専門家が行 う。

3.4.6補 助機 能提 供業務(コ ーデ ィネ ー ター)

CM制 作 会社 を補助 的 に助 け る会社 ・個 人 をコーデ ィネー ター とい う。様 々な撮 影場 所 を

調 査 ・収集 してお り、 求 めに応 じて情 報 提供 、 ロケー シ ョ ンハ ンテ ィン グ、 ロケ交渉な どを

行 う。

3.4.7機 材 ・施設提供業務

CM制 作会社は毎日、スタジオや撮影機材 を使用するわけではないので、必要なときだけ

レンタルをすることは合理的な方法 として定着 している。 この システ ムがうまく機能す るこ

とによって制作費の節約 になるだけではな く、高価な機材を使 って付加価値の高い表現 を生

み出すことにも一役 買っている。

(1)撮 影スタジオ

撮影スタジオは大 きく分けてスチール撮影向けスタジオ、映像 向けスタジオに分けられ

る。スチール向けば規模 が小さい、音声の録音などに対応 していないな どの傾向がある。

映像用スタジオは中規模以上で、音声録音にはほぼ対応 してい る。最も大規模なスタジオ

は映画撮影所の流れ をくむ ところが多い。

(2)機 材

CM制 作会社が自社で機材 を持 つことは、過去にはあ ったが現在はほとんどな くなって

きている。機材には多 くの種類があ り料金 も高 く、企画や演出意図に合わせて、無駄のな

いレンタルプラン作 りが必要 とされる。

① 撮影機材

撮影機材 レンタル会社があ り、大 きくフィルム機材系 とビデオ機材系に分かれ る。機

材は事前に撮影スタヅフによってチェックされ、万が一にも動作不良がないように注意

する。機材は民生用に比べてかな り大 きく、重量 も大 きい。本体、 レンズ、付属品はす

べて専用の耐震ボ ヅクスに入れ られるため、思 う以上 にかさば るので、車両によるピ ッ

クア ヅプが行われる。 ビデオ機材の場合はカメラとは別 に収録VTR、 信号調整機器 を必
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要 とする。現在ではフイルム機材 もデジタル化が進んでお りコ ンピュー タによる調整も

行われ る。撮影 中の映像を、カメラマン以外にも見 られ るようにする、 ビジュアルコン

バータとモニタも標準でレンタル される。

② 照明機材

照 明機材 レンタル会社 とスタジオの照明機材 を レンタル する二つの方法 が主流であ

る。照明機材は、照明機材本体 と照明機材を支える三脚などの関連機材、光を調整する

ための フィルターや遮光板、電源ケーブルやター ミナル、照明調整機材な ど多岐に渡る。

照明機材 そのもの も、屋外の光 と同様な照明のデイライ トや、 白熱球 と同様の タングス

テ ン、一瞬の光が連続するス トロボライ トなど、企画や演出意図によって使 い分ける必

要があ る。 また、電力を多 く消費するため、電源が足 りない場所 では電源車が必要にな

る。機材は多量 にな り。また重量もかさばるため、照明専用の運搬車が加わることも多

い。

③ 特殊機材

クレー ンや ドリー(カ メラ移動)、 散水車(雨 のシー ン)、 大型扇風機(台 風再現)な

ど、撮影時における撮影効果や演 出効果を生み出すための機材 を貸 し出す。使 用方法が

特殊 なため、機材のみの貸 し出 しよ りも、オペ レー タや運搬車両 もセ ヅトで レンタルす

ることが一般的であ る。

(3)車 両

ロケー ション撮影 だけではな く、スタジオ撮影でも機材やスタ ッフの移動は必要なので、

車両を レンタル しな いことはほ とん どない。CM制 作を主に車両 を貸 し出す会社 と、撮影

一般 を手広 く扱 う会社 があ る
。車両でだけでは レンタカー と同 じになって しまうが、これ

ではプロダクションマネー ジャーの負担が大 きいので、 ドライバーが付いて くる。以前は

CM制 作 会社 が自社 で車両 を所有 しプロダクションマネージャー が運転す るこ ともあ っ

たが、疲労による危険 と、業務 に使用する車両は緑ナンバーが義務付け られ るようにな り、

避けるようになって きてい る。

(4)現 像所

フイルムで撮影 し場合に、フイルムを現像する必要がある。これを依頼 する先が現像所

である。一般の写真現像 と基本的には変わらないが、万が一に事故が起 こった ときの損害

が大きいので、十分 な品質管理 を行える限 られた会社が行 っている。

(5)ポ ス トプロダクション(ボ スプロ)

ポス トプロダクションは撮影 などのプロダクションの後に来 る工程のため、ポス ト(次

の)・ プ ロダクシ ョンと呼ばれている。ポス トプロダクションの工程は幾つかに分かれて

お り、すべてのポス トプロダクションがすべての工程 を備えているわけではない。

①(テ レシネ)

フイルムに映 った映像をビデオデータに変換する作業である。 その ままビデオに変換

すると、意図 した色や明るさになるとは限 らず、カラー リス トなどの専門家が調整を行
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って、品質を保つ作業 を行 って いる。

② 仮編集(オ フライン編集)

い きな り、合成作業やタイ トルを入れ ると、大変な労 力と費用がかかるために、簡単

な編集を行 って、その仮の編集結果 を制作者 だけではな く広告主 にも見ても らい、確

認 ・承認 してもらった後に、本編集の段階へ進 む。この作業を行 う仮編集機材 とオペ レ

ー タをレンタルする。時間 もし くは 日数で予約 を入れる。

③ 本編集(オ ンライン編集)

仮編集のチェックが終了す ると、最終的なCM原 版を作成するための本編集が行われ

る。仮編集 より緻密な映像制作 とな るため、機材 ・オペ レータ ・作業内容すべてが高度

な作業 を要求される。基本的な作業は、撮影された断片的な映像 を時間軸 に沿 ってつな

いでい くタイムライン編集、複数の映像素材 をひとつの画面中に組み合わせ る合成作業、

文字やロゴなどを合成するタイ トル入れか らなる。作業の最後 にはテ レビ局ヘオンエア

素材を送れ るように、オンエア素材搬入規格に合わせたCM原 版 を制作する作業 が必ず

ある。

本編集をや り直すには、時間 も手間もお金 もかか るために、間違 いが無いように関係

者 が立会いの上、作業が行われ ることが多い。そのため、番組 の本編集以上 にCMの 本

編集には多 くの立会人がいることにな り、編集室も作業を行 うスペース以外 に立会人が

いる場所が確保されている。

④MA(ダ ビング)

本編集で映像が完成するが、音声 に関する部分は機材やオペ レー ターが異なるために、

別のMAル ームと呼ばれ る別のスタジオで作業が行われる。基本的な作業は、ナ レーター

の声を録音 するナレー ション録音、用意された音楽や効果音、撮影で収録 された音など

を映像に合 わせてい く音付け、最終的に音量や音調 を全体に調整 してい くミヅクスダウ

ンとなる。最終的に完成 した音声デー タは本編集でで きている映像 の音声 トラ ヅクに録

音される。これを音戻 しと言い、そののちにCM原 版の完成 とな る。

本編集 と同 じく、この作業をや り直すことは容易ではな く、CM制 作の最終作業であ

ることから、ここにも多 くの関係者が立ち会 うことになる。

(6)音 楽スタジオ

音楽録音のスタジオは、CMのMAル ームとは異な り音楽制作に適 した機材 ・録音スタジ

オ ・オペ レーターが用意されている。基本的な作業は演奏収録、 ミヅクスダウンとなる。

(7)プ リン ト会社

CMが 完成 した後に、放送局な どへ送 る搬入素材 を作 る作業がある。CM制 作会社が自

社で搬入テー プにプ リン トする装置を持つ ことはな く、プ リン ト会社 に作業を依頼する。

作業 自体はCM制 作者は行わないが、間違いな く行われているかをCM制 作会社 が管理 し

てお り、機能 をレンタル している とい ってもよい。
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3.4.8制 作に直接 関与 しない業務

(1)出 演者

出演者 にはある商品やサービス全般のイメージとして、広告主や広告会社が直接契約 する

いわゆ るタレン トと、制作会社が演出意図にあわせて集める出演者の大 き く二通 りがある。

また、ポス トプロダクシ ョン作業時にナ レー ションを録音す るためのナ レー ターは、声 だけ

だが、出演者 といえる。主要な出演者には 肖像権や著作隣接権があ り、何のCMに どの期 間、

どのような規模で出演 するとい う契約 を行 っている。出演者 自体がCM制 作 に関与するわけ

ではないが、 その能力や積極的な協力が、 円滑 な制作に欠かせない。

① タレン ト

広告主 が商品や 自社 ブラン ド全般のイメー ジ向上のため、タレン トと専属契約 を結ぶ

場合 と、CMの 企画や演出意図に合わせてタレン トに出演依頼する場合がある。

② ナレー ター

CMで はタ レン トすべてのせ りふ を担 当する場合や、タイ トルだけな どナ レーション

がない場合もあるが、多 くのCMで 声だけの出演 としてナレー ターを使 用する。事前に

声のイメー ジをチェック して選ばれ る。CMの 商品や広告主と競合するCMで 使われて

いる場合は使用 しない。金額や使用範囲を事前 に定めてお く。

③ エキス トラ事務所

出演者 というほ どCM全 体の表現に影響を与えないが、背景のように人物 を使 うこと

がある。 これをエキス トラといって数人か ら数百人と、撮影の規模 によって必要な人数

が変わ る。一人一人と出演交渉を行 うことは困難なので、エキス トラ事務所がかわ って

企画や演出意図に合わせた人物を集める。

(2)エ キスパー ト

必ずどのCM制 作にも必要 というわけではないが、大変多様なことを高度 に実現 するこ

とを求め られるCM制 作 では、さまざまなエキスパー トの助けを借 りることが多い。通訳、

振 り付け、時代考証、書家、殺陣師、 フラワー アレンジメン トなど、間違 いがないか確 か

めた り、高度な表現を実現 した り、出演者に指導 した りなどその役 目は重い。CM制 作 に

付随する業務 とまではいえないが、制作者 としては欠かせない存在であ る。
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3.5CM制 作の課題

3.5.1技 術革新による業態変化

(1)メ デ ィアの変化

テ レビCMや ラジオCMは 長年にわた り、地上波アナログ方式で放送されて きた。テ レ

ビのカラー化や音声のステレオ化などの変化はあ ったが、技術的に対応すればよい変化で

あ った。しか し、近年のIT技 術の発展が根本的に映像 ・音声メデ ィアに変化 をもた らし、

CM制 作に もその影響が出始めている。CM制 作 会社によってはブロー ドバ ン ドやモバイ

ル放送にいち早 く対応 するところもあ るが、大半のCM制 作 会社は専門の部署や、人材、

機材の投資 を行 うことはで きない状況である。今後 さまざまな メデ ィアに向けたCM制 作

のニーズが大き くな ると、CM制 作会社 にとっては経営の問題 として無視で きない問題 と

な る可能性があ る。今回直接取材 した範囲では、対応策の検討に入 ったところが僅かにあ

る程度で、大半は様子見の状況である。

(2)制 作技術の変化

コンピュータの情報処理技術の発展は、映像や音声の分野まで大 きな影響 を与えている。

企画のプ レゼンテー ションは従来、手作 りでプ レゼンボー ドを作 っていたが、現在はすべ

てPC上 で イメージを作 り上げ出力 している。また、撮影機材、音声機材 、編集機材、特

殊機材などがすべて コンピュー タ制御 とな り、映像 ・音声 もデータでや り取 りするように

なっている。広告主や広告会社への報告、試写もデー タで納品 し、PC上 で再生チェック

することも一般的になっている。

これ らの変化は単 にアナログの機材がデジタルに置 き換わ っただけではな く、制作工程

やCM制 作 会社の経営、CM制 作関連の職能 にも大 きな影響 を与えることになってい る。

① 映像のデータ化 による影響

従来、映像データはアナログ情報 を磁気テープに記録 していたが、技術の進展 ととも

に、デジタルデータ化 し磁気テー プに記録 されていた。近年、更なる技術革新によって

記録媒体 もハー ドデ ィスクやDVD-Rが 一般 的なもの とな って きてお り、 この映像のデー

タ化 によって従来 にないさまざまな問題、課題が発生 している。

第一に最終成果物 としてのCM原 版が、デジタルデー タ化によ り容易に複製可能 とな

り、プ リン トと区別 しに くくな って きている。 このことによって、CM原 版 の管理 があ

いまいにな り、誤った映像 データが使用 され ることや、第三者に映像デー タが渡 って し

まい、 目的外の使 用を許 して しまうな どの問題が発生 している。

第二 に撮影か ら編集、MA、 プ リン トに至 る過程が、すべてデジタルデータで処理され

ることにな り、さまざまなデー タが氾濫 する結果にな っている。一口にデジタルデータ

といって も、その目的や仕様 によってデー タ規格は大 きく異な ってお り、CM制 作スタ

ッフでは判断で きないことも多 く、作業の煩雑さや ミス ・ロスの発生につなが っている。

第三にデータの保存 に関 しての標準化がな く、何をどのように保管するかの定めがあ

いまいにな っている。デー タ自体を保存する方法は各種あ り自由に選ぶ ことがで きるが、
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CM制 作 プ ロダクションやポス トプロダ クションが まち まちに保管 することが長期 に

わたると、後年運用に関 して大 きな問題 が発生する可能性がある。この問題は広告会社

や広告主にも関係する話で、今問題 になっているCMの 保存にも関係する問題 といえる。

以下の ような具体的な問題があげ られている。

仮編集がデータにな って便利 と言うが、実際は毎回映像データをハー ドデ ィス クに入

出力 してお り、 この手間が馬鹿にな らない。デー タの安定性や堅牢性 にも不安があ る。

実際、作業途中でデー タが壊れたこともしば しばある。

デー タといってもいろいろあ るので、実際にはポス トプロダクションやCG制 作会社や

配信事業者 とよ く打 ち合わせ しておかないと、現場で使用で きないことがある。 トータ

ルに判断で きるところが無いので困っている。

② 撮影 ・編集技術の変化による影響

従来の撮影方法は大掛か りなCMは フィルム撮影、小規模予算の場合は ビデオカメラ

撮影 と住み分け られて きたが、近年高品位な映像を収録 可能 な ビデオカメラが登場 し、

必ず しも以前の住み分けが適用で きな くな って きている。

照明機材の技術革新は撮影機材の変化 とともに進んできてお り、照 明技術者の知識や

スキルの革新が求め られて きている。現場での仮合成による判断が一般的 とな り、コン

ピュータ制御のカメラコン トロール も登場 している。

3.5.2プ ロモーシ ョン手法の革新 による業態変化

(1)プ ロモーション手法の影響

IT技 術の発展や新たな広告手法の登場 によ り、プロモー ション手法が変化 し広告業界

全体 に影響 を与えている。広告業界全体の変化は、CM制 作にも次第に影響 を与えて きて

いる。

① マーケテ ィングプラ ンとの連携

マーケテ ィング と連動 した週単位でのCM制 作が流通、金融 ・保険などで実際 に行わ

れて いる。制作現場の対応は根本的にCMの 制作 フローを変えようとしてい る。 また、

オ ンエアすれば役 目を果た したと言われていたCMが 、 いまや広告効果測定 を求め られ

ることにな った。

② セールスプロモー ションとの連携

直接 的に売 りにつながる広告が、広告主に求められるようになって きた。従来のCM

も売 りにつなが らないわけではなか ったが、知名度の上昇やブラン ドイメージの向上な

ど、 どち らかというと後押 し的なセールスプロモーションであった。

(2)広 告主の変化による影響

広告主は、従来 の特定 メデ ィア(例 えばテ レビなど)重 点思考 か ら、SPへ のアプロー

チ、 ブロー ドバ ン ドへのアプ ローチな ど、広告 に使えるメデ ィア全体を生か した広告費の

総合的な管理 を追求 するようにな っている。

一69一



35.3CMア ーカイブ

戦後のテ レビ史を彩 ったCMの うち、1985年以前の原版のほとんどが捨て られ始めている。

多ければ約10万 本に達 する。廃棄対 象は、 フィルムや旧式 ビデオのもので、保管やデジタル

化のコス トがかさむのが主な理由だ。

CMの 原版は放映終 了後、制作会社や広告主、広 告会社 などの申 し合わせで、制作会社が

2年 間保管することになっているが、広告主などの要望に備え、以後も保存されていたもの

も多かった。

日本テレビコマー シャル制作社連盟(JAC)に よれば、1985年 ごろまでに制作 されたCMの

総推定本数は30万 ～40万 本である。昨年、JACと 日本広告業協会が調べたところ、フィルムや

旧式ビデオによるものでは約10万3000本 が保管 されていたが、保管コス トが多額 にのぼ るう

え、「もはや視聴 自体が困難」と して、廃棄候補 に した。

広告主などか ら要望があ ったものは残すが、それ以外は平成16年7月 か ら制作会社が廃

棄 を始めた。

JACの 事務局長は 「有名CMは すでに保存 されてい る」 と話すが、全国広告関連労働組

合協議会の事務局長は 「無名なCMで も、産業の変遷な ど時代 がうかがえる。工夫すれば視

聴 も可能。『CMア ーカイブ』作 りを訴えたい」 とい う。

原版の保存は、広告主 ・広告会社 ・放送局 ・制作会社などによって構成 され る業界団体 ・

全日本シーエム放送連盟(ACC)の 申 し合わせ事項 に基づいている。それによると、放映 を終

えたCMの 原版は、初号納品日から起算 して2年 の保管義務 がある。 これは1984年 か らの規

定で、義務 を負 うのはCMを 制作 した映像 プロダクションである。期間を超 えたものは保管

しな くてもよ く、実際、今回対象になって いない1985年 以降でも、約20万 本の原版がすでに

廃棄処分 になっている。

しか し、 とくにフィルムの場合に言えることであ るが、メデ ィア としての安定性、複製時

の画質の良さ、オ リジナル としてのアイデンテ ィテ ィなどなど、原版 を残すことにはそれな

りの意義があるため、広告主の要望やプロダクション自身の意思な どか ら、原版を保存 して

お くケースが見 られ る。まあ、何 とな く残 った とい うの もあるかもしれない。今回問題にな

っている10万3000本 の原版は、多 くがそうした経緯によって残されてきたものである。

各制作会社は 日東、テラダなどの倉庫会社 と契約 して原版 を保存 している。1985年 以前で

いうと、保存 されてい る原版約10万3000本 のうち、7-8割 が フィルム(多 くは35mmネ ガ、

一部16mmネ ガ)で 、残 りが1イ ンチ、2イ ンチの ビデオテープだそうであ る。
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第4章 映像 コンテンツの充実に向けて





第4章 映 像 コ ンテ ン ツ の 充 実 に 向 けて

4.1技 術革新への対応

映像制作へのIT技 術革新の影響は、かな り以前から始 まっている。かってはテレビに放

映す る映像でも、フィル ムによる制作が多かったが、テ レビカメラ及び ビデオコーダーの高

画質化、小型化そ して低価格化が進んだ結果、今ではフィルム制作 は少な くなっている。編

集段階では、 フィルムの切 り貼 りか らビデオ編集器の活用 に移行 し、さらにコンピュータを

活用 したノンリニア編集 の利用が一般化 している。

新 しい映像制作法 として、CGIの 活用が一般化 してお り、特撮な どの代わ りに利用され、

制作コス トの削減 と新 しい映像の創作に、大いに役立って いる。

デジタル化については、現在でも制作段階はアナ ログ方式であ るが、完成 した作 品はデジ

タル化 されて納品され、保存され るようになってお り、保存劣化の問題を解消 している。

放送局 では、 コンピュー タ ・コン トロールの 自動映像送出装置の利用が一般的であ り、操

作員の削減や、操作 ミスによる醜い送出 しの解消 に貢献 している。

このように、映像産業全体にIT技 術の導入は進んでお り、産業全体の高度化に寄与 して

いる。現在でも、各機器 の高度化が行なわれてお り、よ り高機能で安価な機器の普及が予想

され、それによる効率化 が進行 すると考 えられる。

ここまでは、IT技 術の高度化が、映像産業全体に好感 をもって受け入れ られている部分

であ る。 しか し、必ず しもそ うではない部分がある。一つは多チャンネル化であ り、 もう一

つはHiビ ジョンなどの高画質 フォーマ ヅトの導入である。いずれも、IT技 術の進歩の結

果実用化 した、言わばIT技 術の成果であるが、 ビジネスへの導入の段階で、様 々な問題を

起 こしている。

テ レビの多チャンネル化は、地上波デジタルの導入 というのが直接 のきっかけであ り、チ

ャンネルが足 りないとい うことで実現 したものではない。実は、すべての放送をHiビ ジョ

ンで行な うとすれば、デ ジタル化 してもチャンネル数は増加 しない(逆 に、現行の電波帯で

Hiビ ジョン放送が可能 なのが、デジタル化のメリヅ トである)。デ ジタル化にあた り、将来

は全面Hiビ ジ ョン放送 を行なうという前提で、電波の再割当てが行なわれている。しか し、

当面は標準画質放送 とい うことになると、 この電波帯は3チ ャンネル として使 うことがで き

る。つま り多チャンネルにな る。 この3チ ャンネル をフルに活用するのであれば、映像送 り

出 し設備が三つ必要にな る。映像 ソフ トも従来の3倍 必要にな る。放送局では膨大な設備投

資が必要にな るし、映像 ソフ トの確保も大変である。映像ソフ トの不足が発生する可能性は

極めて大 きくなる。

この多チャンネル化はシーズベースで進行 してお り、ニーズベースではない。現在、 チャ

ンネル増大ニーズがどれほどあるか不明であ り、デ ジタル化への移行期 というこ ともあ り、

多 くの放送局は、余 ったチャンネルを空きの状態 に している。それで、 ソフ トの需給 関係 も

特 に変化 していない。

Hiビ ジョン規格の導入は、映像デ ジタル化の目玉である。IT技 術による映像産業の高
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度化は、DVD(ハ ー ド及び ソフ ト)の 価格 が安価にな ったことを除 けば、最終消費者 には

大きな影響がなかったものである。Hiビ ジョン規格は、最終消費者 に、直接、高画質とい

う新たな映像世界を提供するところが画期的である。すでにテ レビ放送が始まっているので、

急速に普及かとい うと、そ うでもない。

放送局でも映像ソフ トを制作 する業界でも、Hiビ ジョン化は、かな りの出費を伴 う。特

に、映像ソフ ト制作業界では、設備投資だけでな く、運用 コス トもかな り割高 になる。芸術

性の面で、新 しい分野の開拓につながる可能性 があ るが、それ以外は単にコス トア ップのみ

の影響である。この支出増の意義が見 いだせなければ、ビジネスモデルの作成が困難であ る。

Hiビ ジョン化パ ッケージメデ ィアの発売は、高密度DVDの 規格統一のために、少 々遅

れそ うであるが、発売後の普及の度合 いは未知数であ る。こちらの方は、主なソース(原 盤)

が劇場用映画のため、 ソースの問題は少ないが、価格は標準画質のものよ り高 くするため、

これを最終消費者が受け入れるかどうかが問題であ る。音楽の世界では、CDを 越える超高

音質のスーパーCDやDVDオ ーデ ィオが発売されたが、'需要は ごく僅かで、なぜか音質的

に不利なMP3規 格の機器が大 ヒ ッ トしている。 このようなことも考慮 して、高画質のニー

ズを考える必要があろう。

供給側の効率化によって消費側 とは無関係に供給側の利益を生み出すことに寄与 したIT

技術は、歓迎 をもって受け入れ られたが、消費側に新たな負担 を伴 う、いわば新商品の よう

なIT技 術は、今の ところあま り歓迎 されていない ということになる。最終消費者が望んで

いた新商品であれば、新たな負担 も受け入れ られ る筈であるが(勿 論 どれほ どの価格か も関

係する)。

映像制作業界では、 このような状 況のなかで、多チャンネル化が ビジネスチャンスの増大

につながるとする前向きの反応 も一部 にあるが、大部分は直接関係ない という対応であ る。

Hiビ ジョン化については、現在の ところ具体的な受注がほ とん どな く、新たな投資が必要

なこともあって、様子見の状態 にあ る。現状では、映像制作業界の反応の鈍さは、止む を得

ないと言える。

デジタル化 については、すでに受注作品の納品時に使用 されるようになっているため、映

像制作会社でも、必要な対応 は行なわれている。 しか し標準規格がな く、固有規格が乱立状

態にあるため、発注側の指定 フォーマ ヅ トに変換 しなければな らないな どの問題も生 じてい

る。
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42映 像 コンテ ンツの制作費 と2次 流通

一度放映 したものを再度放映 するのが2次 流通であ る
。二次流通は主 に、パ ッケー ジメデ

ィアで行なわれる。家庭用VTRの 普及、さらにはDVDの 普及が、この二次流通を活発化

させた。VTRやDVDへ の原盤の コピーは極めて安価に可能なので、原盤の制作費がすで

に回収されている2次 流通は、大きな利益を生む。最近は、二次流通 させることを前提に、

制作費を決めているケースも多 くな っている。

映像制作費(原 盤制作 費)は 、 このところ、低下する一方である。制作費は、例えば、放

送局(発 注者)と 制作会社(受 注者)と の交渉で決 まるが、実態は放送局が優位にあ り、制

作会社 が値 下げを飲む という図式が続いているようである。 ソフ ト不足であれば、値上が り

するのが市場経済の原則 であ るから、 ソフ ト供給過剰の状態にあるか、でなければ市場経済

の原則が通用 しない取引かの どちらかである。

この状 況を救 っているのが二次流通 である。二次流通の利益は、制作会社 にも配分 される

からである。実際 に、二次流通の権利 を確保する契約を、積極的に増加 させている制作会社

がある。

二次流通では、著作権 な どの権利関係への対応が重要である。 つい忘れ られがちなのが、

作 品に出演 している俳優な どの 肖像権である。過去には、この権利を確保 していなか ったた

めに、再放送 できないというケースがよ くあった と言われる。現在では、二次流通の重要性

が認識 され るようになっているので、制作時の各種契約で、二次流通の権利の確保 を重視 し

た契約が締結 されているという。

IT技 術の進歩は二次流通に画期的な貢献 をしている。映像のデジタル化 により、原盤の

保存そ してDVDの 製造(コ ピーの作成)が 、画質の劣化な しに行なえるようになった。D

VDの 製造は プレスで行 なうので、VTRの 製造 よ りも安価 にな っている。

以上のことか ら、今後二次流通は さらに活発化する筈である。そ して、 ソア ト不足解消の

大 きな決め手になる筈である。

新作ものについては以上だが、過去に制作されたものは、二次流通の権利が考慮されてお

らず、二次流通の権利関係 を解決 して流通 させるのは容易ではないという。ただ し、原盤が

アナログ記録 ため、多 くは画質の劣化 が進んで価値が低下 している。過去の名作 を見 るチャ

ンスがあま り増加 しないは残念であるが、 このことが大 きな問題 に発展することはない と考

え られる。

次に、二次流通が始 まると不正コピー(海 賊版の出現)の 問題が新たに発生 して くる。 ま

た レンタルDVDも 厄介 な問題である。

レンタルDVDに ついては音楽CDに 準 じた解決になると考 えられ るが、不正コ ピー問題

の解決は容易ではない。IT技 術の進歩はそのままコピー技術の進歩につながっている。新

しいコピー ガー ド方式が開発されて も、す ぐそれを無効にする機器が地下ルー トで流通する。

まさに、いたちごっこで、完壁な解決方法は見いだせていない。取締 り ・罰則の強化 ととも

に、海賊版は買わないとい うモラルの確立が必要 と思われ る。
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43映 像 コンテ ンツの質の問題

映画、テ レビそ してCM(テ レビで放映 されるもの)は 、様 々なチ ェック機構があ り、公

序良俗に反す るような映像が放映 されないようになっている。また、制作業界で も、一度で

もそのような映像を制作すれば一度で信 用を失 うので、自然に自主規制 されてい る。しか し、

映像は、独立 プロや個人な ど、 これ以外 でも制作されてお り、そのような部分では規制が効

いていない。 したがって、地下ルー トやインターネ ヅ トでは、いかがわ しい映像が流れるこ

とも少な くない。 この ような映像を見ないな どのモラルの確立が必要であろう。以下では、

公序良俗 には触れない一般的な映像 コンテンツの質について分析する。

とりあえず、質の高 いコンテ ンツとは、名作 であ ると してお く。

映像を制作 する場合、いつも名作 の制作 が目標 になっているかというと必ず しもそうとは

言えない。勿論駄 作が目標 ということはないが、多 くは、売れ る作品が目標であろう。CM

であれば、皆が注目する作品であ る。 しか し、売れ る作品や注 目される作 品が名作 とは限 ら

ない。

名作か どうかは、個人一人一人の判断の結果であ り、個人の趣味 ・趣向が大 きく影響する。

売れ る作品か注 目する作品かも、 同 じく個人の判断の結果である。名作 だか ら買いたいか と

言えば、そうとは限 らない。名作の判断基準 と買 うかどうかの判断基準が、異な っているこ

とが多いか らである。同 じく注 目するかどうかの判断基準 と、買うか どうかの判断基準も異
へ

なっていることが多 く、注 目したので買 うとい うものでもない。

過去には売れ ることを目標に、刺激のみが強い作品がシ リー ズで制作 されたことがあった。

しか し一度で も刺激のみが強い作 品を発表 すると、次によ り刺激の強 い作 品が求 められるよ

うにな り、これに応えるためにさらに刺激の強い作品を制作す る。これ を繰 り返 すうちに、

そのシ リーズ全体が飽 きられて しまう。なぜな ら、い くら刺激の強い作品を制作 しようとし

ても、刺激の強 さには限度があるか らである。刺激だけでは、いずれ行 き詰 ま りになる。

売れるかどうかは、刺激のみで決 まるものではない。刺激も一要素であるが他にも様 々な

要素があ る。色々な要素がバ ランスよく含 まれているとき、ベス トセラー になると考えてよ

いだろう。それこそ名作であるということが可能であ るが、名作中の名作 とい うほ うがいい

かも しれない。

名作 中の名作 は簡単に制作で きるものではないので、特定の要素、例えば刺激な どを強め

て、安易に作品が制作され る傾向があると思 う。消費者は、そのような安易な作品を買わな

いことが重要である。制作者は売れない作品 を制作 し続けることはできないからである。

芸術性のみ を追求 した作品も、退屈である。それでも、刺激のみ を強 くした作品よ りはま

しだ と言えないだろうか。どち らを選ぶかは消費者の選択ではあるが、 よ りましな選択 をす

る消費者の資質が、鍵 をに ぎっている。結局、消費者の レベルが作品の質 を決めることにな

る。名作 として何を追求するかは、消費者の、すなわち国民の レベルによって決 まって くる。

高度な文化が花開 くか どうか、それは国民の研 ぎ澄まされた感覚 と資質で きまる、昔か ら言

われていることである。
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4.4人 材の育成

名作中の名作 を生み出すことは簡単ではない。 しか し、名作が多ければ、 自然に名作 中の

名作 も多 くな ると予想 される。少な くとも、名作 を数多 く生み出さなければ、名作中の名作

が増えることはない。名作 を生み出すのは、優秀な人材であ る。そこで、人材の確保 と育成

が大 きな問題 にな る。

今回の調査では、人材 の不足 というような声は、ほとん ど聞かれなか った。制作会社 など

でも、毎年一定量の新人 を雇用 しているし、人手不足で制作が遅れたなどの情報 も、ほ とん

どない。すなわち、人材 の絶対量が不足 していることはない。IT技 術の導入で、制作 その

ものの作業効率は向上 しているので、今後 とも人手不足の発生は予想で きない。問題 は、優

秀な人材が不足 していないかどうかである。

優秀な人材が不足 しているという確たる証拠は現在ない。 しか し、多い方がよいことは明

らかなので、人材の育成は大きな課題である。

(1)専 門学校な どの設立

最近、人材育成を 目的 として、専門学校 などが設立されるようになった。大学には、以

前から芸術学部な どの名で、専門コースが設置されていたが、学術的色彩が強 く、映像制

作の実践 に対する配慮が欠けていると言われていた。専門学校 は、これを補 うもの として、

期待 されている。

(2)人 事交流

映像作品には、劇場用映画、テ レビ用番組、CMな どがあるが、これ らはそれぞれ独立

の業界 を形勢 している。業界間の人事交流 もほ とん どない。アメ リカでは、最初 にCM制

作 の世界で基礎 を習得 し、番組制作 の世界で経験 を積み上げ、そ してハ リウヅ ドで映画制

作 を行な うという、一種のキャ リアパスの ような、コースがあ るという。わが国では、 こ

のようなルー トで映画界入 りしたキャ リアというのは、皆無である。

かって番組制作が始 まった頃は、映画界か ら移 って きたプロデューサー というの もかな

りいたが、最近は、ほ とん どいないと言われる。

しか し、番組、CMな ど複数の分野の経験 が、新 しい映像世界の創造に必要なのではな

いだろうか。現在のよ うに、ひ とつの専門分野の中だけで、制作の一生を終わ るとい うの

では、言いようのない閉塞状況に追 い込 まれるのではないか。

なぜ交流が進 まないかという理由は様 々考 えられる。その中でも大 きいのは、他分野で

の功績 を認め る風土がない とい うことだろう。CM世 界での功績 を、番組の世界が認めな

いとした ら、アメ リカ流のキャリアパスは成 り立たない。

映像制作の世界に限 ったことではない。他分野での功績 を正 当に評価 しない とい う日本

的風土を改革 しない限 り、分野間の人事交流は、無理 なのかも しれない。

－h
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45そ の他の問題

平成15年12月 に、地上波デ シタルへの移行が開始されたとき、多 くのテ レビ局は、標

準画質放送の際に余剰 となるチャンネルに、再放送番組の組み込みを計画 したが、著作権の

問題のために、実現 しなかったということがあった。番組制作時 に副チャンネルでの再放送

の権利 を確保 していなか ったからであ る。評判のよかった番組をDVDに して二次流通 させ

るときにも、その番組の制作時にDVD製 造の権利を確保 しなかったために、DVD製 造が

難航 したことがよくあった。

このように、以前は一次放映(一 次流通)の 権利 しか考慮 していない契約が多 く、二次流

通の際に、大 きな問題となったものであ る。現 在では、最初の制作の段階 で、二次流通 を含

めた契約が行なわれるのが一般化 してお り、 トラブルは減少 している。 また、その際に権利

処理する項 目も、度重なる トラブルの結果、かな り明確化 して きてお り、著作権の問題は解

決 に向か っている。

しか し、具体的な著作権料の算定は、制作前に処理 していることもあ って、実際 に制作さ

れる作品がヒ ヅトするかどうか分か らないこともあ り、難航 することがあるようであ る。
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江

皿

資 料

放送関係団体

番組制作専業会社

有力番組制作会社一覧

主要CM制 作会社一覧





1放 送 関 係 団 体

1-1放 送 関 係

社団法人 衛星放送協会

社団法人 映像文化製作者連盟

情報通信ネ ヅ トワー ク産業協会

社団法人 全国放送関連派遣事業協会

全国文字放送普及推進協議会

社団法人 全 日本テ レビ番組製作社連盟(ATP)

社団法人 地上デ ジタル放送推進協会

地方民間放送共 同制作協議会(火 曜会)

社団法人 デジタルラジオ推進協会

社団法人 電気通信協会

社団法人 電子情報技術産業協会

社団法人 電波技術協会

社団法人 電波産業会(ARIB)

東京放送記者会

財団法人 道路交通情報通信 システムセ ンター

財団法人 日本ITU協 会

社団法人 日本映画テ レビ技術協会

社団法人 日本映像 ソフ ト協会

日本映像美術協議会(JVA)

社団法人 日本演劇協会

日本オーデ ィオ ・ビデオ ・プ リン ト事業協会

社団法人 日本記者 クラブ

社団法人 日本ケーブルテ レビ連盟(JCTA)

社 団法人 日本広報協会

有限責任中間法人 日本 コミュニテ ィ放送協会(JCBA)

社 団法人 日本CATV技 術協会

日本女性放送者懇談会(SJWRT)

社団法人 日本新聞協会

財 団法人 日本体育協会

日本放送協会(NHK)

社団法人 日本ポス トプロダクション協会(JPPA)

財団法人 日本無線協会

社団法人BSデ ジタル放送推進協会

放送大学学園
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放送倫理 ・番組向上機構(BPO)

財団法人 放送番組国際交流セ ンター

財団法人 放送番組セ ンター

放送批評懇談会(放 懇)

財団法人 放送文化基金

マス ・コ ミニュケー ション倫理懇談会全国協議会

財団法人 民間放送教育協会(民 教協)

民間放送健康保険組合

民間放送厚生年金基金

民間放送報道協議会(民 報協)

ラジオ ・テ レビ記者会

1-2著 作権関連機関

社団法人 音楽出版社協会

社団法人 音楽制作者連盟

社団法人 私的録画補償金管理協会

社団法人 著作権情報センター

協同組合 日本映画撮影監督協会

社団法人 日本映画製作者連盟

協同組合 日本映画 ・テレビ美術監督協会

日本音楽作家団体協議会(FCA)

社団法人 日本音楽事業者協会

日本音楽著作家連合

社団法人

協同組合

社団法人

社団法人

社団法人

社団法人

社団法人

日本音楽著作権協会(JASRAC)

日本脚本家連盟

日本芸能実演家団体協議会(芸 団協)

日本広告写真家協会

日本作詞家協会

日本作曲家協会

日本作曲家協議会

日本児童出版美術家連盟

協同組合

社団法人

社団法人

社団法人

社団法人

日本シナ リオ作家協会

日本写真家協会

日本美術家連盟

日本複写機セ ンター

日本ペ ンクラブ
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社団法人 日本放送作 家協会

日本訳詩家協会

社団法人 日本 レコー ド協会

1-3学 会 ・研 究 機 関

社団法人 映像情報 メデ ィア学会

慶応義塾大学メデ ィア ・コ ミュニケーシ ョン研究所

財団法人 情報通信学会

日本映像学会

日本広告学会

日本マス ・コ ミュニケーション学会

メディア総合研究所

1-4CM制 作 ・広 告 関 係 一般

社団法人 日本広告業協会(JAAA)

広告主協会(JPPA)

インターネ ッ ト広告推進協議会(JIAA)

日本映像美術協議会(JVA)

協 同組合 日本映画撮影監督協会

協 同組合 日本俳優連合

日本モデルエージェンシー協会

日本広告音楽制作者連盟(JAM)

社団法人 関西広告審査協会

社 団法人 公共広告機構(AC)

広告業協同組合

財 団法人 新聞広告審査協会

社 団法人 全 日本広告連盟

社 団法人 全 日本シー エム放送連盟(ACC)

日本音楽制作者連盟(JAM)

社団法人 日本広告審査機構(JARO)

社団法人 日本広告主協会(JAA)

社団法人 日本雑誌広告協会(雑 広協)

社団法人 日本テ レビコマー シャル制作社連盟(JAC)

共通コー ド管理セ ンター(CCC)
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1-5関 係省庁 ・特殊法 人

経済産業省

厚生労働省

総務省

文化庁

公正取引委員会

独立行政法人宇宙航空研究開発機構(JAXA)

独立行政法人情報通信研究機構

1-6海 外 放 送 関 係 組 織

=ア メリカ合衆 国=

広 告評議 会(AC)

アメ リカ広告 連 盟(AAF)

アメ リカ広告 業 者協 会(AAAA)

マキ シマ ム ・サ ー ビステ レ ビジ ョ ン協会(MSTV)

全 米広 告主協 会(ANA)

公 共放送 協 会(CPB)

ア メ リカテ レ ビ芸術 ア カデ ミー

全 国広 告審査 評 議会(NARC)

全 米放 送事業 者 連盟(NAB)

全 米 テ レ ビジ ョン ・プロ グラ ムエ グゼ クテ ィブ協会(NATPE)

全 米 ケー ブル電 気通 信事 業 者連 盟(NCTA)

ラジオ広告協 会(RAB)

ラジオ ・テ レ ビ ・ニ ュー スデ ィ レクター協 会(RTNDA)

全米衛 星放 送通 信連 盟(SBCA)

映画 テ レ ビ技術 者協 会(SMPTE)

テ レビ広 告協会(TVB)

=イ ギ リス=

広 告協会(AA)

商業 ラジオ会 社連 盟(CRCA)

IIV(独 立 テ レ ビ)ネ ヅ トワー ク

=オ ーストラリア=

オー ス トラ リア フ リー テ レ ビ局 連 合

カ ナダ放送 事業 者連 盟
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1-7放 送 関 係 国際 組織

アジア ・太平洋放送連合(ABU)

ヨー ロ ッパ放送連合(EBU)

アフリカ放送連合(URTNA)

アラブ諸国放送連合(ASBU)

カ リブ放送連合(CBU)

北米放送事業者連盟(NABA)

国際放送連盟(AIR/IAB)

世界放送通信機構(IIC)

国際電気通信連合(ITU)

ユネスコ(UNESCO)

1-8加 盟 団体

社団法人 日本民間放送連盟

社団法人 全日本テレビ番組製作社連盟

社団法人 日本映画テレビプロデューサー協会

社団法人 映像文化製作者連盟

社団法人 日本映画テレビ技術協会

日本映画テレビ照明協会

社団法人 日本ポス トプロダクション協会

協同組合 日本映画 ・テレビ編集協会

日本映像事業協同組合

全国地域映像団体協議会

社団法人 北海道映像関連事業社協会

宮城県映像関連事業社協会

富山県映像関連事業社協会

金沢映像プロダクション協会

中部映像関連事業社協会

愛知映像制作事業協同組合

関西映像団体協議会

中 ・四国映像製作社連盟

九州映像製作社運盟

沖縄映像製作社連盟
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皿 番組制作専業会社

皿一1放 送局の子会社

放送局出資による制作会社設立とその時期は以下の通 りである。

1955年 東京 テ レビ映画(現

1958年 共 同テ レビ ジ ョンニ ュース(現

1958年 朝 日テ レビニ ュー ス社(現

1970年 日本テ レ ビAア ン ドV(現

1985年NHKエ ン ター プラ イズ21

TBSビ ジ ョ ン:TBS系 列)

共同テ レビジョン

テ レビ朝 日映像

日本テ レビビデオ

:フ ジテ レビ ジョ ン系列)

'テ レビ朝 日系列)

:日 本 テ レ ビ放 送網 系列)

また、地方放送局においてもほぼ全局で制作会社 を設立 しでお り、実質的な制作機能 を外部

に保有 している。代表的企業:ワ イズ ビジョン(読 売放送+吉 本興業)、MBS企 画など

ll-2放 送 局 出 身 の プ ロデ ュー サ ー や 演 出家(デ ィ レク ター)に よ る創 業

企業名称:株 式会社 創都(1984年 設立)

東京放送株式会社出身の初代社長砂 田実氏 によって設立。

企業名称:株 式会社 アズバース(1976年 設立)

関西テ レビ放送株式会社出身の前社長小田切成明氏によって設立。

企業名称:株 式会社 日企(1974年 設立)

日本テ レビ放送網株式会社 出身の赤尾健一氏によって設立。

企業名称:IVSテ レビ制作(1972年 設立)

読売テ レビ放送株式会社出身の初代社長斉藤寿孝氏によって設立。

傘下にIVS音 楽 出版 を持つ。

企業名称:東 阪企画(1975年 設立)

大阪朝 日放送株式会社出身の澤田隆治 によって設立。

企業名称:カ ノ ックス(1974年 設立)

東京放送株式会社出身の久世光彦によって設立。 ドラマ中心。

企業名称:東 京 ビデオセ ンター(1970年 設立)

東京放送株式会社出身の佐 々木史朗によって設立。報道、情報 を混在 して扱 うワイ ド

ショー中心。

皿一3フ リー ラ ンサ ー の プ ロデ ュー サ ー や 演 出家(デ ィ レク ター)に よ る創 業

企業名称:Gカ ンパニー(1988年 設 立)

日活企画部出身の元村武氏 によって設立。

企業名称:ハ ウフルス(1978年 設立)

フリーデ ィレクター出身の菅原正豊氏によって設立。

企業名称:株 式会社 上<JOE>(1992年 設立)

フリーデ ィレクターの堀田哲郎氏によって設立。「'85つ くば科学博覧会開会式」総
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合演 出。

企 業名称:シ ンエ ンタ プラ イ ズ(1986年 設 立)

日本 テ レビの 番組 デ ィ レクター であ っ た木 島 隆氏 に よって設 立。

1-4番 組 制 作 部 門 を有 す る会 社 ・グル ー プ

n-4-1芸 能プロダクションの番組製作部門、子会社

企業名称:ホ リプロ(1963年 設立)

メデ ィア事業本部 にて放送番組制作 を行 う。映像制作子会社ホ リヅクスがあ る。

企業名称:吉 本興業(1948年 設立)

売上高の55%を テ レビ ・ラジオの番組制作 とタレン トの出演料で占める。1969年 よ

り毎 日放送 と共同制作で番組制作へ参入。

企業名称:渡 辺プロダクシ ョン(1959年 設立)

音楽芸能 プロダ クシ ョンとしてショー ビジネスを手掛け、「シャボ ン玉ホ リデー」を

プロダクションのアーテ ィス ト、作家、演出スタヅフで制作 し、放送局に提供。番組制

作会社ザ ワー クスをグルー プに持つ。

企業名称:メ デ ィア ミックス ジャパン(1993年 設立)

主に ドラマ制作 を行い、放送局デ ィレクターに替わ って演出を行 う実績 を持つ。主要

株主は、ホ リプロ、テ レビ朝 日、テイクシステムズ(技 術)。

ロー4-2広 告会社のTV制 作部門、子会社

企業名称:CAL(1966年 設立)

株式会社電通のラジオテレビ局(当 時)長 であった梅垣哲郎氏によって設 立。代表作は松 下

電器産業提供の東京放送 「水戸黄門」などのタイム*番 組。

※広告 主が購入する時間枠の電波料とその番組の制作費を負担する形態。

企業名称:総 合ビジョン(1986年 設立)

主要株 主はNHKエ ンタープライズ21(25%)と 電通(25%)と なっており、ハイビジョンのソフト作

りを目指して設 立。

企業名称:ユ ニオン映画(1970年 設立)

日本テレビの関連会社として時代劇を中心に制作。現在は2時 間ドラマ枠の「火曜サスペン

ス劇場」などを手掛ける。

企業名称:木 下プロダクション(1979年 設立)〈 現ドリマックスTBS子 会社 〉

当初は有限会社 木 下恵介プロダクションとして本社 は広告会社博報 堂の内部 に設立され

た。
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E-4-3映 画会社やその子会社

企業名称:国 際放映(1948年 設立)

映画会社東宝か ら新東宝 と して設立 され、1961年 に映画会社 として最 も早 くテ レビ向

け映画 「影の地帯」を制作 した。1992年 には 自社スタジオ 「TMC(東 京メデ ィアンテ ィ)」

を建設 し、各放送局の番組収録スタジオ としても機能す る。

企業名称:大 映テレビ(1971年 設立)

映画会社大映の倒産 と同時期に 「人映テ レビ室(59年 よ り)」 から株式会社化 によっ

て設立 し、TBS、 フジテ レビを中心に制作。

企業名称:東 映(1951年 設立)

映像本部テ レビ営業部門によって、番組 を制作。特 に子供向けに変身 ヒー ロー、 ア

ニメーション番組がある。1956年 の 日本教育テレビ(現 テ レビ朝 日)設 立に資本参加 し

同局の番組制作を中心に行 う。劇場用映画、テレビ向け映画、アニメー ション、 ビデオ

など著作権 を保有 するタイ トルは3万 点以上ある。

皿一4-4音 楽 出版 社 の子会 社

企 業名称:日 本 テ レ ビエ ンター プ ラ イ ズ(1975年 設 立)

日本テ レ ビ放送 網 、 日本 テ レビ音 楽 によ って設 立。番 組、

プ ロダ クシ ョン部 門 を持 つ。

イベン トの企画制作 と芸能

ll-5放 送 関 連 事 業 を 本 業 と し 、 そ れ に 付 随 し て 番 組 制 作 を 行 う 会 社

ll-5-1人 材 派遣(制 作 人材)専 門 会 社

企 業名 称:ク リー ク&リ バ ー(1990年 設 立)

テ レビ ・広告 ・SP・ 出版 ・印 刷 ・Web・ モ バ イル ・ゲー ム業 界 な ど を対 象 と した ク リ

エ イ ター エー ジ ェン シー 。1992年 よ り映 像 分野 の人材 派遣 を開始 。デ ィ レク ター か らカ

メラマ ン、編集 オ ペ レー ター まで 、映 像 制作 に関わ るほぼ すべ て の映 像 ク リエ イ ター を

番組 種別 ご とに対応 す る。

企業 名称:株 式 会社 ファ ク ト(1988年 設 立)

制 作協 力 す る番組 ヘ デ ィ レ クター 、 ア シス タ ン トデ ィ レクター を派遣 す る。

企業 名称:有 限 会社 メデ ィア ネ ヅ トワー ク(2001年 設立)

制作協 力 す る番 組ヘ ア シス タ ン トデ ィ レクター を派遣 す る。

企業 名称:ト ップ シー ン(1988年 設 立)

制作協 力 す る番 組ヘ デ ィ レク ター や 、 ア シス タ ン トデ ィ レクター 、海 外 ロケ コー デ ィ

ネー ターな どを派 遣 す る。

企 業名称:モ ス キー ト(1990年 設 立)

フ リー ラ ンスのデ ィ レクタ ー集 団 と して創 業。 日本 テ レビの バ ラ エテ ィ番 組 を中心 に、

演 出、制作 ス タ ッフ を派遣 。
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n-5-2技 術系(ス タジオ)企 業の制作部門の設置

企業名称:ウ ッ ドオフィス(1985年)

総合制作 プロダクションとして制作工程 に係わる設備 を自社導入 している。放送機器

レンタル、芸能 プ ロダクション、ポス トプロダクション、版権管理会社をグルー プに持

つo

企業名称:ヌ ーベルバー グ(1992年 設立)

技術系スタヅフ、カメラ、音声等の撮影、編集工程にかかわる設備、人材 を供給する。

加 えて制作協力番組への制作スタ ッフの派遣を行う。

企業名称:千 代田ビデオ(1970年 設立)

主要株主であ る日本科学技術振興財団はテ レビ東京創設母体であ り、放送開始 当初は

財団の スタジオ を利用 して番組制作 を行 っていた。テ レビ東京の 自社 スタジオ建設 に伴

い、それ まで利用 していた科学技術館ス タジオを千代 田ビデオ として独 立、創業 した。

ス タジオ、中継車、 カメラ、編集室な ど撮影か ら編集 まで一貫 した技術 と大道具や装飾

な どの美術部門を併せて総合技術 を提供 し、企画制作部門 を有する。

∬-5-3そ の他の番組周辺企業の番組制作への参画

企業名称:株 式会社ペ ヅク

音楽著作権管理会社である株式会社 口音の子会社 として設立 され、音楽番組の制作 を

行う。TBSの 連結子会社。

E-5-4ア ニメ制 作 会社

企 業 名称:タ ツノコ プ ロダ ク シ ョン(1962年 設 立)

海外 の アニ メ作 品 を放映 す るの みで あ った時期 に 「宇宙 エ ース」(1965年 モ ノク ロ作)

「マ ッハGoGoGo」(1967年 カ ラー 作 品)な どの オ リジナ ル国 産 ア ニ メ制 作 の草 分 け的存

在 で あ る。 その他 に、 ハ クシ ョン大魔 王、 タイムボ カ ンシ リー ズ、 科学 忍 者隊 ガ ッチ ャ

マ ンな どが あ る。

企 業名 称:株 式会社 マ ーベ ラスエ ンター テ イメ ン ト

企業 名称:株 式 会社 ジ ェン コ(1997年 設 立)

企業 名称:虫 プ ロダ ク シ ョン:鉄 腕 ア トム ジャ ン グル大 帝 鉄 人28号

企業 名称:シ ンエ イ動画 制作:ド ラえ もん ク レヨ ン しん ち ゃん

企業 名称:ス タジオ ジブ リ:と な りの トトロ 風の谷 の ナ ウシカ 天空 の城 ラ ピュ タ

企業 名称:サ ンラ イズ:機 動戦 士 ガ ンダ ム シ リー ズ

企業 名称:ガ イナ ックス:新 世 紀エ ヴ ァ ンゲ リオ ン

企業 名称:日 本 アニ メー シ ョン:世 界 名作劇 場 ちび まる こち ゃん

企 業 名称:エ イケ ン制作:サ ザ エ さん

企 業 名称:東 映 アニ メー シ ョン:ド ラゴ ンボー ル シ リー ズ美少 女戦 士 セ ー ラー ムー ンシ リー ズ
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企業 名称:東 京ム ー ビー:巨 人の星 名探 偵 コナ ン

企業 名称:手 塚 プ ロダ クシ ョ ン:鉄 腕 ア トム(カ ラー版)ブ ラ ック ・ジ ャ ック

∬-5-5作 家・タレント自身が中心となって創業

企業名称:ス トリームズ(1989年 設立)

テ レビ朝 日の川 口浩探検隊 シ リーズの制作 を行 った川 口プロダ クションに所属 した

演出、制作スタッフか らの創業。

企業名称:三 牲(1976年)

代表取締役は関口宏。同社がマネジメン トする文化 人、タ レン トなど番組の出演 と番

組制作 を行 う。

企業名称:ロ コモーシ ョン(1985年 設立)

番組制作会社 「IVSテ レビ制作」に所属 していたデ ィレクター、テ リー伊藤(伊 藤輝

夫)に よって創業。番組の企画制作か ら雑誌のコラム執筆や出版、コメンテーター とし

て 自ら番組出演などを行 う。

企業名称:古 館 プロジェク ト(1984年 設立)

アナウンサー古館伊知郎を中心にタレン ト、作 家、デ ィレクターな どのマネジメン ト

および、番組企画、制作 を行 う。

企業名称:オ フィス トゥー ワン(1963年 設立)

海老名俊則氏によって放送作家を中心に創設。作家および文化人、 クリエー タな どの

マネジメン トを行 うと共に、番組の構成作家や出演するタ レン トを含めて企画制作す る。

企業名称:石 原 プロモーシ ョン(1963年 設立)

石原裕次郎 を中心 として俳優のマネジメン トと共に出演 する番組の企画制作 を行 う。

皿一5-6放 送 局 以外 の メディアの番 組 制作会 社

企 業 名称:日 経 映像(1958年 設 立)

日本経 済新 聞社 直 系の 映像 制作 プロ ダク シ ョン。 テ レ ビ東 京系 列 中心。

企業 名称:セ ップ<SEP>(1993年 設 立)

音 楽専 門CSチ ャ ンネル のス ペー ス シャ ワー ネ ヅ トワー クの子 会社 。 スペー ス シ ャ ワ

ーTVの 番 組制作 や ミュー ジ ヅク ビデオ を制作 。
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「

皿 有力番組制作会社一覧

吉 本興 業(資 本 金:48億695万 円,年 商:343億 円(前 期 連結Yahooフ ァイナンスよ り))

NHKエ ンター プラ イズ21(資 本 金:11億5000万 円,308億 円(平 成15年 度))

共 同テ レ ビジ ョン(資 本金:1億5000万 円,年 商:173億 円)

ホ リプ ロ(資 本 金:45億8,300万 円,年 商:12,067百 万 円(Yahooフ ァイナンスよ り 前期 単独 決 算))

NTV映 像 セ ン ター(資 本金:1億3000万 円,年 商:105億 円)

日本テ レビエ ンター プラ イズ(資 本金:5000万 円,年 商:86億7600万 円(平 成16年3月 実 績))

テ レ ビ朝 日映像(資 本金:7500万 円,年 商:83億 円)

イ ー ス ト(資 本 金:2000万 円,年 商:80億 円)

日本 テ レ ワー ク(資 本金:3750万 円,年 商:78億 円)

ハ ウフル ス(資 本金:3000万 円,年 商:70億 円)

エ キ ス プ レス(資 本金:4億5020万 円,年 商:60億 円)

テ レ ビマ ンユ ニオ ン(資 本 金:1億5000万 円,年 商:57億6500万 円(2003年 度))

イ ンター ボイ ス(資 本金:6000万 円,年 商:50億6700万 円)

TBSビ ジ ョン(資 本金:1億 円)

オ フ ィス ・トゥー ・ワ ン(資 本 金:4億3000万 円)

メデ ィア ・バ ス ターズ(資 本金:2000万 円)
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N主 要CM制 作会社一覧

IV-1関 東 地 区

(株)ア ー ム ズ(英 文 社 名:ARMZINC,資 本 金:5,000万 円)

(株)葵 フ。旺 一ション(英 文 社 名:AOIADVERTISINGPROMOTIONINC.,資 本 金:332,390万 円)

ア ク セ ル フ ィ ル ム ズ(株)(英 文 社 名:ACCELEFILMSINC.,資 本 金:2,000万 円)

(株)ア ダ ル ト(英 文 社 名:AD・ULTINC.,資 本 金:1,000万 円)

(株)ア ヅ フ ィ ニ タ ス(英 文 社 名:AFFINITASCO,,LTD.,資 本 金:2.000万 円)

(株)ア ニメーションスタッフ)L－ム(英 文 社 名:ANIMATIONSTAFFROOMINC,資 本 金:3,500万 円)

(株)井 出 フ。ロタ"クション(英 文 社 名:IDEPRODUCTIONSCOMPANYLIMITED,資 本 金:8,649万 円)

(株)イ メ ー ジ サ イ エ ン ス(英 文 社 名:IMAGESCIENCE,INC.,資 本 金:2,000万 円)

(株)ウ ィ ー ク ス(英 文 社 名:WEEKS,INC,)

ACA(株)(英 文 社 名:ACACORPORATIONILTD.,資 本 金:2,000万 円)'

(株)エ ー ジ ー(英 文 社 名:AZINC,,資 本 金:3,600万 円)

(株)ADKア ー ツ(英 文 社 名:ADKARTSINC.,資 本 金:9,000万 円)

(株)エ ナ ヅ ク(英 文 社 名:ENDLESSACCESTOCREATION)

(株)NTV映 像 セ ン タ ー(英 文 社 名:NTVEIZOCENTERCORPORATION,資 本 金:13,000万 円)

(株)エ マ ・ク リ エ イ テ ィ ブ(英 文 社 名:EMACREATIVECO,,LTD.,資 本 金:1,000万 円)

(株)エ ン ジ ン フ イ ル ム(英 文 社 名:ENGINEFILM,INC,資 本 金:2,000万 円)

(株)オ ー ル ウ ェ イ ズ(英 文 社 名:ALWAYSCO.,LTD,,資 本 金:1,300万 円)

(株)オ フ ィ ス ・ヘ ン ミ(英 文 社 名:OFFICEHENMIINC.,資 本 金:1,000万 円)

(株)キ ッ チ ン(英 文 社 名:KITCHENINC)

(株)キ ャ ッ ト(英 文 社 名:CATINC.,資 本 金:7,000万 円)

(株)共 同 テ レ ビ ジ ョ ン(英 文 社 名:KYODOTELEVISION,LTD,資 本 金:15.OOO万 円)

(株)グ ア ダ ル ー プ(英 文 社 名:GUADELOUPECO,LTD.,資 本 金:1,000万 円)

(株)グ リー ン プ ロ モ ー シ ョ ン(英 文 社 名:GREENPROMOTIONINC.)

(株)ゲ ネ プ ロ(英 文 社 名:GENEPROINC,,資 本 金:4,500万 円)

国 際 企 画(株)(英 文 社 名:KOKUSAIKIKAKUCO,LTD.,資 本 金:1,000万 円)

(株)サ ヅ ソ ・ フ ィ ル ム ズ(英 文 社 名:SASSOFilms,Inc。,資 本 金:1,000万 円)

(株)サ ヅ ト ン ・プ レ イ ス(英 文 社 名:SUTTONPLACEINC,)

(株)サ ン ・ア ド(英 文 社 名:SUN-ADCOMPANYLIMITED,資 本 金:2,403万 円)

(株)サ ン ク(英 文 社 名:CINQCO、,LTD.,資 本 金:1,000万 円)

(株)サ ン ラ イ ズ 社(英 文 社 名:SUNRISECOMPANYLIMITED,資 本 金:5、OOO万 円)

(株)ザ ・な い ん(英 文 社 名:THENINECO.,LTD.,資 本 金:1,500万 円)

(株)シ ー ・エ ム ・エ ヌ(英 文 社 名:C.M.NLTD.)
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資 本 金:1,500万 円)

DANCENOTACTINC,,資 本 金:3,500万 円)

TELEVISIONCORPORATIONOFJAPAN,資 本 金:10,000万 円)

,資 本 金:4,000万 円)

,資 本 金:30,000万 円)

TYOPRODUCTIONSINC.,資 本 金:65,153万 円)

資 本 金:1,000万 円)

TVASAHIPRODUCTIONSCO,,LTD,資 本 金:7,500万 円)

D,TRYINCORPORATED,資 本 金:2,000万F])

(株)デ ィ レ ク タ ー ズ カ ム パ ニ ー ・レ モ ン(英 文 社 名:DIRECTORSCOMPANYLEMONINC,)

(株)電 通 テ ヅ ク(英 文 社 名:DENTSUTECINC.,資 本 金:265,000万 円)

(株)ト ウ イ ン ク ル(英 文 社 名:TWINKLEINC.,資 本 金:2,000万 円)

東 映CM(株)(英 文 社 名:TOEICOMMERCIALFILMCO.,LTD,,資 本 金:5,000万 円)

東 芝 デ ジ タ ル フ ロ ン テ ィ ア(株)(英 文 社 名:TOSHIBADIGITALFRONTIERSINC.)

(株)東 北 新 社(英 文 社 名:TOHOKUSHINSHAFILMCORPORATION,資 本 金:196,900万 円)

(株)ド マ 一 二(英 文 社 名:DOMANIINCORPORATED。,資 本 金:1,000万 円)

(株)仲 畑 広 告 映 像 所(英 文 社 名:NAKAHATACOMPANY,LTD,)

(株)21イ ン コ ー ポ レ ー シ ョ ン(英 文 社 名:211NCORPORATION,資 本 金:10,000万 円)

(株)ニ ッ テ ン ・ア ル テ ィ(英 文 社 名:NITTENALTIcREATIvEs,資 本 金:4,000万 円)

(株)ニ ヅ トー(英 文 社 名:NITTOCO.,LTD,)

(株)ニ ッ ポ ン ム ー ビ ー 東 京(英 文 社 名:NIPPONMOVIETOKYOCO,,LTD.)

(株)二 番 工 房(英 文 社 名:NIBANKOHBOHPRODUCTIONSCORP,,資 本 金:2,000万 円)

(株)ノ ア(英 文 社 名:NOA,INC,,4,000万 円)

(株)ハ イ ス ク ー ル(英 文 社 名:HiSCHOOLCO.,INC.,資 本 金:2,000万 円)

(株)CMC(英 文 社 名:CMCINC.,資 本 金:2,000万 円)

(株)シ ー エ ム ハ ウ ス(英 文 社 名:CMHOUSEINC.,資 本 金:2,500万 円)

(株)シ ー ス リ ー フ ィ ル ム(英 文 社 名:C3FILMCO.LTD.,資 本 金:9.000万 円)

(株)シ ェ フ(英 文 社 名:CHEFCO,,LTD,)

(株)シ フ ト(英 文 社 名:SHIFTCO.,LTD.)

(株)ス イ フ ト(英 文 社 名:SWIFTINC.,資 本 金:1,000万 円)

(株)ス ターラント"コミュニケーション(英 文 社 名:STARLANDCOMMUNICATIONINC,,資 本 金:1,000万 円)

(株)ス プ ー ン(英 文 社 名:SPOONINC.,資 本 金:3,000万 円)

(株)宣 映(英 文 社 名:SEN-EICO.,LTD.)

(株)セ ン トラ イ ト(英 文 社 名:ST.LIGHT.CO.,1,000万 円)

太 陽 企 画(株)(英 文 社 名:TAIYOKIKAKUCO.,2,000万 円)

(株)タ ン デ ム(英 文 社 名:TANDEMCO.,LTD.,万 円)

(株)大 日(英 文 社 名 、:DAI-NICHICO,,LTD.,

(株)ダ ン ス ノ ヅ トア ク ト(英 文 社 名:

(株)TCJ(英 文 社 名:

(株)TCマ ッ ク ス(英 文 社 名:TC.MAXCO,,LTD.

(株)TBSビ ジ ョ ン(英 文 社 名:TBS-VISION,INC

(株)テ ィ ー ・ワ イ ・オ ー(英 文 社 名:

(株)テ イ ク ・ワ ン(英 文 社 名:TAKE-ONEINC.,

テ レ ビ 朝 日 映 像(株)(英 文 社 名:

(株)デ ィ ー トラ イ(英 文 社 名:
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(株)博 報 堂 フ ォ ト ク リ エ イ テ ィ ブ(英 文 社 名:HAKUHODOPHOTOCREATIVEINC.)

(株)ハ ヅ ト(英 文 社 名:HATCO,LTD,,資 本 金:1,000万 円)

(株)原 宿 サ ン ・ア ド(英 文 社 名:HarajukuSun-AdCo,.Ltd,資 本 金:1,000万 円)

(株)ヴ ァ カ ン ス(英 文 社 名:VACANCESINC.,資 本 金:1,800万 円)

(株)パ ラ ゴ ン(英 文 社 名:PARAGONCO,,LTD.,資 本 金:1,800万 円)

(株)パ ラ ダ イ ス ・カ フ ェ(英 文 社 名:PARADISECAFEINCORPORATION,資 本 金:2,000万 円)

ビ ー ビ ー メ デ ィ ア(株)(英 文 社 名:BBMEDIAINC .,資 本 金:19,200万 円)

(株)ビ ジ ョ ン カ ン パ ニ ー(英 文 社 名:VISIONCOMPANYINC,,資 本 金:1,000万 円)

(株)ビ ヅ グ バ ー ド(英 文 社 名:BIGBIRDCO.、LTD.,資 本 金:1.000万 円)

(株)ピ ク ト(英 文 社 名:PICTINC.,資 本 金:12,000万 円)

(株)ピ ラ ミ ッ ドフ ィ ル ム(英 文 社 名:PYRAMIDFILMINC.,資 本 金:3,000万 円)

(株)フ ァ ー ス ト コ ー ル(英 文 社 名:FIRSTCALL.,INC、,資 本 金:1,000万 円)

(株)フ ァ イ ブ エ ス(英 文 社 名:FIVESINC.,資 本 金:1,000万 円)

(株)フ ラ ヅ グ(英 文 社 名:FLAG.inc,)

(株)ブ ル ー ・カ ブ ー ス(英 文 社 名:BLUECABOOSECO,,LTD,,資 本 金:2,100万 円)

(株)ブ ル ッ ク ス(英 文 社 名:BULL-XCO.,LTD.,資 本 金:L500万 円)

(株)ホ リ プ ロ(英 文 社 名:HORIPROINC.)

(株)ヴ ィ ス(英 文 社 名:BISINC.,資 本 金:1,000万 円)

(株)マ ザ ー ス(英 文 社 名:MOTHERSINC.,資 本 金:3,000万 円)

(株)も も コ マ ー シ ャ ル(英 文 社 名:MOMOCOMMERCIALINC,)

(株)ラ イ トパ ブ リ シ テ ィ(英 文 社 名:LIGHTPUBLICI]YCO,,LTD,資 本 金:1,000万 円)

(株)ロ ボ ッ ト(英 文 社 名:ROBOTCOMMUNICATIONSINC,,資 本 金:4,000万 円)

(株)ワ イ ツ ー(英 文 社 名:Y2CO,,LTD.,資 本 金:2,000万 円)

(株)渡 辺 企 画(英 文 社 名:WATANABEKIKAKUCO.,LTD,,資 本 金:5,000万 円)
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N-2関 西地区

(株)ア ヅ トア ー ム ズ(英 文 社 名:ATARMZINC.,資 本 金:3,000万 円)

(株)高 映 企 画(英 文 社 名:KOEIPLANNINGCO.,LTD,,資 本 金:1,000万 円)

(株)創 造(英 文 社 名:SOZOINC.).

宝 塚 映 像(株)(英 文 社 名:TAKARAZUKAEIZOCO.,LTD,資 本 金:20,000万 円)

(株)ニ ッ ポ ン ム ー ビ ー 大 阪(英 文 社 名:NIPPONMOVIEOSAKAINC.,資 本 金:5,000万 円)

(株)ニ ビ ッ ク(英 文 社 名:NIVICCO.,LTD,資 本 金:2,000万 円)

(株)春 企 画(英 文 社 名:HARUPLANNINGCO.,LTD.,資 本 金:1,000万 円)

(株)ビ ー ン ズ フ ィ ル ム(英 文 社 名:BEANSFILMINC,,資 本 金:1,000万 円)

(株)フ 。ランドウフ。ロタ"クション(英 文 社 名:PLANDOPRODUCTIONCO,LTD,資 本 金:2,000万 円)

(株)放 送 映 画 製 作 所(英 文 社 名:HOSOEIGASEISAKUSYO,資 本 金:36,000万 円)

メ ビ ウ ス(株)(英 文 社 名:MEBIUSCO,,LTD,,資 本 金:1 ,000万 円)

(株)ワ ン ダ ー ラ ン ドハ ウ ス(英 文 社 名:WONDERLANDHOUSECO.,LTD,)

(株)サ ンライス"社 大 阪 支 店(英 文 社 名:SUNRISECOMPANYLIMITEDOSAKABRANCH,資 本 金:5,000万 円)

(株)シ ー ス リ ー フ ィ ル ム 大 阪 支 社(英 文 社 名:C3FILMCO.,LTD.)

(株)TCJ大 阪 制 作 部(英 文 社 名:TELEvlSIONCORPORATIONOFJAPANOSAKAOFFICE,資 本 金,10,000万 円)

(株)電 通 テ ッ ク 関 西 支 社(英 文 社 名:DENTSUTECINCOSAKAOFFICE,資 本 金i265,000万 円)

東 映CM(株)大 阪 支 社(英 文 社 名:TOF.ICOMMERCIAI、FILMCO,1.TDOSAKAOFFICE,資 本 金:5,000万 円)

IV-3中 部 地 区

(株)イ ン デ ィ ・ア ソ シ ェ イ ツ(英 文 社 名:INDYASSOCIATESCo,Ltd,資 本 金:1,000万 円)

(株)イ ン デ ッ ク ス(英 文 社 名:INDEX,資 本 金:1,140万 円)

(株)映 像 ボ ヅ ク ス(英 文 社 名:EIZOBOXCO.TLTD,,資 本 金:4,800万 円)

(株)キ ュ ー(英 文 社 名:CUECO,,LTD.,資 本 金:1,000万 円)

(株)ソ ー リ ス(英 文 社 名:SOLISINC,,資 本 金:1,000万 円)

(株)テ イ ク ス(英 文 社 名:TAKESco.LTD.,資 本 金:1,000円)

(株)東 海 ビ デ オ シ ス テ ム(英 文 社 名:TOKAIVIDEOSYSTEMCO,,LTD.,資 本 金:8,000万 円)

(株)バ モ ス ク ル ー(英 文 社 名:VAINIOSCREW,資 本 金:1,000万 円)

(有)マ キ シ マ(英 文 社 名:MAXIMA,資 本 金:300万 円)

(株)サ ン ラ イ ズ 社 名 古 屋 支 店(英 文 社 名:SUNRISECOMPANYLIMITED,資 本 金:5,000万 円)

(株)シ ースリーフィルム名 古 屋 支 社(英 文 社 名:C3FILMCO.,LTDNAGOYABRANCH,資 本 金:9,000万 円)

(株)電 通 テック名 古 屋 支 社(英 文 社 名:DENTSUTECINC.NAGOYAOFFICE,資 本 金:265,000万 円)
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